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「え、あたしが梶かじの葉は姫ひめ役に？」

　梅もい花かはきょとんとした顔をしてみせる。

　梶の葉姫とは所いわ謂ゆる織おり姫ひめ星、織しよく女じよ星の別名。毎年、七たな夕ばたに合わせて殻から間ま市では梶の葉姫祭りというイベントが行われる。そのイベントの言わばヒロインである梶の葉姫役は、なぜか毎年殻間高校の一年生から選ばれる事になっているのだ。

　全校からアンケートを採とった結果、梅花がその上位に入ってきたのである。その結果を受け、ホームルームの時間に、梅花へ正式な梶の葉姫役の打診があったというわけなのだ。

「ええと……、でもあたしはちょっと。それに梶の葉姫なら蘇す芳おうさんの方が似合ってるんじゃないの？　黒髪だし、着物も似合いそうだし」

　そう言って梅花から水を向けられた白さ弓ゆみは困った顔をしてみせる。白弓も梅花と上位を分け合っているという話だ。あくまで本人の意向を尊重というのが建前なので、アンケートの詳しい票数は発表されておらず、どちらが一位か分からないものの、梅花と白弓の１、２フィニッシュなのはまず間違いないだろう。

「あの、お話は大変うれしいのですが、ご存じのように私は毎年、梶の葉姫祭りに合わせて駅前の神社で舞まいを奉ほう納のうする事になっているんです。確認してみないと分かりませんが、例年のスケジュール通りでは時間的に両方やるのは無理だと思います」

　白弓はそう答えた。

　蘇芳家はもともと実み山やまにあった蘇芳神社の神しん職しよくを務つとめていた。すでにその役職を離れて久しいのだが、今でも祭事となると蘇芳家の女性が巫み女こ舞を奉納する習慣がある。梶の葉姫祭りもその一つになっているのである。

「やっちゃいなさいよ、梅花」

　冴さえが無責任に梅花をそう煽あおる。

「だって梶の葉姫ってうちの生徒のあこがれの的じゃん。あんただって中学の頃は梶の葉姫やりたいって言っていたじゃないの。一生に一度のチャンスなんだからね。名前が挙あがるだけありがたいと思いなさい」

「うん、まぁそれはそうなんだけど……」

　梅花はそれでも煮え切らぬ態度だ。頭を巡めぐらせて健けん児じの方へ視線を送る。

　健児も梅花が視線を送る理由は分かる。何しろ今の梅花は普通の身体ではない。

　つい数週間ほど前、梅花は殻間市内を流れる川に落ち、肉体的には死亡したのである。それを蘇よみがえらせたのが、健児の曾そう祖そ父ふである茂も狩がり主税ちからが研究していた魄はく型がたという技術。人間が持つ生命電流のようなエネルギーである魄はく力りきを流し込む事により、かりそめの生命を与えるもの。しかし魄型となって蘇った人間は、魄力を供給した人間には絶対服従しなければならないのだ。

　梅花に魄力を供給したのは健児であり、結局、梅花は健児に絶対服従する事になったのである。

　梅花自身が自分で判断できないような局面や、あるいは一番最初に健児が梅花に命じた『いつも通りの玖く鈴りん梅花に戻ってくれ』という命令だけで対処できない場合。その時には梅花は自分で判断できず、健児に命令を求めなければならないのである。

　イベントで梶の葉姫役をやるとなると、健児が常に側に付つき添そっているわけにもいかない。それにイベント中に何かのトラブルが起きないとも限らないのだ。実際に昨年の梶の葉姫祭りは、アクシデントで中断しているのだ。

　そんな事になれば梅花一人では対処できない。健児には梅花が躊ちゆう躇ちよする理由は分かったが、だからと言ってその事情を話すわけにもいかない。

　梅花や白弓から色よい返事がないので、ホームルームの議長を務めていた柏かしわ木ぎ一いち郎ろうも困り顔だ。

「うむ、それは困ったな。実は我がクラスからは玖鈴さん、蘇芳さん以外の候補も出ているのだが……」

「え、私？」

　その言葉に冴が冗談半分に声をあげる。

「それはない」

「きっぱり否定しなくてもいいじゃないのよ～～。一瞬くらいは夢見させてよ」

　間かん髪はつを入れずに否定された冴は唇くちびるを尖とがらせる。柏木は自分の席でうつらうつらしているパティへと頭を向けて言った。

「あ～～、モーントシュタインさん。起きていたら、聞いて欲しいんだが。実は君も候補に挙がっていて……」

　居眠りしているようで、ちゃんと話は聞いていたらしい。すぐにパティは答える。

「嫌です」

　今度は柏木の方が即座に拒絶される番だった。

「どうやら朝早くから準備しなくてはいけないようなので、私には無理です。まだ時差ぼけが残っていますので」

「まったく、転校してきてから何日経たつと思っているんだ……」

　柏木はぶつくさとそうぼやくと、再び梅花へと視線を戻した。

「玖鈴さん。どうしても駄目か？　学校全体が君に期待しているんだ。むげに断るのも失礼かと思うのだが」

「そんな事を言われても……」

　押しつけがましい柏木の言葉に、梅花はいささか困惑しているようだ。しかし本人の意思を無視して周囲は盛り上がる。

「やっちゃえ、やっちゃえ!!」

　冴も再び煽る。

「梅花ちゃんの梶の葉姫、綺き麗れいだよ。きっと。私も見たい～～」

「だよなあ。やらない手はないと思うんだけど」

　優ゆう香かや浩こう助すけ、そして他のクラスメートたちもすっかり乗り気で、梅花をはやし立てる。

「えっと、あの……。あたし、その……」

　そう言う梅花の表情から徐々に感情が消えていく。

　まずい……！　梅花の表情を窺うかがっていた健児もその変化に気付いた。自分で判断できず、健児の命令受付状態になりかけているのだ。

　健児はポケットに入れたハンドベルクリンゲルをそっと手に取る。周囲はやんやとはやし立てている最中だ。ベルの音がしても気が付かないはずだろう。

「玖鈴さんにも都合があるんじゃないですか？」

　健児のやろうとしている事に気付いたようだ。突然、パティがそう発言してクラスメートの注目を自分へと引きつける。

　グッジョブ！　パティ!!　胸中で密ひそかに感謝の言葉を贈りながら健児はハンドベルを鳴らした。それと同時に表情が完全に梅花から消えた。

「Was werde ich machen?」

　梅花が命令受付状態になった事を示す言葉だ。そんな梅花に向かって健児は囁ささやいた。

「『喫茶店の手伝いもあるので、考えておきます』と言え……」

「Gern」

　聞き慣れない言葉をつぶやく梅花に、クラスの何人かが怪け訝げんな顔をしたものの、それ以上は特に詮せん索さくする事もなかった。梅花はすぐに健児に命じられた通りに答えた。

「喫茶店の手伝いもあるので、考えておきます」

　梅花は普段から父が経営している喫茶店クリンゲルを手伝っている。それは校内では誰もが知っている事だ。

「うむ、確かにそれもそうだな。梶の葉姫祭りともなればかき入れ時だ。親おや御ごさんの了承を取った方がいい」

「……え、はい」

　我に返った梅花は何が起きたのか分からぬまま柏木の言葉に肯うなずいた。

「返答は週明けで構わない。一応、蘇芳さんもスケジュールを確認しておいてくれたまえ」

　相も変わらず妙に時代がかった言い回しで柏木はホームルームを締めくくった。




　東京都秋あき葉は原ばら。日本最大の電気街であり言うまでもない世界に冠かんたるオタクの都。

　そこには様々な人々が群れ集まる。多くは学生や若い社会人。しかし中にはこの道、何十年のオーディオマニアもいれば、たった一本の映像ソフト、ゲームソフトを求めて海を越えてくる外国人客もいる。

　その装よそおいも様々だ。すっかりおなじみになったメイド喫茶のチラシを配るメイドがいるかと思えば、髷まげを結った相す撲もう取りが紙袋を抱えている。セーラーカラーの服を着た男性一行は、怪しげなコスプレ集団ではなく、日本を訪問しているどこかの海軍の水兵たちだろう。

　そんな中には僧侶もいる。この場合の僧侶とは仏教の僧の事。僧衣を纏まといＴＶやノートＰＣを購入していくのは、タイやスリランカなど仏教が盛んな国からやってきた外国人客が多い。僧衣を着た日本人僧侶がＨＤＤレコーダーを品定めしたり、自作ＰＣ用マザーボードを値切ったりする光景は、さすがの秋葉原でもそう見かけられるものではない。

　それだけに実際に現れた場合、その姿は目立つ事この上ない。

　週末の午後。大型家電量販店の店先。発売されたばかりの人気ＤＶＤ、ＢＤソフトを陳列したワゴンの前にその僧侶は現れた。

『マイちゃんと執しつ事じ隊たい』。ワゴンの周囲に張られたポスターやポップにはそう書かれている。人気女性アイドルとイケメン俳優が多数出演した人気ドラマのＤＶＤだ。アニメ、特撮と洋画が強い秋葉原であるが、このドラマには特撮ヒーロー番組に出演していたイケメン俳優が数多く出演しているので注目を集めているのだ。

「執事！」

　そのタイトルを目にした雲うん水すいは思わずＤＶＤを手に取る。ワゴンの周囲には若い女性を中心に多くの客が群がっていたが、ただならぬ雲水の雰ふん囲い気きに誰もが思わず後あと退ずさったほどだ。

「ええい、なにが執事ブームだ。嘆なげかわしい！　執事ブームだか、戦国武将ブームだか知らないが、やはりこれからは……！」

　そう言うと雲水は目ま深ぶかに被かぶっていた笠を上げる。その下から覗のぞく面おもてに、周囲に詰めかけていた若い女性客たちの間からどよめきがあがった。

「そう！　やはりこれからはお坊さん！　諸しよ行ぎよう無む常じよう、色しき即そく是ぜ空くうを知り尽くしたお坊さんこそ現代に相応ふさわしい男の理想像！　御主人に仕えるしか能のない執事や、戦いに明け暮れる戦国武将よりも、混迷する今の世の中に必要とされているはずだ!!」

　イケメンだ――!!

　女性客の中からそんな黄色い歓声があがる。

　そう、イケメンである。イケメンの雲水なのだ。笠の下に隠れていたマスクは、目元涼やかにして鼻筋も通り、ドラマのポスターに写るイケメン俳優陣にも優まさるとも劣おとらぬ面おも差ざしなのだ。

　お坊さんといえば坊主頭が連想されるが、このイケメンの雲水は、さらさらのストレートヘアを肩くらいまで伸ばしている。

　お坊さんとは思えぬロングヘア。そしてなかなかのイケメン。さらには雲水の格好。そして秋葉原というロケーションという事を考え合わせるとある可能性が推測できる。

　女性客の間から女子高生らしき二人組が雲水にその可能性を確認した。

「あの～～、ひょっとしてタレントさんですか？　なんかのロケとか」

　秋葉原とイケメンと雲水という三さん題だい噺ばなしのような妙ちきりんな組み合わせ。ＴＶか何かの撮影と考えてもおかしくない。

　しかしイケメンの雲水はさわやかに笑いながら答えた。

「ははは、見ての通り。拙せつ僧そうは修行中の身。単なる雲水にすぎません」

「え～～、本当にお坊さんなんですか～～？」

「お坊さんなのに髪の毛伸ばしていていいんですか？」

「うむ。拙僧の宗派ではそれほどうるさく言わないのでな。それよりもどうかな、お嬢さん方。拙僧とメイド喫茶とやらで茶など……」

　さわやかな笑みと共にそう言う雲水に背中から声を掛ける者がいた。

「弾だん指し殿！　弾指殿!!　なにをやっておられますか!!」

　弾指と呼びかけられた雲水が振り返ると、その先には量販店の中から出てきた僧二人の姿があった。彼らもまた雲水の格好だ。

「まったくちょっと目を離すと、すぐに女によ性しように声を掛ける癖はどうにかなりませぬか」

　店内から姿を出した雲水二人は、弾指よりも年かさのようだ。二十代後半には見えるが、十歳ほど年下に見える弾指に対しては何故か敬語を使っていた。

「良いではないか。衆しゆう心しんをよく知るのもまた仏の道。それよりも父上より頼まれていた品は購入できたのか？」

「それが実はまだ……」

　年長の雲水二人は笠を上げ、困惑した顔を弾指に向ける。弾指はさほどうるさくないと言っていた髪だが、年長の雲水二人は坊主頭のようだ。

「ならば急げ。私はメイド喫茶なる茶店を見学してくるとしよう」

　そう言って女性客の方へ頭を戻そうとする弾指に向かって雲水の一人が手を伸ばす。そして笠の下から見えていた弾指の黒髪を一ひと房ふさ、むんずとばかりに摑つかんだ。

「弾指殿。我らこのような店は不案内ゆえ、どこで何が売っているのかとんと見当が付きませぬ。そもそもこの買い物。弾指殿が引き受けたはずではございませんか」

　そしてその雲水はひと言付け加える。

「どうしてもそのメイド喫茶とやらを見学しなければならぬとあれば仕方ありませんな。こちらにも考えがありまする」

「……おのれ、算さん念ねん」

　算念という雲水が自分の髪を摑む手に力を込めているのを察さつした弾指は思わず歯は嚙がみする。算念も弾指のその反応は予想済みだったようだ。にやりと笑みを浮かべて続けた。

「この店のポイントカードとやらは弾指殿が預かってきておられるのでしょう？　刹せつ那なさまはきちんとポイントを貯ためておくようにとおっしゃっていたではありませんか」

「分かった。分かったから、私の髪から手を離せ」

　観念したように弾指はそう言った。算念は一いつ旦たん、離したものの、何かあればすぐにでも弾指の髪を摑めるよう、すぐ側から離れようとはしない。

「すまぬ、お嬢さん方。拙僧は修行の身ゆえ、今は行かねばならぬ。しかし御み仏ほとけの導きがあれば、必ずやまた再会できるであろう」

　そう言うと弾指は手を振り女性客たちに挨あい拶さつをすると家電量販店の中に入っていった。

「まったく、映像ソフト売り場なら六階とそこに書いてあるだろう」

　入ってすぐに目に付く各階案内看板へ目を向けて弾指はそう言った。

「それは分かりますが、弾指殿。売り場が広くて、どこに何があるのかさっぱりなのです」

　算念と一緒にいたもう一人の雲水、与よ念ねんが困った顔でそう答えた。

「そういう時はちゃんと店員に聞けば良いのだ」

　エレベーターに向かいながら弾指はそう言うが算念と与念はますます困り顔になる。

「聞けと言われましても……。なぁ、算念」

「うむ。正直、我らが口にするのはちと……」

　自分に続いて二人の雲水がエレベーターに乗るのを確認してから弾指は六階のボタンを押す。あがり始めるエレベーターの中で弾指は言った。

「何を躊躇ためらう事がある。普通に商品として流通してるものだ。お坊さんが購入したところでなんら問題はあるまい」

　エレベーターが六階に到着すると弾指は笠を取り、一直線に売り場カウンターへと向かう。その足取りには迷いも淀よどみもまったく感じられない。

　先程、算念たちが来ていた為もあるのだろう。店員や客たちは物珍しげな視線を送るものの、それほど驚いている様子もなさそうだ。

　弾指はカウンターの前に立つと、その向こうにいる若い女性店員に向かって声を掛けた。

「すまぬ、所望したい品があるのだが」

「はい、何でございましょうか」

　営業スマイルで応対する女性店員に弾指はよく通る声で言った。

「『みらくるシスターぴぴんちゃん対不思議巫女さよちゃん　ビッグサイトでコスプレバトル♡ぽろりもあるよ編』のブルーレイディスク一巻初回限定特装版フィギュア＆抱き枕カバー付きを購入いたしたいのだが。まだ在庫はあるだろうか？」

「……は、はい？」

　女性店員は一瞬、固まる。そしてすぐさま周囲へと視線を巡らせた。どうやら誰かの悪戯いたずら、あるいはどっきりカメラか何かの類たぐいかと思ったようだ。弾指が無駄にイケメンなのもそう思わせた一因であろう。

　しかしカメラが出てくる様子もなく、他の店員たちも呆あつ気けにとられた顔でこちらを見ているだけ。何かの悪戯というわけでもなさそうだ。女性店員はすぐに営業スマイルに戻り返答した。

「はい、ございます。こちらになります」

　すぐさま背後にある在庫用の棚から一ひと際きわ大きなボックスを取り弾指の前に差し出した。ボックスに描かれているのは、典型的な萌え絵のシスターと巫女さん。どうやらこのシスターと巫女さんが、ボックスアートには影も形もない男性主人公を取り合うラブコメアニメのようだ。

「それからこちらが特典のフィギュアと抱き枕カバーになります」

　ヒロイン二人のフィギュアが入った箱と、抱き枕カバーの袋が続けざまにカウンターの上に並べられた。

「うむ、確かに。しかし初回限定特装版が残っていたとはまさに僥ぎよう倖こう。父上が言ったように、これはまさに御仏の導きであろう。では支払いは現金で。ポイントは貯めておいていただきたい」

　てきぱきと会計を済ませる弾指を背後から見守っていた算念たちは思わず唸うなる。

「ううむ、この状況でもまったく動じないとは。やはり弾指殿は大物であるな」

「確かに大物といえば大物だが……。なんというか見当違いの方向に向かってるのが気がかりではあるな」




「空を飛べ」

　ハンドベルが鳴ると一瞬、梅花の面から表情が消える。それに続いて健児はそう言った。しかし、そのまま何をするわけでもない。ましてや空を飛ぶわけでもない。そもそもここは実山の地下にある秘密の地下研究施設だ。頭上にあるのは天井だし、第一梅花が飛べるわけもない。

　無表情のまま立ちつくしていた梅花だが、しばしの後、ハッとして周囲を見回す。

「え……。なにか言った？」

「とまぁ、こんな感じです」

　健児は背後に立っていた楸ひさぎ真ま実さねとパティ・モーントシュタインの方へ振り返ると言った。

「実行不可能な命令に関しては、それを無視して命令受付時間が継続されます。そして何も命令しなかった時と同様、十数秒間、大体深呼吸一回分の時間が過ぎるとその時点で命令受付時間は終了。普段通りに戻ります」

「なるほどねえ」

　真実は健児のその報告に一応は感心してみせた。

「あの一件から一ヶ月も経っていないのに、よくこれだけ調査しましたね」

　そう言いながらパティがぱらぱらと捲めくっているのは、健児がまとめた魄型化した玖鈴梅花の状態に対する調査レポート。

　どのような切っ掛けで命令受付状態になるのか。命令受付時間はどれくらい続くのか。今のように現実的に不可能な命令を受けた場合どうなるのか。梅花に協力して貰もらって調べたものなのである。

　下校後、真実とパティに実山の地下にある地下実験施設に来て貰い、健児はこれまで調べた事を説明している最中なのだ。

「どうやら魄型の影響が発生する条件は二つあるようです」

　そう言うと健児はデスクの上に置いたハンドベルクリンゲルへと目をやる。

「まずは今のようにこのハンドベルの音を聞いた時。その場合はどういう状態でも強制的に命令受付状態になります。それともう一つ。こちらは言うなれば待機状態で、特定の状況に置かれた時に発生するようです。それは……」

　すでに日も落ちたというのに、まだ眠そうな顔のパティから、健児のレポートを受け取った真実が後の言葉を続ける。

「君が最初に命じた『普段通りの梅花』という命令に反した行動を取らねばならない時だな……」

「ええ、まぁ……。その時はハンドベルの音を聞くまで、梅花は自分で判断できない状態になるみたいで。まぁ一定の時間が経過するか、状況が変わると元に戻るみたいなんですけど、変わらない限りは命令受付状態を延えん々えん繰り返す事に……」

　健児は後の言葉を濁にごす。真実はレポートに目を通す振りをしながらちらりと健児と梅花の方へと視線を向ける。

　困り顔をする健児の後ろで、梅花は憤ふん然ぜんとしたような表情を浮かべていた。

「まったく。もうちょっと気の利きいた命令をしておいてくれれば良かったのに。自由に行動していいとか、自分で判断していいとか！」

「いや、そんな事言われても……」

　振り返り弁明しようとする健児に向かって梅花は畳たたみかける。

「何の為に魄力の研究していたのよ！　それくらいちゃんと理解しておきなさい!!　それとも何？　ひょっとして何かやましい事でも考えていたの!?」

「やましいって、そんな事は……」

　そんな梅花と健児のやりとりを、眠そうな顔で聞いていたパティが小首を傾かしげてから尋たずねる。

「電気ゾンビでやましい事とは、一体……」

「知りません！」

　梅花は少し顔を赤らめてパティに怒鳴り返した。

「なるほどねえ……」

　レポートに目を通しながら真実がつぶやく。梅花が魄型化してから数週間。そこにはハンドベルが鳴った時以外に、梅花が健児に命令を求めた事例が列挙されている。

　隣に住んでいる幼なじみで同じクラスとはいえ、四六時中一緒にいるわけにもいかない。梅花自身から心当たりを挙げて貰ったほか、学校ではパティ、自宅での状態は愛まな花かから確認している。もっとも愛花は梅花が今どうなっているのか知らないので、それとなく聞き出すにも限界がある。

　梅花自身も命令受付状態になると、その間の記憶がなくなってしまう事もあり、このリストだけでは完璧とは言えない。

「道路工事の為、いつもよりも早く起きなければならなくなった時。お父さんの都合で店を休むことになった時……」

　そう読み上げる真実の声に、健児は振り返り付け足す。

「先週の日曜、急に梅花のお父さんに出かける用事ができてお店を休む事になったんですよ。愛花ちゃんが言うには、その時、梅花が開店の準備を始めたとかで……」

「べ、別にあの時は、あたしと愛花だけでもちゃんとできると思っただけで……。健児に命令して欲しかったわけじゃないもん！」

　梅花はそう言って頰ほおを膨ふくらませてみせる。

「でもいきなりぼんやりした顔になって様子が変だったって愛花ちゃんは言ってるぞ」

「それは愛花から、今日はお店休んでもいいって言われたからで、別にどうしていいのか分からなくなったわけじゃ……。ええと、だから……。もう、分かんないわよ！」

　釈しやく明めいしていて自分でも混乱してきたのか、梅花は金色のツインテールを揺らしながら、苛いら立だたしげに頭を振った。

「他は、いきなりテニス部の勧誘を受けた時。教室にノートを忘れた事を帰り道で思い出した時か……」

「突発的な事態には対処できないようですが、それでも授業で質問を受けたり、体育の時、急にボールが来た時などは、特に問題なく行動してます。普段の通りという事ですが、本人がそれをどう解釈しているのかよく分かりません」

　パティがそう言うが真実はレポートに目を落としたまま首をひねる。

「まぁそれもそうだが……。何か他にもトリガーがありそうだな」

　レポートの文面をなぞっていく真実の指がある行で止まった。

「ホームルームで梶の葉姫祭りの候補に挙がった時？」

「あれですよ、ほら。毎年七夕の時にやるじゃないですか」

　まだ機嫌の悪い梅花から逃げるように健児が説明する。

「うちの学校の一年が、梶の葉姫役に選ばれる事になってるでしょ？　今日のホームルームで、梅花と蘇芳さんが候補に挙がったんですよ」

「ああ、あれか。そういえば今年ももうそんな季節だな」

　真実は肯うなずいた。

　毎年、七夕に合わせて殻間駅前商店会が中心になって行われる祭り。

　それが梶の葉姫祭りだ。駅前商店街だけではなく、殻間駅から実山に至る一帯が祭りの舞台となる。その主役は梶の葉姫。梶の葉姫が乗った山だ車しが、駅前から実山の麓ふもとにある殻間高校までパレードするのがこの祭りの中心になっている。

「それで玖鈴さんに決まったのか？」

「いやぁ……」

　困ったように笑うのは健児の方。無理もない、梅花にどうするべきかを命じたのは健児の方なのだ。

「とりあえず考えておきますって答えろと。蘇芳さんは当日、予定があるのでそっちのスケジュール確認しないと分からないし……」

　健児のその答えに梅花は少し顔を赤らめて食ってかかる。

「あたしじゃなくて蘇芳さんの方が似合ってるじゃないの！　大体、梶の葉姫って織り姫さまの事なんでしょ？　あたしの金髪やパティさんの赤い髪より、蘇芳さんみたいな黒髪が……」

「蘇芳家の娘たちは、当日、舞を奉納するんだったな。それに黒髪の方がらしいというと、あながちそうでもないんだな。これが」

　意味ありげにそう言うと、真実は健児たちが自分の方へ視線を向けるのを待ってから話を続けた。

「梶の葉姫というのは確かに織り姫の事だが、それはもとから殻間に伝わる伝説が、後世、七夕の伝承と混同された結果だ。もとの伝説はかなり違う。今となってはそれを知っている人間も少ないがね」

「ああ、ちょっとだけなら実行委員会が配ったパンフにも載のってましたよ」

「ちょっと、あたしの話は終わってないわよ！　健児!!」

　すっかり問い詰めモードに入っている梅花に背中を向け、健児は机の上に放り出してあったバッグを開ける。中から取り出したのはカラー印刷されたパンフレット。表紙には鮮やかな十じゆう二に単ひとえ風の衣装を着た、長い黒髪を持った少女の写真が印刷されていた。

「ええと、ここかな。『梶の葉姫の伝説とは別に、実山に嫁入りした娘の伝承を元にしているという異説もある』と……」













　健児はパンフレットを捲り、その箇所を示して見せた。

「異説も何も、元ネタはそちらだったんだがな。それに元の伝承はちょっと面白くてね。梶の葉姫に相当するのが、実山に嫁とついだという『黄金こがねの髪を持つ娘』だったらしいんだ」

「黄金？」

　梅花は健児と顔を見合わせ、そして自分の金色の髪をつまみ、しげしげと眺ながめてみる。

「でも昔の日本に金髪の人なんていたのかしら？」

「ヨーロッパにはいたのですから、別に日本にいてもおかしくはありません。現に中国には紀元前後、ローマ帝国から使者が来たという伝説が残っています。その中に金髪の人間がおり、日本まで来ていたと解かい釈しやくする事も可能です」

　生あくびを嚙み殺しながらパティがそう指摘する。真実は健児から受け取ったパンフレットをぱらぱらと捲りながら付け加えた。

「もっとも昔は女の髪が売買されていたからね。黄金の価値を持つ髪という意味と解釈してる人もいる。昔はその伝承を元に百数十年に一度、実山への儀式的な嫁入りの祭りが行われたそうだ」

「でも今の梶の葉姫祭りは、確か五〇年くらい前からのものですよね」

　数年前に五〇周年を記念して一際、盛大に梶の葉姫祭りが行われていたのを思い出し健児は尋ねた。

「ああ、一旦、明治期にその風習は断絶してね。戦後、商店会が中心になって観光客誘致の為、再開。その時に七夕と混同されて梶の葉姫祭りと呼ばれるようになり、以来、毎年行われてると。まぁそういう事だ」

　真実は机の上に放り出したパンフレットの表紙に目を留めて、パティが首を傾げる。

「表紙の人、生徒会長の方ですよね？　なんと言いましたかコールサードだか、コールスローだか……」

　真実は肯く。

「纐こう纈けつだ。纐纈絲し織おり。一昨年おととしの梶の葉姫役は確かに、今の生徒会長の纐纈さんだったな。織り姫の別名には、糸いと織おり姫ひめというのもある。確かそれが縁で選出されたはずだったかな」

「美人ですよねえ」

　パンフレットを取り、梅花は表紙の写真を見やりながら心底感心したようにそう言った。確かに美人は美人だ。顔立ちは綺麗に整っており、切れ長の目も印象的だ。しかし写真の中で、十二単をアレンジした艶あでやかな梶の葉姫の衣装を着た少女は、なぜか仏ぶつ頂ちよう面づらなのである。表紙だけではない。パンフレットの中にも一昨年の梶の葉姫の写真が何枚か載っているが、揃そろいも揃ってみんな愛あい想そのない顔なのだ。

　その写真から二年経った現在の印象もさほど変わらない。生徒会長という役職もあり、健児や梅花も学校行事でよく纐纈絲織を見る事がある。しかしいつもこの写真と同じような仏頂面。愛想のない顔つきなのである。

　長い黒髪、整った顔立ち、すらりとしたプロポーション。成績優秀で生徒会長としてもてきぱきと仕事をこなしている。

　ルックスだけならば男子生徒の視線を釘付けとなってもおかしくはないのだが、あいにくと世の中そうはうまくいってくれない。実際、健児も悪い印象こそないものの、纐纈絲織に好感を持っているかというと、そうでもない。

　ひと言で言うとあまりにも完璧すぎてとりつく島がない。そう思う男子生徒がほとんどであり、健児もその中に含まれるのだ。

　むしろそんな愛嬌のないところが好きだと、交際を申し込んだ男子生徒もいなかったわけでもないが、雁がん首くび並べてみな玉ぎよく砕さい。それもにべもなくひと言で断ったというから余計に男子の印象も悪くなる。特に去年の暮れからは断る言葉に刺とげが出てきたと二、三年生の間で噂うわさされているのは、健児たち一年男子の耳にも届いていた。

　そして付いたあだ名が『糸いと偏へんの君きみ』。糸偏は名前の漢字にすべて糸偏があるからだが、あえて古めかしく『君』と呼ぶのは明らかに皮肉が込められている。

「美人だけどなあ……」

　健児のそのひと言が殻間高校男子陣の纐纈絲織への印象を集約していた。

「……今気がついたけど、このパンフ、去年の梶の葉姫祭りの写真はないのね」

　首を傾げる梅花に真実は笑いながら言った。

「いやいや、去年は一騒動あっただろう。そんな写真を使うわけにもいかんからな」

「あ～～……！」

「そうだったんだよなあ」

　梅花は健児と顔を見合わせて笑う。確かに去年は駅前を出発した直後、梶の葉姫役を乗せた山車にトラブルがあり、予定の時刻から大幅に遅れて実山に到着したのだった。

　実山の麓で待っていた健児と梅花は直接その騒ぎを知らないが、何でも妙なコスプレをした闖ちん入にゆう者しやがいたと聞いている。その結果、山車は梶の葉姫不在でパレードするという異常事態になったのだ。

「今にして思えば、あれ超ちよう科か学がく的てき先輩だったのか……」

「他にあんな事する人、いないものねえ」

　天井を仰あおぐ健児に梅花は笑う。

「まあ去年の梶の葉姫役は適任者がいなくてな。結局、反対を押し切って、無理矢理男子生徒を女装させたんだよ。岸きし田ださんだけを責めるわけにもいかないだろう」

　そう言う真実に健児はハッとする。

「あれ、じゃあ楸先生。超科学的先輩の趣味の事は……」

「ああ、知っていたよ。球技大会の時に君を助けた顚てん末まつもね。こちらはちょっとした情報網があるんでね」

「ちょっとした……、ですか？」

　いささか嫌み混じりにパティが言った。

「あんたたちに比べればちょっとした程度だろう？　モーントシュタイン。さてと、大体の状況は分かった。とにかく今は君の言うとおり、玖鈴さんの状態を調べる事が優先だ。でも少しは気を遣ってやれよ、荒あら城き君」

　自分の方へ頭を巡らせてそう続けた真実に、健児は当とう惑わくしたような顔をする。

「は？」

　そして健児はヒントを求めるように梅花へと顔を向けるがぷいと横を向かれてしまった。

「知らない！」

　つっけんどんにそう言われただけだ。そんな梅花に笑って真実は尋ねた。

「それでどうするんだ、玖鈴さん。梶の葉姫役はやるのか？」

「元の伝承にあるのが金髪の娘なら、私もモニカの方が合ってると思います」

　学校では玖鈴さんと呼んでいるのだが、そちらの方が発音しやすいのだろう、パティはプライベートでは梅花をモニカと呼ぶ。

「でもあたしよりは……」

　梅花は逡しゆん巡じゆんするように身体をひねり皆に背を向ける。しかしそうしていながらも、その視線は隅の方で健児を捉とらえていた。

「蘇芳さんは当日、舞を奉納するからなあ。スケジュールを確認すると言ってたけど、無理じゃないの？　別に梅花がやってもいいんじゃないか？　小お父じさんも乗り気だったじゃないか」

　健児のその答えに梅花はむっとして振り返る。

「別にとか、そういう問題じゃないの！」

　そんなやりとりに真実は苦笑を漏もらすが、梅花の様子が少しおかしくなった事に気付いて真剣な表情に戻る。

「だから、その……。だから、あたしがやってもいいのかとか……、あたしに命令してくれないと……」

「ホームルームの時と同じです」

　パティが真実にそう教えた。

　梅花の表情は徐じよ々じよに不安げなものになり、やがてはそれさえも消えて無表情になっていく。それと同時にもじもじとしていた様子もなくなり、人形のように棒立ちになってしまうのだ。

　先程、健児が言っていた待機状態だ。

　困り顔のまま健児はハンドベルを手に取るとそれを鳴らす。

「Was werde ich machen?」

　ちりんとベルが鳴った瞬間、梅花はドイツ語でそう尋ねた。命令受付状態になったという事だ。ドイツ語ネイティブスピーカーのパティに言わせるといささか発音は怪しいらしい。また命令受付状態になった梅花が、なぜこの言葉を口にするのかも分からない。梅花個人の深層意識にあるものか、それとも魄力車の基本的な機能によるものなのかも分からないのだ。

「え～～と……」

　そう言ったものの健児は言葉に詰まる。梶の葉姫役の事だが、健児自身も梅花にやるように命令したものかどうか迷っていたのだ。そんな健児に真実は言った。

「さっきの話じゃないが、玖鈴さん自身に判断させてみたらどうだ？　自分で考えろと言ったら、それが命令として通るかどうか確認してみてもいいだろう」

「それもそうですね」

　真実のアドバイスに健児はホッとしたような顔になると梅花に向かって命じた。

「梶の葉姫役を受けるかどうか、自分で考えてみてくれよ」

　命令が受け入れられると梅花は『Gern』と答える。しかしその答えはなかった。梅花はただその場に立ちつくしているだけだ。

「ええと、だから梶の葉姫役を受けるかどうかは梅花自身で判断してくれって……」

　健児が再び言い終える前に、梅花は一呼吸を終える。そしてパッと顔に表情が戻った。

「あれ、あたしまた……」

　慌てて周囲を見回す。やはり命令受付状態になっていた時の事は覚えていないようだ。そんな梅花に真実は先程の命令が通じたかどうかを確認してみた。

「それで梶の葉姫役はどうするんだ、玖鈴さん？　自分で考えてみる気にはなったか」

「別に嫌じゃないんですけど……。その、あたしがやっていいのかどうか、ちょっと不安で。今までも纐纈さんたち立派な人たちがやってきたわけですから……、その……。ええと、あたしがどうとか言うより……。命令してくれないと……」

　迷う梅花の顔からまた表情が消えていく。このままだとまた待機状態になりそうだ。慌てて真実は前言を撤回する。

「あ～～、分かった分かった。まあ蘇芳さんのスケジュールを確認してからでもいいだろう。それまでは荒城くんとよく相談してくれ」

　真実がそう言うと、梅花の表情が元に戻る。

「べ、別にあたしは健児に相談しなくても……」

　自分で決められるとは言えない。それでも再び命令受付状態になる事はなかった。

「なるほど、他のトリガーですか……」

　そんな梅花を見てパティもそうつぶやいた。

「ああ、まだはっきりとは分からないが、どうやら玖鈴さんが潜在的に荒城くんに頼りたいと……」

　そんな事を言っている真実やパティを尻目に、健児と梅花は何やら言い合いを始めている。

「こうなったら蘇芳さんでもいいんじゃないのか？　もしお祭りの最中にそうなっても困るし」

「そういう問題じゃないの！　もう全然分かってないんだから!!」

「まあ本人たちは分かってないみたいだけどな……」

「……分かってない時の方が、幸せかも知れません」

　苦笑する真実に、パティは少し厳しい顔になってそう答えた。

「それもまた青春かね。さて、荒城くん。君がまとめたこの調査レポートは預かってもいいかな？　こちらの方にある資料と照らし合わせておきたい」

「ええ、構いませんよ」

　梅花とやり合っていた健児は真実の方へ向き直るとそう答えた。

「よろしければ……」

　そう言いかけたパティを真実が遮さえぎる。

「ああ、必要ならばそちらには上の方から回して貰う。一応、協力する手はずにはなっているが、お互い完全に信用しているというわけでもないだろう？」

　にやりと笑ってそう言う真実に、パティはしばし憮ぶ然ぜんとしたままで押し黙っていたが、一つため息をつくと口を開く。

「まぁいいでしょう。いま聞いた以上の事は、そこに書かれていませんから、報告には困りません」

　そう言うとパティは健児と梅花へと顔を向け尋ねた。

「念の為、確認しておきます。荒城くん、モニカ・クリンゲル。身の回りに何か変な事は起きていませんか？」

　唐とう突とつなパティの問いに健児と梅花は顔を見合わせる。

「そうだな。玖鈴さんが落ちた橋の事件。前にも話したように、あれは何者かが仕組んだ可能性がある。警察にも協力して貰ってるが、表おもて沙ざ汰たにできない事もあって、まだ何も分からない状態だ」

　真実がそう補足して続ける。

「犯人が、また君たちに接触してこないとも限らない。何か気になるようなら、些さ細さいな事でもいい。報告してくれ」

　しばし顔を見合わせたままの二人だったが、やがて健児が口を開く。

「いや、特に……」

　そう言いかけた健児を梅花が遮った。

「あるじゃないの。あれとか、あれとか。言ったらどうなの？」

「いや、だから別にあれは関係ないってば。話す程の事じゃないって」

　梅花に言われても健児は踏ん切りが付かないようだ。しかし二人のやり取りでパティはピンとくるものがあった。

「ひょっとしてあの件ですか？　変な手紙」

　パティの言葉に健児はバツの悪い顔をする。

「い、いや。あれは大した問題じゃないし……」

「変な手紙？」

　怪訝な顔をする真実に、梅花が説明した。

「なんかちょっと前から、健児の所に変な手紙が届くんです。手紙と言ってもポストに入ってるわけじゃなくて、学校の机や靴箱に入ってるんで、多分、校内の人だと思うんですけど……」

「なんだ、ラブレターか。隅に置けんなあ、荒城くんも」

　そう言って笑う真実だが、梅花とパティは首を傾げ合う。

「それがラブレターというわけでもないんですよ」

「そうですね。私も見せて貰いましたが、意味不明の紋もん様ようが書いてあるだけでした」

「だから、単なる悪戯だって。梅花の事件がある前から来てるじゃないか」

　健児は慌ててそう弁明した。

「優香がなんかのお呪まじないかもって言ってたわよねえ。そのせいじゃないの？　このところ、なんかついてないみたいだし」

　笑ってそう言う梅花だが、真実は再び訝いぶかしげな顔をする。

「ついてない？」

「そーなんですよぉ」

　梅花はさも楽しそうに笑いながら言った。

「健児ったら、最近、特についてなくて。学校でもサッカー部が練習してたボールがぶつかるし、校門出るなり犬にほえられるし……」

「まあその程度なら気にする事はないかな。しかし世の中には妙な術を使う人間もいる。君の不運もそのせいかも知れない。注意しておくに越した事はない」

「そんな非科学的な……」

　思わずそう言う健児を、真実は呆あきれたような顔で見る。

「君がそれを言うか？」

「……あ」

「あたしをこんな身体にした責任は取ってもらうわよ」

　梅花にそう言われた健児は、少しバツの悪い顔をする。

　そんな健児に、梅花は少し笑って付け加えた。

「分かってるわよね♡」

　そして梅花はウィンクを送ってみせた。
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　まだ梅つ雨ゆ入り宣言は出されていないが、そろそろ気候も鬱うつ陶とうしくなってきている。今日も朝から小こ糠ぬか雨あめが降り続き、殻から間ま高校の裏手にある実み山やまも霧雨に煙けむっていた。

「……またかよ」

　授業も終わり帰宅しようとした健けん児じは、靴箱を開けるやうんざりしたようにため息をつく。

「ははは、モテるねえ」

　笑いながら浩こう助すけが健児の肩をぽんと叩いた。

「こういうモテかたはあんまりありがたくないんだけどな」

　健児は開けた封筒の中に入っていた便びん箋せんをひらひらさせながらそう言った。

「またなの？」

　梅もい花かも健児の肩ごしにその手紙を覗のぞき込こむ。

「ああ。例によって今回も中身は同じだけど、何か書いてる紋もん様ようが違うような気が……」

「ほうほう、お呪まじないもレベルアップしたという事かしらね」

「でも私、こんなの見た事ない～～」

　梅花に倣ならって冴さえと優ゆう香かも健児の手の中の便箋を覗き込んだ。

「確かにちょっと気持ち悪いわよねえ。なんだっけ、ほらお寺やなんかにある……」

「曼まん荼だ羅ら？　言われてみれば似てるような、似てないような」

　梅花と健児がそんな事を言ったその時だ。

「おお、それか！　噂うわさの怪文書とは！」

　その声と共にゴム手袋をした手がぬっと現れるや、健児が手にしていた便箋をむんずと摑つかむ。

　ゴム手袋をした手は便箋を奪い取り、たじろぐ健児の小脇を抜け、現れた方へと戻っていく。そちらへと目をやると、そこには声の主がいた。

　トレードマークの白衣を引っかけたメガネの少女。超ちよう科か学がく的てき先せん輩ぱいこと岸きし田だ粒たま子こである。その手には何かのＴＶゲームのコントローラーを少し大きくしたような機械が握られていた。そして健児から便箋を奪い取っていったゴム手袋をした手は、パイプとケーブルでそのコントローラーに繋つながっているのだ。

　一種のマジックハンド、そして粒子の発明品の一つなのは間違いない。

「なんだ、これは。ヴォイニッチ写本のパクリか、それともファンシーな曼荼羅か？」

　所狭しと便箋に書き込まれた謎の紋様を見て粒子は首を傾かしげる。

「岸田せ……、じゃなくて。超科学的先輩は関係ないでしょ！」

　健児は慌てる。騒動やトラブルに首を突っ込んでは、それを掻かき回す事が大好きな粒子だ。謎の怪文書を知られたら、また何をしでかすか分からない。

　なんといっても怪文書自体、今のところその正体がまったく摑めないのだ。

「『猫にマタタビ、考古学者に謎の文字』の喩たとえもあるだろう。学がく究きゆうの徒とは謎に引きつけられるものなのだよ。うん」

「また訳のわからない事を……」

　呆あきれる健児に構わず粒子は再び便箋に目を落とす。

「ふむ、これは文章ではなさそうだな。文章だとすると記号の種類が少ないし、頻ひん度ども平均的だ。自然に作られた文章なら、それぞれの記号が現れる頻度はもっとばらつくはずだな」

　一いち瞥べつしただけで粒子はそこまで見抜く。

「さすがですね。私もこれは文字や文章ではないと思います」

　小柄な粒子の背後から、便箋を覗き込みそう言う者がいた。

「うわ、外国人だ！」

　背後を振り返るなり、粒子はそう声を上げる。背後から覗き込んでいたのは赤毛の少女、パティ・モーントシュタインだったのだ。

「外国人くらいで驚くなんて、超科学的先輩は江戸時代の人ですか」

「いやいや、やはり対人関係というのは第一印象が重要だろう」

　呆れる健児に粒子はそう説明してみせる。言われた健児も初めて気が付いたが粒子とパティはこれが初対面のはずだ。

「第一印象が重要だったら、なおさらそのリアクションはないんじゃないですか？」

　健児から重ねて言われても粒子は平気の平左である。

「そこは、ほれ。第一印象が最悪だったほうが、好感度は上がりやすいというものだろう」

「お噂は常々耳にしていますから、今さら第一印象でもないと思いますが」

　そんな事を言いながらパティは粒子の手から便箋をつまみ上げた。

「確かに今までのものとは違っていますね。それにこの曼荼羅のようなもの。明らかに呪じゆ術じゆつ的てきな要素を感じます」

「パティさん、何か知ってるの？」

　梅花はパティへそう尋たずねる。

「いえ、日本の呪術は専門ではありませんので」

「ほう、すると君は西洋の呪術なら詳しいのだな」

　何気なくそう指摘する粒子に、パティは一瞬、鋭い視線を送る。しかし粒子はそれに気付いているのかいないのか、いつものようにへらへらとした笑いを浮かべるだけだ。

　パティは小さく嘆たん息そくすると再び便箋へ目を落とす。

「まあちょっと興味がある程度ですけど……」

　そう言ったパティは何か気付いたようだ。便箋に書かれた紋様の上を指でなぞる。

「どうかしたんですか、パティさん」

　クラスメートではあるが、パティのもう一つの顔を知っている健児は、どうしても敬語になってしまう。

「糸……？」

「糸？」

　健児と梅花は顔を見合わせてパティの傍かたわらに歩み寄り便箋を覗き込む。

「はい。この模様に沿って、細い糸か何かが貼り付けられています」

　パティの言う通りだ。健児と梅花が目を凝こらしてみると、確かに曼荼羅を思わせる奇妙な紋様に沿って糸が貼られているのが分かる。あまりにも細い糸だった為、パティに指摘されるまで気付かなかったのだ。

「ほほう、これはまた面めん妖ような」

　小柄な粒子もつま先立ちになり便箋を覗き込む。

「やはりこれは何か呪術的な意い図とを感じるな。いや、だじゃれというわけじゃないぞ」

「気になるようでしたら、処分した方がいいかも知れませんね」

　健児に便箋を返しながら一時、真剣な表情になるとパティはそう言った。

「いや、別に気になるというわけでも……。ただの悪戯いたずらだろうし」

　そう答えながら手を伸ばした健児だが、突然、目め眩まいが襲おそいかかり受け取ったばかりの便箋を取り落としてしまった。

「あれ？」

　便箋はひらひらと宙を舞い、梅花やパティ、そして粒子の間を抜けていき、廊下の方へ漂っていく。便箋はそのまま玄関脇にある階段の所へ落ちてしまった。

　慌ててそれを追った健児だが、今度は校舎の玄関と廊下の間にある段差に足を引っかけて転んでしまった。

　リノリウムの床にべたんと倒れ込むが、幸い伸ばした手の先にちょうど便箋が落ちていた。それを手に取ると健児はぼやきながら立ち上がろうとする。

「まったく、ここんところ確かについてない……」

　その瞬間だ。突然、視界が真っ暗になる。頭の上からいきなり布でも被かぶせられたような感じだ。

　反射的に頭を上げると、実際に何か布のようなものがすっぽりと被さっているのが分かった。

　一体どうして？　健児は訝いぶかる。足下は明るいから、頭を覆おおっている布はさして大きくないはず。

　……足下？

　誰の足下だ？　目の前はすらりと伸びた白い足。上うわ履ばきの色は三年生のもの。そして再び顔を上げた健児の視界には、白地に水色の水玉模様が飛び込んできた。

　ここまでくれば言うまでもないだろう。

　白地に水色の水玉模様がプリントされた布地はなだらかな曲線を描いていたのだ。

「……え？」

　声にならぬ声をあげた瞬間、健児は側頭部を思いっきりひっぱたかれた。そして再びリノリウムの廊下に転がる。

「荒あら城きくん!?」

　聞き慣れない女性の声が響ひびいた。

　廊下に転がったまま健児は声の主を見上げた。

　えんじ色のスカートからすらりと伸びた白い足。それと対照的なコントラストを描く長く黒い髪。切れ長の目は怒りと羞しゆう恥ちがない交まぜになった複雑な感情を映し、白い頰ほおは真っ赤に染まっていた。

　ええと、誰だっけ？

　相手は同じ学校の女生徒なのは確かだ。自分の名前を呼んだようだが、健児にはすぐに相手が誰だか分からなかった。だからと言ってまったく見覚えがないわけでもない。

　混乱する頭で必死に状況をまとめてみると、どうやら健児自身は相手の顔は知っているものの直接、会話した記憶はない。

　そうだ、よく見るじゃないか。それに確か、昨日の夜も……。

　その時、別の女生徒の声が響いた。こちらは健児にとってもよく聞き覚えのある声だ。

「纐こう纈けつさん、どうしたんですか!?　ああ、荒城くん！」

　白さ弓ゆみの声だ。

　ゆっくりと上半身を起こすと、ちょうど階段の上から蘇す芳おう白弓が下りてくるところだった。

「あぁ俺は大丈夫だから、蘇芳さん。それより……、あれ？　ええっ!?」

　待てよ、纐纈？　纐纈だって!?

　それほどよくある苗みよう字じではない。この殻間高校で纐纈と言えばただ一人。

　生徒会長の纐纈絲し織おりだけだ。そして目の前で顔を真っ赤にしているその女子生徒は、確かに学校行事や朝礼でスピーチするあの生徒会長。そして一昨年の梶かじの葉は姫ひめ役としてパンフレットに載のっていたあの少女に間違いない。

　顔を真っ赤にした絲織が無言で健児を睨にらみ付つける一方で、スカートの裾すそを押さえているのを見て、健児は自分がしでかしてしまった事に気付いた。

　どうやら転んで立ち上がろうとした拍子に、たまたま階段から下りてきた絲織のスカートの中に頭を突っ込んでしまったようなのだ。

　するとあの水色の水玉模様の正体は……。

「あ、あの、ああの！　すいません、決してわざとやったわけでは……！」

　事の次第に気付き慌てて弁明する健児の背後から浩助が茶化す。

「よ！　ラッキースケベ!!」

「うるさい！」

　健児は浩助に怒鳴り返す。その横では梅花が憤ふん然ぜんとした顔つきで健児を睨み付けていた。

　何しろ相手は『糸いと偏へんの君きみ』ともあだ名される生徒会長。美人ではあるが特に男子生徒相手には、厳しく当たる事ではよく知られている。

　如何に不可抗力とはいえ、これでは何を言われるか分かったものではない。

　しかし絲織の反応は思わぬものだった。

　無言でスカートの裾を直すと、階段から下りてきた白弓の方へ頭を巡めぐらせる。

「なんでもないわよ、白弓」

　絲織は何事もなかったかのようにそう言う。

「よそ見をしていた私も悪いのよ、気にする事はないわ」

　白弓の方を向いたままだから、絲織が誰に声を掛けたのか分からなかったが、言葉の内容からすると、どうやら健児に向かって言ったようだ。

　これは相当怒ってるな……。

　健児はため息をつきながら立ち上がり、そして頭を下げた。

「あの、纐纈先輩。すいません。これはその、ちょっとした間違いというか、偶然というか……」

　しかし健児が謝あやまっても絲織は目を合わせようとはしない。

「それじゃ、私は先に帰るから。白弓も今日は生徒会の手伝いはいいわよ」

　白弓の方へ身体を向けてそう言った。

「あ、はい」

　一方、白弓は何があったのかまだ把握していないようだ。きょとんとした顔で健児と絲織を交互に見ている。

　やばい、まだ怒ってるみたいだ。

「あ、あの！　纐纈先輩!!」

　慌てて前に回り込もうとした健児を、絲織はするっと避よけて行ってしまう。しかしすれ違いざま、絲織は何かに目を留めたように一時、足を止めた。その視線の先は健児の手。そしてそこに握られた便箋。

「あ、あの実はこれが飛ばされちゃって。それを拾おうと思ったら……」

　絲織の視線に気付いた健児は慌ててそう弁明する。しかし絲織はそれに構わずまた歩き出す。

「だから私も悪かったと言ってるでしょう。これ以上、私に恥を掻かせないで」

　絹糸のような黒髪を掻き上げると、絲織は玄関の方へ向かって行ってしまった。

　靴箱へ向かう途中、絲織は梅花に気付いて足を止める。

「一年の玖く鈴りん梅花さんね？」

「え、はい」

　反射的に梅花は肯うなずく。梅花も絲織とは初対面だが、学園内ではそれなりに有名人だ。ましてや金髪碧へき眼がんの美少女。絲織が顔と名前を知っていてもおかしくはない。

「あなたが今年の梶の葉姫役なんでしょう？」

　今日のホームルームで、今年の梶の葉姫役は梅花に決まっていた。結局、白弓は当日、舞まいを奉ほう納のうする為、どうしても時間の都合が付かなかったのである。

「あ、え～～と……」

　絲織の質問に一時、梅花は困ったように視線を泳がせ、そして健児へと目を向ける。目が合った途端、健児は慌てた。

　梅花の面から表情が消えかけているのだ。

　どうやら絲織の問いが『普段通りの梅花』では対応できない事例に相当したらしい。横にいたパティもそれには気付いたようだ。すぐに助け船を出す。

「ええ、蘇芳さんが都合が悪いそうなので、玖鈴さんがやる事になりました」

　しかしパティが答えただけでは絲織は満足しないらしい。数歩、梅花の方へ歩み寄ると重ねて尋ねた。

「そう、あなたが今年の梶の葉姫役に決まったのね」

　まずい！　健児はポケットに入れておいたあのハンドベルクリンゲルを取り出す。音が出ないように振り子クラツパーを止めておいた綿を抜いた。

　健児のその行動に気付いたパティは、制服のポケットに手を入れる。その途端、軽やかなメロディーがパティのポケットから流れてきた。

「あら、あなた。海外からの転校生ね。話は聞いているわ。でも携帯電話の校内での使用は校則違反よ」

「あ、はい。すいません。でも転校してきたばかりで、まだ肉親が日本に来てないんですよ。時差の関係もあって、連絡がうまく付かないもので……」

　パティが絲織の注意を引き付けるために自分で携帯の着メロを鳴らしたのは確かだ。わざと勿もつ体たいを付けてポケットから携帯を取り出すと着メロを止める。

「あとでまた連絡付けます」

「申し訳ないけど、そうしてくれるとありがたいわ。規則だから守って貰もらわないと。それにしてもあなた、日本語お上手ね」

「ええ、両親とも日系ですので」

　パティと絲織がそんな他た愛あいのない会話をしている間に、健児は気付かれぬようにハンドベルを鳴らす。普通の会話程度の音量に紛まぎれても、梅花がハンドベルの音を聞き分けられる事はすでに確認してある。

「Was werde……」

　いつものように抑よく揚ようのない声で梅花がそう言うが、健児はその途中でできるだけさりげない風を装よそおい声を掛けた。

「梅花、梶の葉姫役をやるんだよな。纐纈会長にそう教えてやれば？」

「Gern」

　聞き慣れない単語に絲織が訝しげな顔をするが、それに構わず梅花は無表情のまま言った。

「はい。あたしが梶の葉姫役をやる事になりました」

　梅花の態度に絲織は首を傾げるが、すぐに健児とパティがフォローを入れた。

「そんなにつっけんどんな言い方しなくてもいいじゃないか。まあ嫌がっていたのは分かるけどさ」

「玖鈴さんも蘇芳さんに申し訳ないと思ってるのでしょう」

「……はい？」

　ハッとして梅花が我に返る。絲織の背後から健児が目め配くばせしているのを見て、どうやら自分が命令受付状態になっていたのを察さつしたらしい。

「ええと、その……。あ、はい。あたしが梶の葉姫役やる事になってしまったんで……」

　誤ご魔ま化かして笑う梅花に首を傾げて絲織は言った。

「それは今も聞いたわ。まぁいいでしょう。梶の葉姫は織おり姫ひめの別名ですけど、もともとの伝承では、黄金こがねの髪を持つ少女という話でしたから。玖鈴さんの方が合っているかも知れません」

「そ、それはどうもありがとうございます……」

　絲織の真意が摑めず、梅花は適当に話を合わせて肯いておいた。

「去年はめちゃくちゃになっちゃったけど……」

　そう言って絲織は、梅花やパティ、冴の後ろにいる粒子を睨み付ける。どうやら絲織は去年の闖ちん入にゆう者しやが粒子と察しているらしい。もっとも粒子も絲織に睨み付けられた事くらいでびびる玉でもない。相変わらずへらへら笑いながら平然として絲織を見返している。

　そんな粒子に嘆息してから絲織は改めて話を続けた。

「何か分からない事があったら、何でも聞いてちょうだい。私で良ければ相談に乗るわ」

「え、はい。よろしくお願いします」

　梅花にとっては思わぬ申し出だったようだ。反射的にぺこんと頭を下げてしまう。

　それで満足したのか、絲織はそのまま靴箱に向かいかける。しかしその途中、何かを思い出したように健児の方へ振り返った。

「あ、それとその……。あ、荒城くん」

　少し言い淀よどみ、絲織は一度は健児の方へ向けかけた視線をまた逸そらす。

　まだ怒ってるのかな。そう思った健児は何か言われる前に謝ろうとした。

「御ご免めんなさい、纐纈先輩。言い訳するつもりじゃないんですが、決して故意だったわけでは……」

「だから、その……。違うの」

　健児から視線を逸らせたまま、絲織は肩ごしに言った。

「ええと、だから……。私の事は絲織……。じゃなくて先輩って呼ばなくてもいいわ」

「は……？」

　なんでそんな事を言われるのか。健児は絲織の意図が分からずにぽかんとした顔をする。

「先輩という呼ばれ方は堅苦しくて嫌いなの」

　ああ、そういう事か。合が点てんがいった健児は答えた。

「じゃあ生徒会長！」

　しかしそう言う健児を、絲織は肩ごしに一瞥をくれただけで、そのまますたすたと自分の靴箱の方へ向かって行ってしまった。

「ありゃ、怒らせちゃったかな？」

「気にしない、気にしない」

　絲織の反応に首を傾げる健児だが、歩み寄ってきた浩助はそれに構わず馴なれ馴なれしく肩を組む。

「……で、何色だった？」

「は？」

　唐とう突とつな浩助の問いに健児は当とう惑わくする。

「だから！　何色だったのか聞いているんだよ！　間違いなく殻間高校男子の、校内知りたい事ベスト５に入るであろう、あの纐纈会長の乙女の秘密だ!!」

「あ～～……」

　言われた健児は視線を宙に泳がせる。近くには梅花や白弓もいる。他にも冴や粒子もいるが、まぁこれらはあまり気にならない。一時、目撃情報を口にしたものかどうか迷う健児だが、浩助はその首根っこを摑んでさらに鋭く詰きつ問もんする。

「あ～～、じゃねえだろう。このラッキースケベ！　お前だけが男のロマンを独り占めにするのは許さねえからな!!」

「分かった、分かった！　だからそう興奮するなよ！」

　浩助をなだめてから健児は答えた。

「水色の水玉」

　その答えに一時、浩助は硬直する。

「……はい？」

　ややあってからようやくそう言った浩助だが、その顔には疑問の色がありありと浮かんでいた。

「だから水色の水玉模様だって」

「んなわけねえだろう。健児。いい加減な事を言うな！」

　何やら妙に真剣になって怒り始める浩助だ。

「あの纐纈会長が水色の水玉だって!?　あり得ねえ、絶対にあり得ねえ!!　キャラ的には黒のレースとか、紫のすけすけとか、そういうアダルティな感じだろうよ、おい!!」

「いや、おいって言われても……」

「そうそう、夢見過ぎなのよ。男子！」

　やにわに口を挟んでくるのは冴である。

「あ～ゆ～タイプに限って、意外と白やベージュのババパンとか穿はいてるもんなのよ」

「一体なんの話をしてるのよ！」

　ようやく会話の趣旨が理解できたようである。梅花が憤然として声を上げた。しかし浩助も冴もさして気にする様子はない。

「何の話というと、パンツの話かな？」

　浩助に言われて冴も肯く。

「あとパンツとかパンツとか、それからパンツとか」

「パン……」

　横では白弓が顔を真っ赤にしてうつむいてしまっていた。

「なんだ。パンツの柄がらくらい、体育の授業があった日に、生徒会長のクラスメートに聞けばいいだろう」

　粒子はそんな身も蓋ふたもない事を言う。

「ちちち、駄目なんですよ。超科学的先輩。こういうのは本人の知らぬ間に確認するのが醍だい醐ご味みなんです。ねえ、今日はピンクの梅花ちゃん♡」

　やにわに冴に指摘され、梅花は真っ赤な顔になってスカートの裾を押さえる。

「い、いつ見たのよ！　今日は体育もないし……」













「だってあんたのパンツ、約九割がピンクかピンク系統の柄ものじゃないの。外はずれるわけないじゃないの」

「おお、玖鈴ちゃんはピンクが好きか！　何を隠そう、私の今日のパンツは、あの[image: ]の数式がプリントされた、相対性理論パンツだ！」

　妙に偉そうにそう言う粒子は、健児に水を向ける。

「見るか、健ちゃん？」

「い、いえ……」

　慌てて頭を振った健児の視界に、真っ赤な顔の白弓が飛び込んできた。どうやら浩助や冴、そして粒子のパンツ談義に引き気味の様子だ。

　いかん、ここは話の流れを変えないと……！

　そう考える健児は、さっきの絲織と白弓の会話で引っかかる点があった事を思い出した。

「あ、あのさ。蘇芳さん……」

　出し抜けに健児から声を掛けられた白弓は真っ赤な顔のまま跳とび上がる。

「は、はい！　あの、パンツの色ですか!?　今日は水い……」

　反射的にそう答えかけてしまう。

「健児！」

　勘違いした梅花が怒鳴りつけるが、健児は慌てて弁明した。

「いや、だからその話からは離れよう。ちょっと気になったんだけど、さっき纐纈会長、蘇芳さんの事を名前で呼んでいたよね？」

「あ～～、そういえばそうね」

　健児の問いに梅花も肯いた。

「蘇芳さん、前から纐纈さんに頼まれて生徒会の仕事を手伝っていたわねえ。なに、親しん戚せき？」

　冴から尋ねられ白弓は少しほっとしたように答える。

「親戚というわけではないんですけど、家ぐるみのお付き合いをさせていただいてます。私の家、昔は神職だったんですが、何かそれを手伝う仕事をしていたようです」

「おお、そう言えばしおりんの家も代々続く名家だと親父殿から聞いた事があるな」

　絲織に馴れ馴れしいあだ名を付ける粒子に、白弓は少し笑みを浮かべながらも続けた。

「ええ、なんか何百年も続いているらしいです。お家にある土蔵には骨こつ董とう品ひんや古文書が一杯ですから」

「ふ～～ん、正真正銘のお嬢さまか。俺たちとは住む世界が違うんだよなあ」

　浩助が深くため息をついてそうぼやいた。

「ん～～。まぁそうなんだろうけど」

　梅花は小首を傾げて絲織が出て行った校舎の玄関へと目をやる。

「なぁんか、引っかかるのよねえ。纐纈さんのあの反応……」

　実のところ、健児もそれは感じていた。絲織は何かを隠しているような気がする。だがそれが何なのかはまったく見当が付かない。

「ま、私らみたいな騒がしい連中とは付き合いたくないんでしょ」

　冴がそう言うが、白弓は頭を振る。

「そんな事はないと思いますけど。絲織さんは、ああ見えても意外と楽しい人なんですよ」

　白弓は笑いながらそう言うが、健児たちは顔を見合わせるだけ。

「楽しい人か……」

　何か隠しているとすれば、それなのだろうか。そうだとしても、なぜ隠しているのか。健児には皆かい目もく見当が付かなかった。




「会長、お先に！」

「また明日、纐纈さん」

　自転車に乗ったクラスメートが絲織の横を通り過ぎ挨あい拶さつしていく。それに気付いた他の生徒が、道路の先から振り返り声を掛けてきた。

「さようなら、また明日ね」

　絲織も挨拶を返す。

　降り続いていた小糠雨もいつの間にか上がっていた。

　殻間高校の校門は表通りから少し入った所にある。絲織は校門と表通りを繋ぐ小道を抜けた所。表通りに出ると人影が途切れた。

　周りを見回し誰もいない事に気付くと、絲織は慌てて近くにある電柱に寄りかかる。

　ふうと一つ大きな息をつく。それと同時にまた顔が熱くなるのを感じていた。

　ど、ど、ど、ど、どうしよう!!

「どうしよう、どうしよう、どうしよう～～ッ!!」

　いつの間にか声になってしまう。

　もう電柱に寄りかかる事もできない。絲織は真っ赤になった頰を押さえて、そのまま電柱の根本に座り込んでしまった。

「あ、あ、荒城くんに見られちゃった……。見られちゃった……！　今日は体育がないんで可か愛わいいの穿いてきたから、子供っぽいと思われたかも……。でもでも……」

「……おい」

　誰かが声を掛けてくるが、絲織の耳には届かない。

「そうよね、これはきっと効き目があったんだわ。だって彼、あれを持っていたし。よぉ～～し、これなら……」

「おい、大丈夫か？　三年生の纐纈さんだろう」

「みゃ!?」

　さすがに名前を呼ばれると無意識に身体が反応する。絲織はすっ頓とん狂きような声を上げて跳び上がった。

　目の前にいるのは中型バイクにまたがった若い女性。ヘルメットを取ると、見覚えのある顔が出てくる。

　殻間高校の養よう護ご教諭、楸ひさぎ真ま実さねだ。一つ深呼吸をして絲織は立ち上がった。

「あら、どうかなさいましたか。楸先生」

　がらりと雰ふん囲い気きが変わる絲織に、さすがの真実も呆あつ気けにとられた。

「……いや、うちの学校の生徒が電柱の脇でしゃがみ込んでいれば気にもなるだろう」

「ご心配なく」

　絲織は黒髪を掻き上げて言った。

「ちょっと落とし物をしただけです。もう見つかりましたし、問題はありません」

「……あぁ、そう」

　帰路を急ごうと背を向ける絲織に、真実はげんなりしたようにそう答えた。そしてヘルメットを被り直そうとした真実だが、何かを思い出して手を止め、絲織に再び声を掛ける。

「纐纈さん。あなたの家って、旧直なお備び町にあるお屋敷だよね。あの庭に大きな土蔵がある家」

「お屋敷という程ではありませんが、確かに家は昔の直備町ですし、庭には土蔵があります。それが何か？」

　怪け訝げんな顔の絲織だが、真実はその答えに満足したようだ。ヘルメットを被りながら答えた。

「いや、私は殻間市の郷土史研究委員会の委員をやっていてね。あなたの家がかなり古いと聞いてちょっと興味があったんだよ」

「はぁ……。でもそういうお話なら、父の方に取り次ぎますけど？」

「ありがとう。いずれお願いするかも知れない。それじゃあな、気を付けて帰れよ」

　真実はそう言うと絲織の返答を待たずにバイクを走らせた。

「なるほど……。あの纐纈一族か。これは一応、目を付けておいた方がいいな」

　ヘルメットの下で真実はそうつぶやいた。

　真実が殻間市郷土史研究委員会の委員というのは噓ではない。しかしそれは他の市町村にもある同様の組織とは、いささか趣おもむきを異にする集団なのだ。




『君があの家の娘かね』

　その年の夏。家の近くで遊んでいた彼女にそう声を掛けてきたのは一人の雲うん水すいであった。もっともその頃、彼女はまだ小学生。まだ雲水などという言葉は知らない。しかしその服装からお坊さんという事だけは分かった。

　彼女は慎重に肯いた。周囲には誰もいない。一緒に遊んでいた一つ上の姉が、自宅にジュースを取りに行ったのと入れ違いにその雲水が現れたのだ。

　笠を上げて雲水は笑う。自分の父と同じくらいの年頃だろうか。静かな笑みからして悪い人間ではないと察する事ができる。

　しかし雲水のその笑みも一瞬の事。すぐさま厳しい表情になると雲水は言った。

『君の家はすでに神職を辞めてしまって久しい。実山の事も聞いておるまい。どうだ？』

　実山……？　町の外れにある小山の名前とは知っている。しかしわざわざ山の名前を確認する為だけに声を掛けたわけでもあるまい。彼女は何も答えず雲水を見つめるだけだった。

　その反応から彼女が何も知らないと察したのだろう。雲水は言った。

『君は……、蘇芳神社の長女は百数十年に一度、実山の嫁となり、そして実山を守るさだめにあるのだ。その期日は近づいてきている』

　突然、そう言われてもその時の彼女にはちんぷんかんぷんだった。分かった事はただ一つ。

　このお坊さんはある事を勘違いしている。

　それだけだ。

『その時が来たら、また会おう。蘇芳白弓殿』

　雲水はそう言うと袈裟を翻ひるがえして去っていった。自宅から誰かが出てくる気け配はいを察したのだろう。

『白さ矢やちゃん、どうしたの？』

　両手に缶ジュースを抱えてそう声を掛けてきたのは彼女の一つ上の姉、蘇芳白弓。

『ううん、何でもない。実山はどっちだって聞かれただけ』

　蘇芳白矢は反射的にそう答えてしまった。

　あのお坊さんは自分の事をお姉ちゃんと間違えたんだ。

　小学生の白矢にもそれは分かった。だからこそ雲水の言葉を姉である白弓に隠しておかなければならない。

　子供心にそう考えたのだ。

　そしてそれは今も同じだ。だからこそ、あの雲水が再び自分たち姉妹の前に姿を現す前に、あの言葉の意味を摑んでおかなければならない。

　しかし蘇芳家は明治の初めに神しん職しよくを辞じしてしまっている。今でも折々の行事の際には、白弓と白矢が舞を奉納する事があるものの、それは所しよ詮せん、形だけのまねごとに過ぎない。

　自宅には蘇芳神社にまつわる資料は何もない。神職を辞めた時に処分してしまったのだが、その一部は蘇芳家と交流の深いある一族に預けてある。

　蘇芳家が光ならば、その一族は影。お互い協力して、ある目的のために行動してきたのだが、二一世紀初頭の現在はもとより、幕末の頃にはすでにその使命も忘れられて久しかった。だがその資料だけは、蘇芳家のものと一緒にきちんと保管されていたのだ。




「姉ちゃん。お～～い、絲織姉ちゃん。まだ帰ってきてないのかな」

　そんな事をぼやきながら蘇芳白矢はかび臭い土蔵から出てきた。実の姉である白弓の事は姉貴と呼ぶ白矢だが、家同士の付き合いもあり子供の頃から一緒に遊ぶ事も多かった絲織の事は姉ちゃんと呼んでいる。

　その時だ。表門の方から絲織が小走りに駆け込んできた。それに気付いた白矢は、手にした和わ綴とじの本数冊をかざしながら声をかけた。

「あ、絲織姉ちゃん。この本、貸してよ。まぁこれは、もともとうちのご先祖のものだけど……」

　そこまで言いかけた白矢は、絲織の様子がおかしい事に気付いた。

　何やら無駄に上機嫌なのだ。顔がほころびそうなのを懸けん命めいに堪こらえているのが分かる。

「あら、白矢。来ていたの？」

　声も妙にテンションが高い。蘇芳姉妹の前では、子供の頃と同様、屈くつ託たくのない笑みを見せる事もある絲織だが、このハイテンションには白矢も少したじろがざるを得ない。

「う、うん。また本貸して貰いに来ていたんだけど……」

　家ぐるみの付き合いという事もあり、纐纈家の人たちも白矢が土蔵に入り込む事については何一つ文句を言わない。それに土蔵にある古文書や骨董品の大半は、もともと蘇芳家のものだったのだ。それでも借りる時には白矢は、一応、絲織か他の纐纈家の人間に声を掛ける事にしていた。白矢が本を借りていく目的はただ一つ。あの雲水が言った事の真相を確かめるためだ。

「うふふ、いいわよ。どうせ、それ白矢のご先祖の本なんでしょ」

「うん、まぁ……。なんかいい事あったの、姉ちゃん？」

　そう尋ねる白矢がたじろぎ気味なのにも気付かず、絲織は上機嫌のままに答えた。

「うん♡　ようやくお呪いの成果が出たみたいなのよ。ちょっと予想外というか、意外な展開だったけど。ちゃんとお話はできたし、きっと彼の方も私の事を意識してくれると思うわ」

「……あぁ、そう」

　白けた様子で白矢は答える。

　恋だの愛だのという感情は、まだ白矢にはピンと来ない。それだけに絲織や、やはり好きな異性ができた姉の白弓の様子は、白矢にはまったく理解の範はん疇ちゆうを越えた、不思議な現象のように見えていた。

「よし、これであの本のお呪いに効果がある事が分かったわ。別のお呪いも試してみないと」

　絲織の言うあの本とは、この前、土蔵の奥から引っ張り出してきた本。それはもともと纐纈家の持ち物だったらしく、土蔵の奥にしまい込んであった割わりには、比較的最近、おそらくは大正から昭和初期に書かれたもののようだった。専門家ではない絲織にも何とか読み取れる仮名遣いで書いてあったのだ。

「姉ちゃんもお呪い好きだねえ」

　ほとほと呆れかえったように白矢は言った。白矢くらいしか知らないのだが、絲織はかなりのお呪い好きなのである。

　纐纈家がもともと所有していた古文書や本にはお呪い、要するに呪術関係のものが多く、子供の頃からそれを見る機会が多かった絲織は、自然と興味を持ち始めたようなのだ。

「だけど姉ちゃんの好きな人って年下なんでしょ？　ちゃんと告こくれば付き合ってくれるんじゃないの？」

　白矢がそう言った瞬間、絲織は真っ赤に頰を染める。

「だ、だってそんな……。恥ずかしいじゃないの！」

　その反応に白矢は嘆息する。

　まったく恋って病気は手に負えない。

「それに彼には、金髪の幼なじみがいるのよ。ほら、実山の裏にある喫茶店の娘。別に付き合ってるわけじゃないって言うけど、下手に告白して逆に幼なじみを意識されたら、ショックだもの」

　え……？

　今まで白矢は絲織の思い人が年下という話しか知らなかった。実山の裏にある喫茶店の看板娘が幼なじみという話は初耳だったのだ。

「ちょ、え……？」

　白弓自身は決してあの人の事が好きだとは口にしていない。しかし話をする時の様子から、姉がその彼に恋してるのは明々白々。

　そして白弓の思い人も、実山の裏にある喫茶店の娘が幼なじみなのである。

　……という事は。

　白矢の面おもてからさぁっと血の気が引いていく。そんな白矢に気付かぬまま、絲織は上機嫌で母おも屋やの方へと向かっていった。

「さぁ、新しいお呪いで荒城くんのハートをゲットよ♡」

　そんな絲織の背中を見ながら白矢はつぶやいた。

「やっべ～～……」
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「いいか、弾だん指し。初回限定特装版だぞ。初回限定特装版！　ただの初回限定版ではないからな。初回限定版ではフィギュアは一体だけ、そして抱き枕カバーも付かぬのだ！　ゆめゆめ間違えるではないぞ！」

「分かっております、父上」

　辟へき易えきしながらも弾指は答え、そして室内を見回してから付け加えた。

「しかしこの部屋は何とかなりませぬか。私はともかく、算さん念ねんたちが気にしているようですぞ」

　弾指が言うのも無理はない。部屋の壁はもちろん天井に至るまで、アニメやゲームの美少女キャラクターのポスターで埋め尽くされている。サイドテーブルには美少女フィギュア。そして今も携帯ＤＶＤプレーヤーからは、人気声優が演じる美少女キャラの甘ったるい声が聞こえてくる。

「良いではないか。入院中なのだ。これくらいしか楽しみがない」

　そんな父の言葉に弾指は呆あきれる。

「何を言っておられますか。家でも大して変わりないではありませんか」

「医者からはリラックスしてストレスを溜ためるなと言われておる。わしが一番、リラックスできるのがこの環境なのだ。わはははは」

　そう言って刹せつ那なは笑った。自分で言う通り、刹那はいま心臓を悪くして入院中なのだ。命に関わるような病状ではないとはいえ、担当の医師からしばらく入院、治療をするよう勧められこの個人病室に入っている。

　それだけではない。

　弾指の父である髪かみ長なが刹那は、僧侶であると同時に筋金入りのアニメファン、ゲームファン。否いな、美少女キャラクターファンだったのだ。自宅から持ち込んだものや、新たに購入した美少女キャラグッズで、刹那の病室はすっかり埋め尽くされてしまっている。

　医師や看護師、そして他の入院患者の間では『アニオタのお坊さん』という濃いキャラ付けですっかり有名になってしまっていたのだ。

　父の影響もあり、弾指もアニメやゲームは嫌いではない。嫌いではないが、さすがに病室を埋め尽くす程に入れ込んでいる父にはついて行けないところがある。

「しかし私が東京に出るついでがあるとはいえ、いつものように通販で買えば良いではありませんか」

「残念ながら申し込みが遅れてな。今からでは確実に初回限定特装版が入手できるとは限らん。ならば秋あき葉は原ばらの店頭で購入する方が確実。発売日直後にお前が東京に行くのも、御み仏ほとけの導きに違いあるまいて」

「さすがの御仏も抱き枕カバーにまで留意してくれるとは思いませぬが……」

「ふははは、若いな。弾指よ！　御仏は何もかもお見通しだ。必ずやお前を導いてくれよう」

　ベッドから上半身を起こした刹那は、そう言って笑うと真剣な顔付きになった。

「さて、御仏は何もかもお見通しかも知れぬが、我らは所しよ詮せん人間。何もかも見通せるわけでもない。それゆえにお前にやって貰もらわねばならぬ事がある」

「分かっておりまする。父上」

　弾指も真ま面じ目めな顔になり肯うなずき続けた。

「蘇す芳おう神社の娘。その監視ですな」

「そうだ。蘇芳家は明治期に神しん職しよくを辞じしてしまっている。恐らくは実み山やまへの嫁入りの伝承など知らぬに違いない」

「しかし父上、その娘の写真などはないのですか？　監視すると言っても、その相手を探すところから始めるのでは手間がかかりすぎます」

　そう心配する弾指に刹那は事もなげに答えた。

「なに、蘇芳家の娘と聞けば、すぐに分かるであろう」

「父上はそうやって、蘇芳家の長女と次女を間違えたわけですな」

「わははは、あれは確かに失態であった！　蘇芳家の娘に妹がいたとはな！」

　弾指の嫌み混じりの指摘にも、刹那は呵か々か大たい笑しようするばかりだ。そんな父の様子に弾指は天井を見上げて嘆たん息そくする。そこではメイド姿の美少女キャラがポスターの中で微笑ほほえんでいた。弾指は気を取り直し、視線を戻して父に尋たずねる。

「私が監視するのは、あくまで長女のみという事で宜よろしいですな？」

「うむ。妹や家族は構わぬ。当面は監視するだけで良い。何か問題があったら、すぐに連絡をするように。対応はこちらで判断する」

　肯きながら側の椅い子すに掛けてあった笠に手を伸ばす弾指に刹那は付け加えて言った。「くれぐれも理事会や四し方ほう家けとは事を構えぬようにな。お互い関係修復の機会を探っておる。もっとも時が来れば、好むと好まざるとに関わらず、再び協力せねばならぬだろうがな」

「重々、承知いたしました。それでは……」

「あぁ、待て。弾指」

　合がつ掌しようして一礼する弾指に向かって、刹那は思い出したように声を掛ける。

「お前、これは何とかならぬか？」

　そう言いながら刹那は自分の頭を指さす。言うまでもないが、髪長刹那は僧侶。頭は丸坊主だ。

　一方、息子の弾指は肩ほどまでに伸びたストレートの長髪。雲うん水すい姿でなければ、モデルでも通りそうなルックスである。

　父にその事を指摘された途端、弾指はうろたえた。

「いや、こればかりは如い何かに父上といえども譲ゆずるわけには参りませぬ！」

　しかし刹那もそう言われてすぐに引き下がるわけにもいかない。

「だがそれでは他の弟子たちへの示しが付かん。お前もいずれは我が髪長宗を継ぐ身。いつまでもそうしているわけにいくまい」

「ですから、普段はこうして……。お、いかん。そろそろ電車の時間です。それでは父上、行って参ります！」

　わざとらしく携帯を取り出し、時間を確認した弾指は、そそくさと一礼すると父の病室から出て行った。

「ええい！　待たんか、弾指！　剃てい髪はつは我が宗の決まりであるぞ!!」

　背後で刹那が声を荒げるが、弾指は振り返りもせず病室を後にした。




　そんな事があったのが数日前。その後、髪長弾指は同門の僧、算念と与よ念ねんと共に、この殻から間ま市へとやってきた。その途中、秋葉原に立ち寄り宿泊。父刹那から頼まれた美少女アニメのブルーレイディスク初回限定特装版を購入していたというわけである。

「ふむ、意外と駅前は開けているな」

　笠を上げ周囲を見回してから弾指はそうつぶやいた。弾指の言う通り駅前にはショッピングモールやファストフード店が建ち並び、テーマパークの看板も見てとれる。

「実山はここより徒歩で二〇分ほどだそうです。しかしすでに蘇芳神社は無く、蘇芳家も他の場所に移ってしまっているとか」

「まずは蘇芳家を探す事が先決ですな」

　同行している二人の雲水、算念と与念がそう言った。

「うむ。では父上がおっしゃった通り、まずは蘇芳家の場所を尋ねてみるか」

　雲水一人でも珍しいのにそれが三人も、夕方の帰宅ラッシュの駅前に立っていれば自おのずと注目を集める。周囲にはいつの間にか人ひと垣がきができていたが、弾指はそれに構わずすたすたと歩き始める。

　これだけ人目を集めながらまったく意に介さないとは何たる胆たん力りよく！

　算念と余念が感心したのも束の間だった。弾指は笠を取り、目の前にいた制服姿の女子高生数人へにこやかな笑みと共に話しかけた。

「そこの女性。ちと尋ねたい事があるのだが、拙せつ僧そうと一緒に茶などどうかな？」

　雲水の姿に最初は引き気味だった女子高生たちも、笠の下から現れたロン毛のイケメンに思わず色めき立つ。

「うわ、なんかかっこいい！」

「ひょっとしてＴＶのロケとかですか!?」

　やはりロン毛のイケメンと雲水というトリッキーな組み合わせから発想するのはそんなところらしい。そしてそれに対する弾指の対応もまたなれたものである。

「ははは、見ての通り拙僧は修行の身。単なる雲水に……」

「弾指殿！　弾指殿!!」

　算念と余念は慌てて弾指を女子高生たちから引き離す。

「何をやっておられるのですか！　いまは女によ性しように構いかけている場合ではありませんぞ！」

　交番にでも行くのかと思っていた算念はそう注意する。

「何をやっておるのかと言われても、見ての通り、蘇芳家の場所を聞こうと思ったのだ。蘇芳家の長女は今、高校生と聞く。ならば同じ高校生に聞いた方が早いのは道理！」

「ならば別に一緒に茶など飲む必要もありますまい！」

「ただで聞かせて貰うのも悪いと思ってな。礼に茶ぐらい構わぬだろう」

「どう見ても一緒に茶を飲む事の方が目的とか思えませんでしたぞ！」

「何を言う！」

　弾指は算念と与念を一いつ喝かつする。

「どちらも目的だ！」

　力強く弾指はそう宣言したのであった。




「すると、パティ・モーントシュタインの転校を認めたのはやはり理事長自身。そう考えて宜よろしいんですね？」

　そう念を押す真ま実さねに、スーツ姿の中年男性は肯く。

「そうですな。私も含めて他の理事は関与してない。それは確認した。もっとも『教きよう団だん』が理事長とどんなパイプがあったのかは分かりませんがね」

「結局はまた理事長の悪戯いたずらというわけですか……」

　真実はそう言って嘆息するが、それはこの部屋にいる他の人間も同じ。誰もがやれやと言いたげな顔を見合わせていた。

　ここは殻間市市役所の中にある会議室の一つ。会議室のホワイトボードには『殻間市郷土史研究委員会臨時報告会』と書かれており、同じ文面のプレートがドアにも掛かっているはずだ。今日は緊急の報告会という事で、真実も交まじえて夕刻から委員会が開かれていた。

　確かにこの会議室にいる面々は殻間市郷土史研究委員会の肩書きを持っている。そしてさらに何人かは殻間高校の理事も務つとめているのだ。

　彼らの本当の役目は殻間市一帯に残る伝承や史跡の管理と監視。『殻間市郷土史研究委員会』とはその隠かくれ蓑みのなのだ。普通に活動している他の委員たちはその実態を知らない。

「いずれにせよ、神か室むろ実み理事長には困ったものですね」

　品の良さそうな老婦人がため息をつく。その老婦人に向かって真実は尋ねた。

「乾いぬい先生、最後に理事長にお会いしたのはいつになられますか？」

　老婦人はかつて殻間高校で教きよう鞭べんを執とっていた事がある。真実の大先輩に当たるわけだ。

「そうですねえ、直接お会いしたのは二〇年ほど前。それもカーテン越しでしたから。電話では一年に一度くらいは話してますが、最近はもっぱら電子メールでの連絡が主おもですから」

「それならまだいい。電話はともかく、私が最後に会ったのは大阪万博の頃だ。下の娘が生まれる前だよ」

　乾の言葉に壮そう年ねんの男性が苦笑した。

「ふむ……」

　一つ首を傾かしげてから真実は率直にその疑問を口にした。

「ぶっちゃけた話……。皆さん、今でも理事長がご存命と思いますか？」

　予想されていた質問だ。真実以外の委員は苦笑いのまま顔を見合わせる。

　委員はみな真実よりも年上。真実の次に若い委員でも四〇歳代だろう。そして何よりも他の委員はみな殻間市周辺の出身。真実も京都四方家の後ろ盾がなければ、この集まりに加わる事はできなかったはずだ。

「メールの文面は、昔の手紙と変わりませんわ。年賀状も来ますが、少なくとも私には筆跡が変わったようには思えません。ですが電話でのお話となると……」

　乾の言葉に壮年の男性も肯いた。

「ええ、去年の秋に私も電話で話しましたが、お声は昔とは変わらない。若々しくていらっしゃる」

　真実はしばし黙もつ考こうしてから口を開く。

「娘さんかお孫さんが職しよく務むを代行されてるという可能性は否定できませんか」

「まぁ、理事長も高齢でいらっしゃいますから……」

　乾は後の言葉を濁にごすが、真実のその後に胸中で付け加える。

　生きていればね……。

　真実は殻間高校の入学案内や公式サイトに掲載されていた理事長、神室実紫し磨まの姿を思い起こす。そこに掲載されているのは古めかしい白黒の写真。

　どう見ても数十年は昔のものだ。古株の理事や委員たちの記憶が正しければ、その写真は殻間高校の創設当初から、ずっと使われているという。

　戸こ籍せきでは神室実紫磨はすでに九〇歳を越えているはず。逆算すると写真が撮られた当時は三〇歳くらいと推測できる。しかし粒りゆう子しの粗い古い写真に写る神室実紫磨はそれよりもかなり若い。否、幼いと言っても良い。頭ず巾きんのようなもので頭を隠したその姿は、十代の少女と言っても通るほどだ。

　もっとも三十代だろうが十代だろうが、二一世紀となった今ではさして変わりはない。その年齢で新たに電子メールの操作を覚えるのも大変だろうし、電話の声が若々しいというのもあり得ない。

　娘や孫がその職務を代行していると考えても不自然はない。

　しかし楸ひさぎ真実は何か引っかかるものを覚えていたのだ。

「まぁこの場でこれ以上、理事長の事を詮せん索さくしても仕方ないでしょう」

　殻間高校の理事も務める委員の一人がそう言った。

「楸先生の心配ももっともです。理事長から連絡があった場合、重ねて注意しておきましょう」

　その言葉に乾は付け加える。

「それと、クリューガー先生のお孫さんのお話もね。今のところ理事長は、魄はく型がたについては興味をお持ちではないようですけど、それはそれで不自然ですから」

　委員たちには真実の方から、梅もい花かの置かれている状況を話してある。パティの転校を認めたという事は、理事長である神室実紫磨もこの一件は把握しているはずだ。

　殻間高校理事長という事は、殻間市一帯に存在する伝承や史跡の管理を目的とするこの委員会にも属しており、真実からの報告も耳にしているはず。それにも拘かかわらずキ術じゆつが使用され、魄型が生み出された事に、何らリアクションを起こしていないのは確かにおかしな話である。

　しかし真実は神室実理事長とは面めん識しきがなく、電話やメールを受け取った事もない。理事長の件についてはしばらく他の委員に任せておく以外ないようだ。

「分かりました。そのようにお願いします。……あ、それと他にちょっとお尋ねしたい事が……」

　そもそも今日の会合は、パティの転校を誰がどういう経緯で許可したのか、その確認を求める真実に答える為に開かれた。回答まで数週間を要したのも、肝心の神室実理事長が捕まらなかったせいだ。これで用件は済んだはずと立ち上がりかける委員たちに向かって真実は尋ねた。

「旧直なお備び町に屋敷を構えている纐こう纈けつという家は、あの纐纈一族の関係者ですか？」

　唐とう突とつな真実の質問に委員たちは顔を見合わせ、椅子に座り直す。そして皆を代表して乾が答えた。

「ええ、関係者も何も纐纈一族の本家筋です。それがどうかしましたか？」

「いえ、ちょっと気になる事がありまして……」

　真実は髪を掻かきながら言葉を濁したが、乾はおおよその察さつしが付いたようだ。

「そういえば纐纈家の長女が、いま殻間高校の生徒会長でしたわね。まあそれほど気にする事はないと思いますよ、楸先生」

　そう言うと乾は笑った。

「呪殺専門の呪じゆ術じゆつ師し一族としての纐纈家は、すでに幕末でその役目を終えており、今では技術はもちろん、その事実ですら伝わっていないでしょう。その方が纐纈家の人たちのためでもあります」

「まぁ、それならそれに越した事はないんですけどね」

　真実も乾に苦笑を返した。




「ふぅ、一休みしようぜ。姉貴」

　先に音を上げたのは白さ矢やであった。一つ伸びをすると、リビングのカウチに腰掛ける。

「もう、白矢ちゃん。真面目にやらないと駄目じゃないの」

　さすがの白さ弓ゆみも一時間と持たなかった妹に眉まゆをひそめる。

　蘇芳家の応接室では古式ゆかしい雅みやびやかな曲が流れていた。曲を流しているのはガラステーブルの上に置かれたカセットテープレコーダー。その横には和わ綴とじの本と古めかしいノート。本とノートには舞まいの振り付けが描かれている。

　白矢、白弓は梶かじの葉は姫ひめ祭り当日に行われる巫み女こ舞まいの練習中だ。カセットテープから流れてくる曲に合わせて、ノートや和綴じの本に書かれた通りの舞を舞う。

　今は動きやすくと姉妹二人はＴシャツ姿だが、当日は巫女装束に千ち早はや、挿頭かざしといういわば盛せい装そうで舞う事になる。

「もういいじゃん～～。どうせやる事は毎年同じなんだからさぁ」

　カウチに転がった白矢は頰ほおを膨ふくらませてそう文句を言う。













「毎年やっている同じ事ができなかったのは、白矢ちゃんじゃないの」

　白矢は無言で足をばたばたさせて姉に抗議するが、それにめげる白弓ではない。

「舞だけじゃないのよ。白矢ちゃんは他の行儀作法だってできてないでしょう」

　二人はあくまで蘇芳神社の巫女として舞を奉ほう納のうする。梶の葉祭りに限らず、舞を奉納する日だけは白弓、白矢は巫女としての立ち振る舞いを要求されるのだ。

　そして巫女としての行儀作法がまた大変なのだ。会え釈しやく、正座、立ち上がり方一つ一つに厳格な決まりがある。大人しくお淑しとやかな白弓はともかく、活発で行動的な白矢にしてみれば、息が詰まりそうな気分だ。

「大体、うちはもう神社じゃないんだから、別に私たちがやる事はないじゃないの。梶の葉姫みたいに、やりたい人がやればいいじゃん」

「そうもいかないの。白矢ちゃんも我わが儘まま言わないで」

　さすがの白弓もごねる妹に憤ふん然ぜんとしてみせる。

「姉貴だって、舞の奉納がなけりゃ梶の葉姫やれたんだろ？　舞は毎年やってるのに、梶の葉姫役は殻間高校の一年だけなんだから、そっちにしたいと言ったら、親父や保存会の人たちだって、それくらい聞いてくれたんじゃないの」

「そ、それは……」

　痛いところを突かれたようだ。一時、白弓は言い淀よどむ。白矢はその隙すきを逃さず、さらに突っ込むべくカウチから身を起こした。

「絲し織おり姉ちゃんも似合っていたけど、姉貴だったらもっと可か愛わいかったと思うんだけどなあ。梶の葉姫。姉貴だって絲織姉ちゃんの梶の葉姫を見て、綺き麗れいだって言ってたじゃん。今からでも遅くないから、保存会の人に言ってみれば？」

「で、でも梶の葉姫役は、もう玖く鈴りんさんに決まっちゃったし……」

　玖鈴さん。玖鈴梅花、あの金髪ツインテールか……。白矢は先日、駅の前で出逢った梅花の姿を思い出す。祖父がドイツ人という事もあり、目立つ容よう姿しなのは間違いない。しかし問題は梅花自身ではない。あの時、姉や梅花たちと一緒にいたあの男なのだ。

「巫女舞が二人なんだから、別に梶の葉姫が二人でもいいじゃん。それに姉貴も彼に見せたいんじゃないの、梶の葉姫姿。ほら、あの荒あら城きさんだっけ？」

「白矢ちゃん！」

　白弓はやにわに真っ赤になり、頭のてっぺんから声を上げた。

「もう、なに生意気な事言ってるのよ。お姉ちゃん、怒るわよ!!」

「照れない、照れない」

「照れてなんかないわよ！　白矢ちゃん、練習したくないからそんな事を言って私をからかっているんでしょう!!」

　白弓のその態度が、文字通りの照れ隠しである事は白矢には分かっていた。そして練習をしたくないからという白弓の推測も間違ってはいない。しかし白矢には他にも目的があった。白弓があの荒城健けん児じをどう思っているのか。それを確かめる為に探りを入れていたのだ。

　脈ありか……。

　密ひそかに白矢は心中でうんざりしていた。そして再びあの荒城健児の顔を思い出す。

　まあ確かに背は高いよな。イケメンという程じゃないけど、顔の造ぞう作さもまあ十人並みよりはましか。でも何というか冴さえないんだよなあ、それにあのメガネはいただけない。

　姉貴も姉ちゃんもどうしてあんなのがいいんだか……。

　顔には出さないようにしていたが、ため息は口から漏もれ出でてしまう。しかし白弓は、そんな白矢を単に舞の練習を嫌がっているだけだと解かい釈しやくしたようだ。

「ほら、白矢ちゃん。話を逸そらせてないで。練習の続きをするわよ」

　ちょうどカセットテープから流れる曲が終わったところだった。白弓は顔を赤くしたまま、白矢に背を向けるとカセットテープを巻き戻す。

　まったく、あんな男のどこがいいんだか……。

　もう一度、ため息をつくと白矢はカウチから立ち上がった。




「ええと『自分で考えてみてくれ』は駄目。『状況に対応して行動しろ』も駄目。『俺が何と命令するか想像して行動しろ』も駄目か……」

　健児はそう言いながら頭を抱えた。その横では梅花が今にも爆発しそうな顔でむっつりと黙り込んでいる。

　健児と梅花は今日も実山の地下にある実験施設に来ている。以前はキ術や魄型の研究をしている健児に梅花が付き合う形になっているのだが、このところちょっと風向きが変わってきていた。

　健児が実験施設の方へ梅花を呼び出す。そして梅花が不ふ承しよう不ぶ承しよう顔を出すというパターンになってきているのだ。

　魄型となった梅花には定期的に魄はく力りき車しやから魄力の供給を行わなければならないという事もあるが他にも理由ができた。

　梅花に有効的かつ自由度の高い命令パターンを見つけ出す事に健児がやっきとなっている為。特に梅花が梶の葉姫役に決まったという事が大きい。

　これから衣装合わせやリハーサルもある。健児はもちろん、真実やパティも常に梅花の側に付き添っていられるわけではない。

　何か予想外の出来事が生しようじて、梅花が命令受付状態にならないとも限らない。そうなれば梅花の身に何が起きたか、隠しきれなくなるだろう。

　それだけではない。そもそも梅花が魄型になる切っ掛けになったあの橋の事故。真実の言う通りなら、あの事故は何者かが意い図と的てきに仕組んだもの。

　事に依よったらその何者かが再び接触してくるかも知れないのだ。

　用心には越した事がない。

　もっともいくつか命令を試してみたものの、なかなか芳かんばしい成果は上げられていないのだ。そしてここに来た時からあまり機嫌の良くなかった梅花だが、健児が命令を一つ試す度に露ろ骨こつなくらいに不機嫌になっていくのである。

　しかし何か有効な命令はないかという事だけで頭が一杯の健児は、梅花のその変化に気付く様子はない。

「……待てよ、予あらかじめいくつか命令しておいて、それぞれのパターンに従って行動させるという手もあるな。よし……！」

　健児はデスクの上に置いておいたハンドベルクリンゲルへ手を伸ばしながら言った。

「梅花、もう一回いいかな」

「いや」

　即答である。

「よし、それじゃまず……」

　しかし梅花の拒絶も健児の耳には届かなかったようだ。当然、了承すると思い込んでいた健児は、ハンドベルを手に取りそれを鳴らそうとした。それを見て梅花は声を荒げて繰り返した。

「いやだって言ってるでしょ!!」

　そしてぷいと横を向いてしまう。そんな梅花を健児はぽかんとした顔で見つめるだけ。今の今まで梅花の機嫌に気付いてなかった事もあり、なぜいきなり怒り出したのかと訝いぶかしんでいるようだ。

「この前からずっと命令のテストばっかりで、ちっともあたしの事なんて考えてないじゃないの！　付き合ってるこっちの身にもなってよね!!」

　座っていた椅子から立ち上がると梅花はそう言った。

「いや、だから梅花の事は考えているって。これから梶の葉姫役で衣装合わせとかリハーサルとかあるんだろう？　何か起きると困るから、こうやっていちいち命令しなくても済むように……」

「他に何か方法はないの!?」

　すこし焦じれたように梅花はそう言った。

「あれば苦労しない」

「もう、いい加減ね！　一体あたしにどうして欲しいのよ!!」

「だから、もうちょっと協力してくれればいいんだよ。いちいち俺が命令しなくても、梅花が自分で判断して行動できれば、それに越した事はないだろう？」

「それは……、まぁそうなんだけど」

　健児にそう言われた梅花は言葉を濁す。

　何とか機嫌を直してくれたかな……。そう考えた健児は重ねてお願いした。

「だから、もう一回だけでいいから実験に協力……」

　実験という単語が耳に飛び込んで来るなり、梅花は再び態度を硬化させた。

「だから嫌だって言ってるじゃないの！　何よ、もう。あたしは実験動物じゃないのよ！　それに梶の葉姫役の事を本当に心配してくれるんなら、もうちょっと他にやる事とか言う事とか思いつかないの！」

「いや、だから……。ええと落ち着けよ、梅花」

「落ち着いてます！」

　とてもそうは見えないが、梅花はそう主張する。さすがの健児もおおよそ梅花の心情を察せられた。

　梅花は健児が自分を実験対象としか見ていないのではないかと不安なのだろう。

　考えてみれば確かにここしばらく、健児は梅花の命令受付条件を調べる事ばかりで、頭が一杯だったのも事実だ。付き合わされている梅花がどう思ってるか迄までは考えが回らなかった。

「でも……」

　そう言いかけて健児は後の言葉を飲み込む。

　この地下施設にある資料の研究を始めたのは、単なる好奇心だった。最初は確かにそうだったのだ。

　でも、今は違うんだ。健児はそう考えていた。

　魄型や魄力とは直接、関係ないと思われる資料や機材も沢山ある。最近の健児は、そちらにはまったく手を付けていない。いまはまず梅花を元通りに戻す為。すぐにそれが叶わなくとも、できる限り普通に生活できる手段を探りたい。

　それが今の健児の正直な思いなのだ。

「なによ……！」

　腕を組み憤然として梅花はそう言った。その様子は以前の梅花とまったく変わりがないように見える。

　しかし今の梅花は普通の状態ではない。ハンドベルの音さえあれば、健児の命令するままに行動する。そして条件によっては健児の命令がないとなにもできないのだ。

「分かったよ。今日はもう終わりにしよう。そろそろ時間も時間だし……」

　山積みの資料の間から覗のぞくデジタル時計の液晶は、まもなく午後九時を示そうとしていた。もう少し早く切り上げるつもりが、やはり夢中になって我を忘れてしまっていたようだ。

「別にあたしは、今のままでも問題ないわよ。まぁまったくないわけでもないけど、こんな実験に付き合わされるのなら、別に今のままでもいいわ」

　片付けを始める健児から少し視線を逸らせるようにしながら梅花はそう言った。

「だけどそうもいかないだろう。これから何があるか分からないし」

「だから、……健児がずっと側にいて命令してくれればいいのよ」

　梅花の言葉は途中から消え入りそうな小声になってしまった。

「何か言った？」

　健児がそう尋ねると梅花はぷいと横を向いてしまう。

「なんでもない！　先に帰るわよ！」

　そう言うなり梅花は健児を置いて、地上への縦たて穴あなの方へと向かっていってしまった。




「これも糸のお呪まじないね。だけど何が書いてるのかさっぱりだわ……」

　懐中電灯で古文書を照らしながら絲織はため息をついた。

　白矢が帰ってからも絲織は一人で土蔵に入り込みお呪いの本を探し続けていた。それらしき本は沢山あるのだが、多くは絲織にも読めない古文や筆ひつ書しよであり、中には到底日本語とは思えない不思議な文字で書かれた書物もある。この前、探し当てた本のように絲織にも何とか判読できる書物は少ない。以前、それとなく聞いてみた事があるが、どうやら絲織の父も古文書はまったく読めないようだ。それに読めたとしても、何に使うのかと聞かれる可能性がある以上、迂う闊かつに読んで貰うわけにもいかない。

　それにしてもと絲織は思う。

　土蔵の一番奥。そこにはもとから纐纈家が所有していたと思われる文献や古文書が保管されている。読める箇所や添そえられた絵図から察するに、どうやらそのほとんどがお呪い、要するに呪術の本らしいのだ。さらに言うなら、糸を利用したものが多い。何度か健児に送った便びん箋せんの紋もん様ようも、墨で書いた線に沿って糸を貼り付けるよう記してあった。

　どうやら自分の先祖はお呪い、特に糸を使ったお呪いについては詳しかったようだ。絲織もそこまでは想像できる。もっともなぜ詳しかったのかまでは、今の段階では見当も付かない。そもそも呪術師という発想が絲織の頭の中にはなかったのだ。

「これも……、わけ分からないわねぇ」

　桐きり箱ばこの中に入っていた古文書は奇きっ怪かいな文字で埋め尽くされていた。例えて言うならば、鳥の羽で墨を塗りたくったような感じだろうか。それが文字なのか暗号なのか、それとも単なる落書きなのか分からないが、いずれにせよ絲織にはまったく意味のないものであるのは確かだ。

「絲織～～！　絲織、なにしてるの！　さっさとご飯食べちゃいなさい!!」

　なかなか出てこないので心配したのだろう。土蔵の入り口から絲織の母がそう声を掛けてきた。

「は～～い、いま行く」

　そう言って絲織は古文書を戻そうと桐箱を取り上げた。その時、異変に気付いたのだ。

　桐箱が重い。最初は古文書が入っているから重いのだと思っていたが、それを出した後でもかなり重い。懐中電灯で照らしてみると、どうやら桐箱の底の方に何か細さい工くがしてあるようだ。

　二重底？

　そんな考えが絲織の頭をよぎる。土蔵の外で母が待っているから、この桐箱そのものを持ち出すわけにはいかない。両親は中で古文書や本を読む分には何も言わないが、持ち出しについてはかなり厳しく制限している。例外は白矢がもとから蘇芳家のものだった本や古文書を持ち出す時だけなのだ。

　爪を立てて底を剝はがそうとしてみる。わずかに動いたがそれ以上の変化はない。

　絲織は思いきって桐箱を逆さにして、ぽんと叩いてみた。一回、二回と叩くとあっけなく底板は剝がれる。そして底板と共に数冊の薄い本と紙数枚が土蔵の床に舞い落ちた。

　やっぱり二重底だったんだ！

　絲織は懐中電灯の光の中で床に落ちた二冊の薄い本と紙を拾い集める。

「これ……、良かった。ちゃんと読めるわ」

　一冊の本は比較的近世のもののようで、絲織にも読める平ひら仮が名な、カタカナ交じりの文章が書かれていた。

『糸ヲ使用セシ呪い　巻乃壱』。表書きにはそうある。もう一冊の方は達筆な毛筆で書かれており、よく読み取れないがどうやら同じ文章のようだ。ひょっとしたらあの謎めいた文字で書かれていた文書を、古文と仮名交じりの文に書き改めたものかも知れない。絲織は直感的にそう考えていた。

　しかし問題はその内容だ。ぱらぱらと捲めくってみた絲織は、ある一文に目を留めた。

『懸ケ想ソウヲ通ジセシ呪い』。懸想、つまり恋の事だ。

「やった！」

　土蔵の奥で絲織は思わず歓喜の声をあげた。そのお呪いを説明する文に添えられた図から察するに、どうやらかなり大がかりな仕掛けが必要になりそうだったが、今の絲織にはさしたる障害ではない。

「絲織！」

　なかなか出てこない娘に痺しびれを切らせたのか、母親は土蔵の中に入り込み再び声を掛けてきた。

「いま行くからちょっと待ってて」

　そう言うと絲織は二冊の本と紙を、持ってきたバッグの中に押し込み、桐箱の二に重じゆう蓋ぶたをはめ直す。そして訳の分からぬ文字で書いてあったあの古文書を入れると、置いてあった棚へと戻した。

「ごめんなさい、ちょっとボールペンを落としちゃって」

　そんな言い訳をしながら絲織は母の元へと急いだ。

「まったく急に古文書に興味持って。白矢ちゃんもそうだけど、最近、流行ってるのかい？」

「別にそういうわけじゃないけど、ちょっとね……」

　母とそんな話をしながら絲織は土蔵から出ていった。だがしかし絲織はある事を見逃していたのだ。

　二重底の下から出てきた本と紙は、すべて持って出たつもりの絲織だったが、数枚の紙が暗がりに紛まぎれて棚の間に放置されてあったのだ。

『註チユウ、糸シ寄キ神ガミハ大変危険故ニ取扱ニハ充分注意イタス事。以下、ソノ留意点ヲ記スモノ也……』
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　それは去年の暮れ。冬の冷たい雨が降る日の事だった。

　生徒会活動を終えた纐こう纈けつ絲し織おりが校門を出た頃には、すでに日も暮れかけていた。

　バスで帰ろうかしら……。かなり強くなってきた雨あま脚あしに絲織はそう考える。普段は徒歩で通学しているが、天気の悪い日は家の近くから路線バスに乗る事もある。ただバスの本数はそんなに多くない。今から停留所に向かっても、しばらくは待たなければならないだろう。

　どうしたものかと逡しゆん巡じゆんしながらも絲織は歩を進めた。

　その時だ。突然、風が吹いた。停留所に向かうかどうかと思案を巡めぐらせていた絲織は虚きよを突かれた格好になり、手にしていた傘かさを飛ばされてしまう。

「ああ!?」

　飛ばされたのは絲織が歩いている方向とはちょうど反対側。慌てて振り返ると風に飛ばされる自分の傘が目に入る。そしてその後ろを傘を差して歩いていた人影も絲織の視界に飛び込む。雨のカーテンでよく見えないが、背格好や傘の色、持っている鞄かばんから察さつするに絲織と同じ年頃の少年のようだ。

　その少年は何を思ったか飛んでくる絲織の傘に手を伸ばした。そんな少年をあざ笑うかのように、さらに風が強く吹き付ける。

　殻から間ま高校の周囲を巡る道路は生いけ垣がきによって歩道と車道に分かれている。傘はその生け垣の方へ飛ばされ、雨の中で手を伸ばした少年はバランスを崩して倒れ込む。

　少年の傘は開かれたままで鞄と一緒に側の電柱に引っ掛かり、その持ち主は生け垣に転がり込んでいた。しかし絲織の傘はしっかりとその手に握られている。

「大丈夫ですか!?」

　慌てて駆け寄り絲織はそう声を掛けた。

「いててて……」

　少年は呻うめきながら顔を上げた。雨が酷ひどくて気が付かなかったが、近づいてよく見ると殻間中学の制服だ。長身なので分からなかったが、絲織よりは年下なのは間違いない。

「はい、傘」

　その少年は顔を生け垣の方へ伏せたままで、絲織の方へ傘を差し出す。

「あ、ありがとう……。怪け我がとかしてない？　まだ保健室の先生がいるはずだから……」

　傘を受け取りながら心配して声を掛ける絲織だが、少年は顔を伏せたままで何かを探しているかのように生け垣を掻かき分わけている。

「いえ、怪我はないです。ちょっと、……落としたものだから」

　何か落としたようだが、雨音で絲織はよく聞き取れなかった。しかしすぐに目的のものは見つかったよう。少年は一時、戸と惑まどったようだが、すぐにそれを手に取りポケットに入れて立ち上がる。

「大丈夫です。ほら」

　中学生だから絲織よりは最低でも二つ年下。しかしその少年は絲織よりもかなり背が高かった。

「そ、そう。良かった……」

　その少年を見上げて絲織は曖あい昧まいに答える。

　へえ、なかなか格好いいじゃないの。確かに男子中学生はなかなかいい男と言えた。雨で濡ぬれた前髪が額ひたいに貼り付く様さまも充分に絵になっている。

　カッと頰ほおが熱くなるのを感じて絲織は慌てて目を逸らす。逸そらせた視線の先には電柱がある。その根本には少年の傘が引っかかっていた。

　絲織はそちらに歩み寄り、少年の傘を手に取り向き直る。

「はい。あなたの。まったく自分の傘を放り出して他人の傘を取りに行くなんて、おっちょこちょいね」

　そう言いながら絲織は自分の頰がほころぶのを感じていた。

「いやぁ、なんか飛ばされてきたのを見たら反射的に身体が動いちゃって」

　少年はそう言うと頭を掻く。

「それに来年から先輩になるかも知れない人だから無視するわけにも行かないでしょ」

「来年……？　あなた、この学校受けるんだ」

　聞くだけ野や暮ぼと分かっていても反射的に絲織はそう聞き返していた。殻間市の中学生はそのほとんどが殻間高校に進学する。

「ええ、まぁ。友達もみんなここに行きますから」

　そう言うと少年は屈くつ託たくなく笑う。

　ふっと絲織の胸の中に温かいものが湧わき上がってきた。

　家ぐるみの付き合いで幼なじみである白さ弓ゆみ、白さ矢や姉妹以外に、自分にこんな笑みを向けてくれる人間はしばらくいなかったような気がする。

　幼い頃からいわゆる『よくできた子』だった絲織は、小学校高学年になる頃から、クラスや児童会で重要な役割を任まかせられるようになっていた。それは中学に入っても変わらず、殻間高校では秋の生徒会選挙で生徒会長に選出されている。

　そうなると周囲はどうしても絲織に、他の児童、生徒の模も範はんとなる事を求めた。また絲織もそれを感じ取り、その期待に応こたえるように努力してきたつもりだ。

　その結果、いつしかクラスメートたちは絲織に『真ま面じ目めで厳しい優等生』というイメージを抱くようになっていたのだ。

　本来の自分との間に少なからぬギャップがあるのも事実だが、周囲がそれを望むなら構わないと絲織は考えていた。

　もっとも一方で白弓、白矢以外にも胸きよう襟きんを開いて話ができる相手が欲しいと望んでいたのも事実。そう、それもできれば男の子がいいと思うのは年頃の女の子ならば当然の心境だろう。

「後輩か。ようこそ、殻間高校へ。ちょっと気が早いけどね」

　自分でも意外なくらい、絲織は少年に親しげな言葉を掛ける事ができた。少年は少しどぎまぎした様子で頭を下げる。

「は、はい。よろしくお願いします」

「ほら、傘。ちゃんと差さないと濡れちゃうでしょ」

　絲織は少年から傘を取ると自分で開いてあげ、また彼の手に戻す。その時、一瞬、絲織の手が少年のそれに触れた。何気ない動作だが、絲織はまた頰が熱くなるのを感じていた。

「すいません」

　少年はまた頭を下げる。

　雨は小こ降ぶりになってきたようだ。これならバスを待たずとも徒歩で帰る事もできそうだ。

「ええと、それじゃ私、直なお備び町の方だからこっちなんだけど。あなたはバス？」

　東西に走る道路の西側を指さす。少し西へ歩いた所にある三さん叉さ路ろを南側に下りていくのが絲織の通学路だ。

「いえ、俺、家は近くですから。途中まで方向は同じです」

「そ、そうなんだ。じゃあ……」

　やだ、これじゃ誘ってるみたいじゃないの。

　そんな思いに至った絲織は思わず顔を伏せる。そしてそのまま歩き出したが、少年も後から付いてきた。それはそうだろう。帰る方向は同じなのだ。

「あの……、ええと先輩の中学は……」

「先輩？」

　いきなりそう呼ばれて絲織は少々当とう惑わくする。

「あ、すいません。いきなり馴なれ馴なれしかったですかね」

　少年はそう言って頭を掻く。

「いいわよ、別に。後輩って言ったのは私なんだから」

　少し笑って絲織は答えた。こうやって笑顔で誰かに話しかけるなんて。白弓、白矢以外の相手には実に久しぶりだ。

「あ、はい。それじゃ、改めて……。ええと、先輩も殻間中なんですか？」

「いえ、私は殻間中じゃなくて直備中学。だから中学は先輩後輩というわけじゃないわね」

「あ、家が直備町って言ってましたよね。そりゃそうか」

　少年はまた頭を掻いた。そして三叉路までの少しの距離、絲織とその少年はとりとめのない話を続けた。

　時間にすればものの数分。大した話ができるわけでもない。高校の授業の話。受験の話。お互いの中学の話。

　そして絲織は三叉路に着いた。このまま南側の坂を下っていくと昔の直備町。区画整理が行われた今では殻間西という味気ない地名になっているが、地元の人間の間では直備町で充分に通る。

「ええと、それじゃ私はこっちだから」

　南側の坂道を指さして絲織は言った。

「色々と教えて貰もらって申し訳ありません。それじゃ俺はこのまままっすぐなんで」

「……そう、気をつけてね」

　そういえば名前を聞いていない。絲織も少年に名乗っていない。

　名前くらい聞いても問題はないだろうと思う反面、男の子と親しく話をした事のない絲織にしてみれば、それはかなりハードルの高い冒険だった。

「ええと、その……」

　西側の道へ向かいかけた少年の背に絲織はそう声を掛ける。怪け訝げんな顔で振り向いた少年に絲織は言った。

「受験頑張ってね」

「はい、ちゃんと後輩になれるように頑張りますんで」

　少年はそう答えて笑い返した。

　まぁ、いいか。絲織は坂道を下りながら考える。今の話からすると少年の成績なら充分に殻間高校に受かるはずだ。すると来年には本当の先輩、後輩になれる。

　本当の先輩、後輩……？　本当に望んでいるのは、それだけ？













　ちらりと後ろを振り返る。もう少年の姿は歩道脇の生け垣に隠れて見えない。

「きゃ～～っ、やだやだやだ。なに考えてるのよ私!!」

　真っ赤になった絲織は小走りに坂道を駆け下りていた。

　一方、その少年は絲織の姿が見えなくなると、制服のポケットからそれを取り出した。

「やっべえ～～。メガネ壊しちゃったよ。傘を拾った時に壊しちゃったと知ったら、あの人、気にするだろうからなあ」

「……何してるのよ、健けん児じ？　メガネ、どうしたの」

　やにわにそう話しかけてくる声があった。メガネなしの心こころ許もとない視界でも、その金色の髪はよく見て取れる。

「あぁ、梅もい花かか。ちょっと転んじゃってな、メガネ壊しちゃったんだよ」

　健児は梅花にそう答えた。先に帰宅していた梅花は普段着に着替えている。手に買い物カゴを持っているところから察して、何か買い物を言付かったのだろう。

「まったくドジなんだから」

　呆あきれたように梅花はそう言った。




　そして春。

　絲織は新入生の中にあの少年の顔を探したが結局、見つける事はできなかった。ひょっとして他の学校へ進学してしまったのだろうか。そう思い諦あきらめかけていた頃、校内新聞に掲載された写真であの少年に再会したのだ。

　荒あら城き健児。気付かなかったのも無理はない。健児は普段、メガネを掛けているらしいのだ。しかもかなりの近眼だそうだから、健児の方も絲織の顔は覚えていないのだろう。あの時、生け垣から拾い上げたのが壊れたメガネであろう事は容易に想像できる。

　しかし絲織がその事に気付いた時は、すでに健児は校内の有名人になっていた。生徒会長という立場にある自分がおいそれと話しかけられるような雰ふん囲い気きでもなくなっていたのだ。ましてや健児もあの時の在校生が絲織だとは気付いていないようだ。

　そんな絲織が頼たよったのは、子供の頃から密ひそかな趣味にしているお呪まじないだったのである。




「それじゃ、放課後になったら差し入れ持って行くね♡」

　喫茶店クリンゲルの前で愛まな花かはそう言った。

「悪いね、忙しいのに」

　そう言う健児に愛花はにっこりと微笑ほほえみ返す。

「だってこれもお仕事だもん。それにお姉ちゃんの梶かじの葉は姫ひめ姿、早く見たいし」

「別に、今日は衣装合わせと簡単な練習だけよ。そんな慌てて見るものじゃないわよ」

　愛花にそう答える梅花は少し照れくさそうだ。

　いよいよ梶の葉姫祭りの準備も佳境に入ってきた。梶の葉姫役を務つとめる梅花は、今日から衣装合わせとリハーサルに入る。梶の葉姫はイベントの間、ほとんどの時間を山だ車しに乗って移動しながら手を振るのが仕事だが、最初と最後に簡単な芝居形式の挨あい拶さつがある。

　リハーサルと言っても、やる事はその挨拶の練習と当時のタイムテーブルの確認くらいなものだ。もっとも簡素化されているとは言え、あの動きにくい十じゆう二に単ひとえを着てそれをやるのである。衣装合わせをした上、練習しておかないと当日、もたつくのは目に見えている。

　それになんと言ってもそれをやるのは今の梅花なのだ。何かあったら命令受付状態になりかねない。

「それじゃ、放課後にね～～」

　愛花はそう言いながら手を振り、殻間中学の方へ向かっていった。

「はい、これ」

　当たり前のように梅花は自分の通学鞄を健児に押しつける。

「お父さんってば、愛花にあたしの写真撮ってくるように頼んでるのよ。当日、撮ればいいじゃないって言ったら、アップで撮りたいんだって」

　そして通学路の方へ向かいながら梅花はそう言った。

「相変わらず親バカだなぁ」

　少し苦笑を浮かべてから健児は真顔に戻る。

「それで、大丈夫なのかよ」

「大丈夫って何が？」

　健児が言いたい事は分かっている。それでも梅花は反射的にそう問い返してしまった。

「だから、ほら……。その命令の事とか」

「う～～ん……」

　歩きながら梅花はわざとらしく考え込んでみる。小首を傾かしげながら心配げな健児の顔をしばらく観賞した後、梅花はにっこりと笑って答えた。

「分かんない♡」

「分かんないって、あのなあ」

　呆れる健児を見ながら梅花はさも楽しげな笑みを浮かべている。

「だってしょうがないじゃないの。あたしだって、どんな状況で命令が必要になるのかまだよく分かんないんだし。それにそもそもあたしをこんな身体にしたのは健児でしょ？　健児に分からないんだから、あたしに分かるわけないじゃないの」

「それは、まぁそうなんだけどな」

　困惑気味の健児に梅花は何か楽しそうだ。機嫌を直してくれたかな。少し健児は安あん堵どした。

「だからぁ、健児はずっとあたしの側に付いていればいいのよ。そうすれば問題ないでしょ。どうせ暇ひまなんだし、今日の衣装合わせと練習の時も付いていればいいのよ」

「いや、でもなぁ……」

　少し言いい淀よどんでから改めて健児は口を開く。

「ほら、梶の葉姫祭りの飾り付けを生徒会がやってるじゃないか。あれになぜか超ちよう科か学がく部ぶも協力する事になっちゃって。実は昨日の晩、その件で超科学的先輩からメールが来ていたんだよ」

「なんで超科部がそんな事までするのよ？」

　怪訝な顔で梅花は尋たずねた。梶の葉姫が乗った山車のゴールになっている殻間高校では、毎年、飾り付けが行われている。しかしどうにも今年はその飾り付けが例年になく派手なのだ。上級生も首を傾げているし、去年までは一般客として見物していた健児や梅花たちにも、それが肯うなずける程に大がかりになっているのは事実だ。

「いや、よく分からない。なんでも生徒会長の要望らしいけど……」

「糸いと偏へんの君きみねぇ……」

　梅花は少しうんざりしたような顔になる。

「頭のいい人は何を考えているか分からないわね。超科学的先輩なんか参加させたらまともな飾り付けにはならないじゃないの」

「いや、まぁそれはそうなんだけどな……」

　苦笑する健児に梅花は重ねて尋たずねた。

「それで？　衣装合わせと練習の時には顔を出してくれるんでしょ」

「いや、まぁ……。う～～ん、今日はそんなに時間がかからないと思うし、それにどうせ生徒会長とは打ち合わせをしなきゃならないだろうから、どっちにせよ行かなきゃならないとは思うんだけど……」

　健児の答えはいつにも増して歯切れが悪い。

「なによ？」

「いや、ほら……。顔合わせづらいじゃないか」

「あぁ、パンツ」

　平然として梅花はそう言った。

「別にいいじゃないの。パンツ見たくらい。パンツ穿はいてなかったとか言うんなら、さすがに問題あるだろうけど。それともなに？　内心、結構ラッキーとか思ってるの？」

　平然としているから気にしていないと思ったが、どうやら内心では結構、根に持っているようだ。

「い、いや。それは……」

　思わず口ごもる健児に、梅花は厳しい視線を送ってみせる。

「ほら、ちゃんと答えられないじゃないの」

「じゃあ梅花はパンツ見られたら、気にしないって言うのかよ」

　混ぜっ返す健児に、再び梅花はにっこりと笑いながら答えた。

「気にするわよ。絶対にただじゃおかないから♡」

「……あのなあ」

　健児は嘆たん息そくした。絲織に顔を合わせづらいのは、パンツの一件だけではない。

　あの日以降も、健児は不運続きなのだが、よりにもよってその度に何故か絲織が絡んでくるのだ。

　階段から足を滑らせると目の前に絲織がいた。掃除の時、急に水道が激しく噴き出し、自分とたまたま後を通りかかった絲織がずぶ濡れになった。図書室で棚の上の本を取ろうと手を伸ばしたら、なぜかバランスが崩れ本が落ちてきた。その時も本棚の向こう側に絲織がいて、本が落ちて空になった棚の向こうから絲織の驚く顔が見て取れたのだ。

　どうも纐纈さんとは巡り合わせが悪いみたいだな。また顔を合わせると何か起きるんじゃないだろうか……。

　合理主義者を自認する健児もそう考えざるを得ない状態だ。

　浮かない顔の健児に梅花は言った。

「だから、今日は衣装合わせと練習の時に来る事！　それでいいのよ。分かったわね」

「まぁ……」

　煮え切らない返答の健児に、梅花は少し深呼吸をしてから立ち止まった。

　そしてその表情から感情が消えた。

「ご命令をご主人様……」

「梅花……？」

　一体どうして？　ハンドベルは綿を詰めてポケットの中に入れてある。鳴るはずがない。すると今の会話に『普段通りの梅花』が対応できないような要素があったのか……？

　一時、そう考えた健児だが、すぐにある事に気が付いた。

『ご命令をご主人様』だって？

「梅花ぁ～～ッ！」

「あははははははは」

　健児が声を上げると、梅花はぱっと表情を取り戻してさもおかしそうに笑った。

「だからそんな風に気になるんなら、ちゃんとあたしに付いていればいいの！　分かった!?」

「まったく、人を心配させてそんなに楽しいのかよ……」

　健児はまだぶつくさ言っているものの、梅花はそれを同意と見なしたようだ。上機嫌で再び歩き出す。そして後ろから付いてくる健児に肩ごしに一いち瞥べつをくれてひと言つぶやいた。

「……健児がいないと、あたしだって一人じゃ恐いんだもん」

　しかしそのつぶやきは健児の耳には届かなかったようだ。

「なにか言ったか？」

「なんでもない！」

　妙に機嫌の良い梅花に首を傾げながらも、二人分の通学鞄を持った健児は学校への道を急いだ。




「なるほど、ここが殻間高校ですか」

「しかしこれでは誰が蘇す芳おう神社の娘か分かりませんなあ」

　算さん念ねんと与よ念ねんは殻間高校の校門へ続く道ばたに立ちそうつぶやいた。すでに授業は終了。放課後となり用のない生徒たちは帰宅、校門やフェンスの向こうに見える校庭では部活動が行われていた。

　弾だん指しと算念、与念は、殻間町の人々や宿泊させて貰った地元の寺の住職等の関係者から、かつて蘇芳神社で神しん職しよくを務めた一族の娘が、この学校に通っているところまでは突き止めていた。

　名前は蘇芳白弓。そこまでは分かったものの、あいにくと写真等は手に入らなかったのだ。

「梶の葉姫祭りですか。そういえば、七たな夕ばたも近いですからな」

「町の人の話では、なかなか盛せい況きようなようですからな。時間があれば、我々も是非……」

　校門の上に翻ひるがえる横おう断だん幕まくやフェンスに貼られたポスターには、梶の葉姫祭りが今週末に行われる事が記されていた。

　しかし弾指は険けわしい表情を浮かべ、先程からしきりと周囲を気にしている。

「どうなされたか、弾指殿？」

　尋ねる算念に弾指は厳しい顔で言った。

「何か妙な気け配はいを感じぬか？　わずかではあるが、どうにも気になる」

「邪じや気きでございますか？」

　普段はおちゃらけている弾指だが、その勘の鋭さは人並み外はずれている。そして父と同じくやる時はやる人間なのだ。

「うむ、邪気と言えば確かにそうなのだろうが……。さて、どうにも摑つかみどころがない。何やら妙な気配だ」

　そう言うと弾指は目を上げる。その視線の先には実み山やまがあった。

「なにか……」

　算念がそう言いかけた時だ。彼等の背後からすっ頓とん狂きような声があがった。

「あ～～、お坊さんだぁ～～！」

「ほんと、何かのロケかな？」

　気が付くと弾指たちの周囲には、帰宅途中の生徒で人ひと垣がきができていた。校門の近くで雲うん水すいが三人、難しい顔を並べていれば確かに注目を集めざるを得ない。

　そのことを失念していたわけだが算念、与念はともかく、弾指がこの程度で動じるはずもない。

「ははは、これはこれは。お騒がせしてしまったようで申し訳ございませぬ。我ら修行の身ゆえ、ちと学校が懐かしくて見入ってしまいましてな」

　笠を上げてにこやかに笑いながら弾指はそう言った。雲水には似合わぬロングヘアとタレントばりのイケメンを目にするなり、女子生徒の間から黄色い歓声があがり、男子生徒たちもどよめきと共に後あと退ずさった程だ。

「へえ、本物のお坊さんなんだ？」

　他の生徒たちが学校から帰るところだというのに、コンビニの袋を下げて校門へ向かっていた女子生徒二人、皐さつき冴さえと友とも利り優ゆう香かが弾指たちの方へ馴れ馴れしく近寄ってきた。

「冴ぽ、この人たちってあれだよね。ほら、よく時代劇に出てくる。尺しやく八はち吹いてる人でしょ？」

「あぁ、虚こ無む僧そうだっけ？」

　冴は優香の方へ振り返りながらそう言ったが、算念が慌ててその言葉を訂正する。

「いえ、学生さん。厳密に言いますと、虚無僧は普ふ化け宗しゆうの修行僧。我らはそれとは別の禅ぜん宗しゆうの一派に属する雲水にございます。雲水とは即すなわち雲や水が流れるごとく、諸国を旅する修行僧の事でございます」

「……同じじゃないの」

　算念の説明にも冴は首を傾げるばかりだ。

「ははは、まぁいいではないか算念」

　弾指は笑いながら言った。

「それはそうと、お嬢さん方。よろしければ拙せつ僧そうと茶などどうかな？　少々、尋ねたい事があるのだが……」

「弾指殿！　弾指殿!!」

　例によってすぐに粉をかける弾指を、算念と与念は慌てて制止する。

「……ええい、蘇芳神社の娘の事を聞き出すだけだ。ここで立ち話もおかしいだろう？」

「それは、まぁそうですが……」

　しかし算念、与念が心配するまでもなく、冴は頭を振った。

「でも私たち、これから用事があるから。ほら、梶の葉姫祭りってあるでしょ？　学校も協力してるからその練習」

「御ご免めんなさいね～～、お坊さん」

「そうか、それでは仕方ない。別のお嬢さんに」

　ぺこっと頭を下げる優香に肯うなずくと、弾指は次に声を掛ける女子生徒を物色する。

「弾指殿、話を聞くのなら別に男子生徒でも良いのではありませんか？」

「女性の事を聞くなら、女生徒の方が都合がいいだろう」

　その時だ。弾指の視界の隅で冴が校門を通り抜けようとしていた。

　ん……!?

　弾指は異変に気付いて冴の方へ振り返る。

「え……!?」

　まるで静電気にでも触れたかのように、冴はびくっとして身体を震わせると、そのまま校庭に倒れ込みかけた。

「どうしたの、冴!?」

　のんびりしてる優香も、さすがに慌てて冴に声を掛ける。

「大丈夫よ、なんか妙な寒気がしただけ」

　そう言いながらも冴は怪訝な顔で首を傾げていた。

「風邪でも引いたんじゃないの？」

「う～～ん、そんな事はないと思うんだけどなぁ」

　冴と優香は今の異変をさして気に留めなかったようで、そのまま校舎の方へ歩いて行ってしまう。

　しかしその後ろ姿を見送る弾指の顔つきは先程よりもさらに厳しくなっていた。

「拙僧も気づきましたぞ、弾指殿！」

　そう言う算念の横で与念も肯く。

「確かにいま妙な気配がしました。今はすっかり消えてしまいましたが……」

「うむ、これは何かありそうだな」

　弾指のその視線の先にあるのは校門の上に掲かかげられた『梶の葉姫祭り』の横断幕と飾り付け。

「算念、与念。しばらくこの学校の様子を見るぞ」

「しかし弾指殿、蘇芳神社の娘の件は……」

「蘇芳神社の娘もこの学校に通っていると言うのなら、異変があったら巻き込まれる可能性が高い。今はこちらを優先した方が良いだろう。父上には私の方から説明しておく」

　弾指は厳しい顔のままそう言った。




　最後にこれ。これを繋つなげば、学校の周囲にお呪いの結けつ界かいができる。あの本に書いてあった事が確かなら、これで……。

　校舎裏で脚きや立たつに乗った絲織は最後のリボンを取り付けようとしていた。

　学校の周囲をぐるりと巡る飾り付け。例年になく豪華だが、校舎裏にあるこのリボンを繋げば、飾り付けは校舎を完全に取り巻く事になる。

　校門の横断幕。フェンスを飾り付けるカラーテープやリボン。そこには誰も気付いていないであろうが、何本かの糸が慎重に隠されていた。そして今、絲織が結ぼうとしているリボンにも糸が仕込まれているのだ。

　懸け想そうする相手、即ち思いを寄せる人と自分の周囲を糸でぐるりと囲む。ただしできるだけ広く、そしてその中に多くの人間がいる方がいい。どうやらこのお呪いは結界の中にいる人間の魂や精神力のようなものを、少しずつ取り込んで機能するらしい。

　本では町や村の一角を想定していたようだが、生あい憎にくと絲織と健児が一緒に過ごせる空間というと学校くらいしかない。殻間町全域に糸を張り巡らせるのは不可能だし、学年が違うから教室や校舎だけというのも無理だ。

　しかし折良く梶の葉姫祭りの飾り付けの話が来た。梶の葉姫が乗った山車のゴールになる殻間高校を、毎年、生徒会が中心となって飾り付けをやる。

　その好機を逃すはずもない。絲織は梶の葉姫祭りの飾り付けを利用して、学校全体にお呪いの結界を張ったのである。

　最後のリボンを繋げば結界は完成。他の生徒会役員や生徒たちも、なぜ人ひと気けのない校舎裏まで飾り付けをするのかと訝いぶかっているようだが、面と向かって絲織にその理由を尋ねたりはしなかった。

　あの纐纈絲織がやっているのだ。きっと何かそれなりの理由があるのだろう。

　良くも悪くも皆そう考えているようなのである。

　もっとも生徒会を利用した件については、絲織自身もいささか気がとがめているのも事実で、最後の仕上げは自分でやろうと決めていたのである。

「これでよし」

　脚立の上で絲織は最後のリボンを結んだ。これで結界の糸が仕込まれた飾り付けは学校をぐるりと囲むはず。気になるのはこのお呪いが、その結界の中にいる人間の魂や精神力を取り込んで機能するらしいという事。学校に出入りする生徒の人数は、本に書いてあった町や村の一角を使用した場合と比べて、はるかに多くなるはずだ。

　それがどんな結果になるのか……。あくまで懸想を通じる、つまり恋愛成じよう就じゆのお呪いなのだから、人に危害が加わる事はあるまい。

　絲織は楽観的にそう考えていた。

　脚立から降りようとしたとその時だ。背後からいきなり声が掛かる。

「おお、生徒会長！　こんな所にいたのか、捜したぞ!!」

　危うく脚立からこけるところだった。絲織はバランスを取りながら地面に降りると、声の主ぬしの方へ振り返る。

　校舎から出てきて声を掛けてきたのは、白衣をまとったメガネの小柄な女子生徒。超科学的先輩こと岸きし田だ粒たま子こだった。

「プラネタリウムの設置はできそうだぞ。あとはうちの親父殿から本体を借りてくればいい」

　生徒会から超科学部に依頼したのは、当日、校舎を使って行うイベント。教室の一つを使って、仮設プラネタリウムを作ろうというわけだ。今までも山車を待つ見物客相手に、生徒たちが催し物をやった事があるが、教室まで使うのは異例と言っても良い。

　これもまた絲織のアイディアなのだ。

「そう、ありがとう。これで山車が到着するまでの間、子供たちにプラネタリウムを見せてあげられるわね」

　平静を装よそおい絲織はそう言い脚立を片付け始める。粒子は人気のない校舎裏の飾り付けを見て首を傾げながら尋ねる。

「それにしても、なんでまたこんな人の来ない所まで飾り付けをするんだ？」

　そうだった……。絲織は気付かれぬよう嘆息した。他の人が面と向かって尋ねる事ができない話題でも、粒子は平然として口にするタイプだったのだ。

　それを承知の上で絲織は超科学部に今回のイベントへの参加を要請したのだ。私的な目的だが、結果的にイベントへ来た人たちが喜べばそれに越した事はないと絲織は自分を納得させていた。

「見えない所に拘こだわるのが、本当の飾り付けなんですよ」

「ぱんつもか？」

「いい加減にパンツの話は止めてください！」

　絲織はそう言うと脚立を手に校舎の方に向かいかける。粒子はそんな絲織を不思議そうに見ていたが、やがてにんまりと笑うとその背中に声を掛ける。

「それにしても生徒会長さん、なんでまた今回は超科学部にイベント協力を依頼したんだい？」

「一昨年は天てん文もん部ぶが彦ひこ星ぼし、織おり姫ひめの七夕伝説を解説する展示をしたんです。でも去年は岸田さんが、天文部を超科学部に併合した直後だったから、そんな依頼もできなかっただけです」

「あれ、そうだっけ？」

　そんな事を言いながら粒子は絲織の前に回り込む。むっとして足を止める絲織に向かって、粒子は意味ありげな笑みを浮かべて言った。

「いやいや、生徒会長さん。今さら隠さなくてもいいぞ、うんうん、この超科学的先輩こと岸田粒子はみなお見通しだ！」

「……はい？」

　顔には出さないが、絲織は密かに慌てていた。何しろこの岸田粒子という女子生徒、妙に勘がいい。だてに怪しげな研究をしているわけではないのだ。絲織が今回のイベントで超科学部に声を掛けた理由を察しているかも知れない。

「別にお見通しも何も……、いま言った以上の理由はありません」

　そう言いながら絲織は粒子の横を通り抜けようとする。そんな絲織ににやにや笑いながら粒子は言った。

「はははは、照れずとも良い。可か愛わいいやつめ♡」

「だから一体何を……!?」

　気付かれた？　そう思い振り返る絲織に向かって粒子は言った。

「私の事が好きなのだろう！　言わずとも分かっているぞ!!」

　あまりの超展開に絲織は一瞬、頭の中が真っ白になる。そして次の瞬間、我を取り戻すと、怒りに任せてまくし立ててしまった。

「なにを言っているんですか！　どこがどうしたら、そういう結論になるのかこちらが聞きたいわ！　第一、私が好きなのは、荒城く……」

　しまった、嗔はめられた……！

　その名を口にしてからようやく絲織は粒子の意い図とに気付いた。真っ赤になり口元を押さえ黙り込んでしまった絲織を見て、粒子はさもおかしそうに大笑いした。

「いやぁ、あっはははははは。糸偏の君の思いの人が健ちゃんとはねぇ。やるなぁ、健ちゃん!!」

「か、関係ありません！」

　そう言い放つと真っ赤な顔のまま校舎に向かう。

「うちを今回のイベントに巻き込んだのも、健ちゃん目当てなんだろう？　そんな遠回りな事をしないでも、しおりんの方から告こくればいいんじゃないのか」

「しおりんなんて、馴れ馴れしい呼び方しないでください」

　そう前置きしてから絲織は言った。

「今のは言葉の綾あやです、別に私は荒城くんなんて好きでも何でもないんですからね！」

「おお、ベタなツンデレ台詞ぜりふ！」

　しかし絲織はそう言う粒子に構わず、黙って校舎の方へ向かって行ってしまった。

「やれやれ。とんだツンデレキラーだな、健ちゃんは」

　絲織を見送りながら粒子はそうつぶやいた。




「はい、入っていいわよ」

　廊下で待っていた健児はそう声を掛けられた。超科学的先輩と一緒に仮設プラネタリウムの下準備をしていた健児は、それが終わった後、被服室に来ていた。

　被服室では梅花が梶の葉姫の衣装合わせをしているところ。買い出しに行っていた冴と優香は中に入っていったが、着替えが必要という事もあり健児は入れて貰えなかったのだ。

「可愛いわよ、玖鈴さん」

　着付けを手伝っていた被服部部長が、被服室から顔を出して健児にそう言う。

「そ、そうですか」

「お～～、そりゃ楽しみだ」

　特に用がないにも拘かかわらず、健児と一緒に待っていた浩こう助すけが勝手に盛り上がる。

「見せて貰おうぜ、健児」

　そう言うと浩助は健児の答えを待たずに被服室に入っていってしまった。

「しょうがねえなぁ」

　ぶつくさとそんな事を言いながら健児は浩助に続いて被服室に入った。

「おお～～、これはこれは……！」

　先に入っていった浩助が感嘆の声をあげる。

「どうだ、可愛いでしょ♡」

「可愛い♡　可愛い♡　でも可愛いって言うよりは、綺き麗れいって感じだよねえ」

　先に被服室に入っていった冴が自分の事のようにそう自慢すると、横にいた優香が調子に乗ってそうはやし立てる。

「ええと、どうかな？」

　梅花の視線は健児の方へと向けられていた。そんな梅花の姿に健児は思わず息を飲んだ。

　そこにいるのは梶の葉姫の艶あでやかな衣装に身を包んだ少女。イベント用の衣装故ゆえ、さして本格的な作りではない。しかし梅花が着ていると、それを忘れてしまいそうなほど華やかだ。金色の髪も、まるで最初からそのようにデザインされていたかのように、梶の葉姫の衣装によく映はえて似合っている。

「うんうん、やっぱり中身の素材がいいと衣装も見違えるようだわ」

　被服部の部長が感心したように何度も肯く。確かにその通りだ。去年までの衣装と、基本的には同じもののはずなのに、写真で見た絲織の梶の葉姫とはまったく印象が違う。

「健児！　もう、健児ってばなに黙り込んでいるのよ!?」

　重ねて梅花から声を掛けられてようやく健児は我に返った。

「う、うん。似合ってる、よく似合ってるよ」

　健児はそう言うだけで精一杯だった。

「なによ、もうちょっとありがたそうに言えないの？」

　思わず健児の方へ歩み出そうとした梅花だが、衣装の長い裾すそが邪魔して思わずつんのめりそうになる。

「ほらほら、玖く鈴りんさん。ちゃんと足下に気を付けて歩かないと」

　被服部の部長がそう注意する。

「あまりにも似合っていたんで、言葉を失ったんだろう。なぁ、荒城くん」

「確かに見違えるようですからね」

　その声がして初めて気が付いたが、被服室には真ま実さねとパティの姿もあった。

「まぁ確かに……。梅花じゃないみたいだ」

　思わずそう口走る健児に、梅花はちょっと頰を膨ふくらませてみせる。

「なによ、それ。まるで似合うとは思ってなかったみたいじゃないの」

「いや、別にそういうわけでは……」

　健児が弁明しようとした時だ。被服室の出入り口の方が騒がしくなる。

「おお、これは……」

「うむ、確かに歴代の梶の葉姫の中でも一、二を競うのは間違いない」

「はぁ～～い、玖鈴さん。一枚、お願いします！」

　どやどやと入ってきたのは健児と梅花のクラスメート。そして新聞部や放送部の部員。さらには梅花の梶の葉姫姿を見物にきた野や次じ馬うまたちだ。

「またか」

　思わず健児は渋い顔になる。

「今日は衣装合わせと練習だけなんだから、あとは当日を楽しみにしててよ」

　被服部部長も困り顔でそう言った。しかし新聞部の刈かり安やす部長は平然とした顔である。

「だけど、ほら。梶の葉姫祭りは学校の行事じゃないし、当日はお休みだから見られない人もいるでしょ？　そんな人たちの為にサービスするのが、新聞部の役割です」

「だから、それは当日の写真を使えばいいでしょう？　衣装やアクセサリーはまだ手直しする可能性もあるんだから、いまの状態で撮られた写真を使われるのは心外です！」

「そこはそれ、別バージョンとして撮影すれば、レア度が……」

　被服部部長と新聞部部長の言い争いに割って入る者がいた。

「刈安さん。二にの宮みやさんの言う通りよ。今日はあくまで衣装合わせだけなんだから、校内新聞の撮影は後にしてちょうだい」

　その声に皆が一斉に顔を向ける。皆の視線の先にいるのは、生徒会長の纐纈絲織だった。

「あの、でも。纐纈会長……」

　しつこい事ではよく知られている新聞部部長の刈安茜あかねだが、それでも生徒会長の纐纈絲織には敵わないようだ。

「ただでさえ新聞部は強引な取材で問題を起こしているんだから。これ以上、何か起こすと生徒会としても看かん過かしておく事はできないわよ、刈安さん」

　痛いところを突かれたようだ。新聞部部長はバツの悪い笑みを浮かべて退散する。

「それじゃ、また今度お願いしま～～す」

　続いて絲織は野次馬たちの方へ視線を巡らせる。

「気が済んだら、部外者は出ていってちょうだい。これから私は玖鈴さんに、梶の葉姫役のレクチャーをしなければならないのよ」

　糸偏の君とあだ名されている絲織の冷たい視線が野次馬たちを威い嚇かくしていく。

「い、いや僕はあくまでクラスメートとしてですね……」

「そうそう、俺たちはクラスメートだからな」

　野次馬と共に入ってきた柏かしわ木ぎ一いち郎ろうがそう言うと浩助も思わず肯いた。しかし絲織は冷たい視線のままで二人を見るだけで何も言わない。

　その威圧感に耐えきれなくなったのか、浩助や柏木一郎、そして野次馬たちはすごすごと被服室を出ていってしまう。

　さて、自分はどうしたものか……。

　健児は思案する。確かに今の状況では自分も部外者だ。しかし超科学部は生徒会から梶の葉姫祭りへの協力を依頼されており、まったくの無関係というわけでもない。

　それになんと言っても梅花の問題もある。思いがけない事が起きて、命令受付状態になる可能性もあるのだ。

「え～～と、俺は……」

　そう言いかけた健児に絲織が一瞥をくれたかと思うと、すぐさま視線を逸らせてしまう。

　あぁ、やっぱり嫌われてるなぁ……。健児はため息をついた。

　先程の粒子との会話もあって、照れた絲織が視線を逸らせたなど、健児は夢にも思わない。これではこの部屋にはいられないようだ。健児は被服室から出ていこうとする。

　それに気付いた絲織は振り返り、何か言いたげな顔をするが、ちらりと梅花に視線をやると黙り込んでしまった。

「え、行っちゃうの？」

　そう言う梅花は少し不安げに見える。

「ん、まぁ。一応、俺は部外者だから……」

　健児はそう答えて梅花と絲織を交互に見た。

　せっかく超科部を巻き込んだんだから、ここはちゃんと残って貰わないと駄目じゃないの。何をやってるの、絲織！

　絲織は密かに自分を叱しつ責せきするが、なかなか健児に声を掛ける事ができない。そうこうしている間に健児は被服室から出ていってしまった。

「それじゃ、私もこの辺で」

　そう言うと健児に続いてパティも被服室から出ていこうとする。パティの言葉に振り返った絲織の視線を、自分への問いと解釈したのか真実が口を開く。

「あぁ、私は玖鈴さんの保護者だから。彼女は、ほら。この前、見み戸と川がわに落ちただろう？　後遺症というわけでもないんだが、ちょっとまだ精神的に不安定になる事があってね……。おっと、そうだ。荒城くん。ちょっと待ってくれ」

　何か思い出したように真実はそう言うと、被服室を出ていった健児を追いかけていく。被服室のすぐ外で健児を捕まえた真実は、側にパティしかいない事を確認してから声を潜ひそめて言った。

「なにかあったら私の方から君に連絡する。携帯の電源は入れておいてくれ。それと君の護衛にはパティさんに付いて貰う事にした」

「俺の護衛？」

「最近、なんか君がついてないという話が気になってな。まぁ用心に越した事はない」

「それに何かあった場合、双方に護衛が付いていた方がいいでしょう」

　パティもそう補足する。そんな二人をじろりと見て健児は言った。

「なにかあるって言うんですか？」

　そう言う健児の背中をポンと叩いて真実は笑う。

「用心だって言ってるだろう。それに荒城くん。一つ、お願いなんだが……」

　真実は背後から感じる視線に苦笑いしながら健児に目め配くばせする。

「玖鈴さんに一声掛けてやった方がいいぞ。その方があの子も安心できる」

「え……？」

　健児はいささか狼ろう狽ばいしたようだ。真実の肩越しに目をやると、梶の葉姫の衣装を着た梅花が頰を膨らませてこちらを睨にらんでいるではないか。

「いや、その。俺は……」

「今さら照れる事はないでしょう？」

　冷さめた表情だが、そう言うパティの口調は明らかに面白がっている。

「別に照れているわけじゃ……」

　反論しかける健児に真実が囁ささやく。

「精神的に安定した状態の方が、『普段通りの玖鈴梅花』として行動できるんだ。君もそれは分かっているだろう？」

　そう言われてようやく健児も踏ん切りが付いたようだ。視線を泳がせながらも、被服室の中へ入ると梅花の方へと歩み寄っていく。

　少し梅花から距離を置いた絲織が、複雑な視線を自分に送っている事に気付かぬまま健児は言った。

「ええと、その……。梶の葉姫の練習、頑張れよ」

　視線を梅花から逸らせたままで健児はそう言った。

「頑張るも何も、ただの練習よ。そうでしょ、生徒会長？」

「え、ええ」

　やにわに梅花から水を向けられ、絲織は反射的にそう肯いてしまった。

「ほら、生徒会長もそう言ってるでしょ。今さら心配する事はないんだからね。さっさと行った行った」

「そうか、梅花がそう言うんなら……」

　しっしと手を振る梅花に追い出されるように健児は被服室を出ていく。しかし絲織は、そんな梅花に満ち足りたような笑みが浮かんでいる事に気付いてしまった。
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「愛まな花かちゃ～～ん！」

　背後から愛花を呼ぶ声がした。バスケットを抱えた愛花が振り返ると、そこには制服姿の白さ弓ゆみがいた。白弓と愛花は梅もい花かの快かい気き祝いわいパーティーで顔を合わせており、それなりに親しい仲だ。

「今日はどうしたの？　配達かしら」

　私服姿の愛花が手にしたバスケットを見た白弓は歩み寄りながらそう言った。

「ええ、今日はお姉ちゃんが梶かじの葉は姫ひめの練習をするんで差し入れに行くんです」

　愛花の持っているバスケットには、コーヒーの保温ポットにホットサンドが入っている。

「あぁ、そういえば玖く鈴りんさんそんな事、言ってたわね」

　教室で健けん児じと梅花がそんな話をしていたのを白弓は思い出した。

「それで蘇す芳おうさんは、これから帰りですか？」

　それにしては白弓が現れたのは学校とは反対側の方向だ。

「私もこれから学校に戻るところ。ほら、私は梶の葉姫祭りの時、舞まいを奉ほう納のうするでしょ？　だからそのスケジュールの確認で、一旦、家に戻っていたんだ」

「そうなんですか、じゃあ学校まで一緒ですね」

　そんな事を言いながら愛花と白弓は殻から間ま高校へ向かって再び歩き出した。

「でも蘇芳さんも梶の葉姫役の候補だったんでしょ？　ちょっと見たかったなぁ、お姉ちゃんと一緒にやれば良かったのに」

　そう言う愛花に白弓は少し笑う。

「う～～ん、ちょっと残念だけど。ご先祖さまからずっと伝わってきている事だし、舞の方もおろそかにはできないものね。それに玖鈴さんなら、安心して任まかせられると思うから」

「そうかなぁ」

　そう言うと愛花も白弓に笑い返した。

「お姉ちゃん、あれで結構ドジだから。またヘマやって雪見大福にならなきゃいいんだけど」

「雪見大福？」

　怪け訝げんな顔の白弓に愛花は笑って言った。

「えへへ、うちのお姉ちゃん。落ち込むと雪見大福になるんです♡」

「はぁ……？」

　白弓は不思議そうな顔のまま肯うなずいた。




「ええと、四五度ってこれくらいですか？」

　頭を下げながらそう尋たずねる梅花に絲し織おりは言った。

「そうね、もうちょっと下げてちょうだい。それから背中が曲がってるわよ。あと足は揃そろえるように」

「はいはい」

「はいは一回で」

　絲織の言葉に梅花は憮ぶ然ぜんとした顔をしてみせるが、横で見ている冴さえや優ゆう香か、そして真ま実さねたちは笑いを嚙かみ殺していた。練習が始まった頃からずっとこの調子なのだ。

「もう、笑う事ないでしょ。あぁ～あ、でもこれは確かに骨だわ。去年誰もやりたがらなかったというのも分かるわねえ」

　そうぼやく梅花に絲織は嘆たん息そくする。

「歩き方もなってないし、挨あい拶さつ文ぶんの読み方もこれからなんだけど。まぁ、まだ時間はあるから、一休みしましょうか」

「さすが生徒会長！　なんか飲みますか？」

　そう言うと冴は買ってきた缶入り飲料やお菓子を机に広げる。梅花は被服室の黒板の上に掛かっている時計へと目をやった。

「あ、ちょっと中途半端になっちゃったかな。そろそろ愛花が差し入れ持ってきてくれる時間だ」

　その話を耳ざとく聞きつけた絲織が口を挟む。

「じゃ、じゃあ超ちよう科か学がく部ぶの人たちも呼んできたら。あちらの人たちも梶の葉姫祭りで残って貰っているんだから、い、い、一緒にお茶でもしましょう」

　なぜかそう言う絲織の声が緊張したように震えていた。梅花はきょとんとした顔で絲織を見ていたが、それに構わず冴と優香が反応した。

「そうねえ、みんな一緒の方が楽しいし。じゃあ私、呼んできます」

「あ～～、私も行く～～！」

　被服室を出ていった冴を優香が追いかけていった。

「えっと、あたしも……」

　言いかけたものの、この格好では廊下を歩くのも一苦労と気がつき、梅花は後の言葉を飲み込んだ。

「生徒会長がそう言ってるんだ。一休みしよう」

　真実はそう言うと、一緒に残っていた被服部の部員と共に、冴が置いていったお菓子の袋を開け始めた。

　ふぅと一息ついて、座る場所を探していた梅花に、絲織が椅い子すを勧めた。

「その格好じゃ大変でしょ。楽にしていいわよ」

「あ、すいません」

　見た目は華やかだが、着ている方は重労働だ。梅花は絲織から勧められた椅子に腰掛けた。そんな梅花を見て絲織は少し笑う。

「大変よねぇ、私も練習している時は、やらなきゃ良かったと思っていたわ」

　つい今しがたまで厳しい口調で指導していた絲織に梅花は意外そうな顔をする。

「生徒会長さんもそう思っていたんですね。なんか少し安心しました」

　そう言って笑う梅花に絲織も笑みを返して手近の椅子に座った。そしてそのまましばし何事か思案してから、慎重に言葉を選びながら絲織は尋ねる。

「ええと、そのぉ。玖鈴さん。別に他意はないんだけど……」

　そんな二人の様子に、真実が悟さとられぬよう視線を送っている。絲織の言動によってはいつ梅花が命令受付状態にならないとも限らないからだ。

「あの、実は……。荒あら城きくんの事なんだけど……」

　恐る恐るその名前を出した絲織に、梅花はハッとして言った。

「あ、御ご免めんなさい。健児も悪いと思ってるみたいなんですけど、なんかなかなか言い出せないみたいで」

「……え？」

　今度は絲織が意外そうな顔をする番だった。

「あの、何のお話かしら？」

　尋ねる絲織に梅花は視線を逸そらせながら答えた。

「ええと、そのぉ。この前、健児が纐こう纈けつさんのスカートの中、覗のぞいちゃった事なんですけど……」

「あ……」

　頰ほおにパッと朱しゆを散らすや、絲織は梅花から顔を逸らせてしまった。

「すいません、健児も反省してるみたいなんで許してやって下さい。あ、別にあたし、健児から謝あやまってくれって頼まれたわけじゃないんで。何て言うか、その健児は優柔不断なところがあるから。もうちょっとはっきりすればいいんですけど……」

　まだ絲織が怒っていると思ったのだろう。梅花は慌てて釈しやく明めいした。絲織は顔を逸らせたまま、こほんと一つ咳せき払ばらいをしてから梅花の方へと向き直る。その表情はいつもの生徒会長、糸いと偏へんの君きみと呼ばれる冷静なあの顔だった。

「別に気にしてませんから」

　口調は普段と変わらないが、そう答えるまでの十数秒間に絲織の中でどんな葛かつ藤とうがあったのか梅花には知るよしもない。

「そ、そうですか。それならいいんですけど……」

　まだ怒ってるのかな？　そう考える梅花に絲織は続けて言った。

「ええと、玖鈴さんは荒城くんとは親しいようだけど……」

　やばい!?　梅花は少し慌てる。絲織自身が言い寄る男子を片かたっ端ぱしから振っているという話は有名だ。それから察さつするに絲織個人が男女交際には否定的なタイプなのだろう。そう早はや合が点てんした梅花はまたもや釈明する羽目になった。

「あ、はい？　別にあいつ、いえ健児とは家が隣同士の幼なじみというだけですから。色々と噂うわさしてる人たちもいるようですけど、別にそんな事はないですから」

「ほんと？」

　鋭い視線を投げかける絲織に、梅花は戦々恐々になりながらも肯く。

「え、ええ。はい、もう全然！　こっちが迷惑してるくらいです!!」

「それは……。まぁいいわ」

　何か言いかけた絲織だが、その後の言葉は飲み込んでしまった。重ねて追及される事はなさそうだ。そう思った梅花はほっと胸をなで下ろす。もしもさらに突っ込まれたら、命令受付状態になりかねない。側に真実がいるとはいえ、そうなったらまたややこしくなりそうだ。

　まったく、健児の奴ったら……！

　梅花は内心、健児にぶつくさと文句を言う。

「……さん、玖鈴さん？」

　そのおかげで絲織の呼びかけに気付かなかったようだ。何度か名前を呼ばれて梅花はようやく顔を上げた。

「なにか飲む？　ミルクティーにオレンジ。ミネラルウォーターもあるけど」

　目の前にはペットボトルと缶入り飲料を手にした絲織がいた。真実が開けた飲み物を持ってきてくれたらしい。

　時々ぼんやりするのは、やっぱり魄はく型がた化の影響なのかな。そう考えながらも梅花は答えた。

「ええと、もうすぐ従い姉と妹こが差し入れを持ってきてくれるはずなんで。そうですね、ミネラルウォーターでも」

「じゃあ、こちらで……」

　ペットボトルを差し出しかけた絲織はハッとして手を止める。季節はそろそろ梅つ雨ゆ入り間近。今日も雨こそ降っていないが、湿度はかなり高い。買ってきたペットボトルの表面は露でびっしりと濡ぬれていた。

「衣装を汚しちゃ困るわね。これでいいかしら？」

　そう言うと絲織は制服のポケットから出した真ま新あたらしいハンカチでペットボトルを包んで梅花に渡した。

「すいません……」

　何気なく受け取った梅花だが、そのハンカチの図柄を見てちょっと意外そうな顔になった。

　人気の動物キャラがピンクの生地に印刷されているもの。高校生が使うにしては、いささか子供っぽい。中学生の愛花でもどうかと思うほどだ。

　梅花が意外そうな顔をしている理由が分からずにいた絲織だがその理由に気付くと頰を赤らめて慌てる。

「あ、あの。それはちょっと……。ええと」

　何か言い訳しようと思ったのだがうまい理由が思いつかない。

「結構、可か愛わいいもの好きなんですね、何かホッとしました」

　笑いながら梅花がそう言うものだから、絲織としても言い訳する意味がなくなってしまう。

「そういえば蘇芳さんが言ってましたよ。纐纈さんは意外と面白い人だって」

　ペットボトルの蓋ふたを開けながら梅花がそう言った。その言葉に絲織が少し笑うだけだったのも梅花には意外だった。

「もう、白弓ったら。仕方ないわね」

　ふ～～ん……。纐纈さんって、本当は割わりと付き合い易やすい人なのかも。梅花はそう思う。それは絲織の方も同様だった。

「蘇芳さんとは子供の頃からの友達なんですか？」

　できれば健児と梅花との仲が、本当はどうなのかという事も、もう少し詳しく聞き出しておきたい。そう思った絲織は梅花に肯いた。

「ええ、何でもご先祖様が蘇芳神社の氏うじ子こだったそうよ。その関係もあって、うちには昔、蘇芳神社にあった古文書が保管してあるの」

「へえ」

　何気なく相づちを打ったつもりの梅花だが、絲織はそれを好機と受け止めたようだ。

「結構、面白いものもあるわよ。昔の地図とか、絵え巻まき物ものとか。それにお呪まじないの本もたくさんあるの」

「お呪いですか？」

「ええ、家内安全や商売繁盛とか。それに恋愛成じよう就じゆのお呪いもあるわよ。良かったら教えてあげるわ」

　梅花が健児に気があるなら、恋愛成就のお呪いに興味を示してくるのではないか。絲織はとっさにそう考えたのだ。

「え～～、お呪いで恋愛成就ですか？」

　しかし梅花は興味を示すどころか、あからさまに引き気味で苦笑を浮かべてみせた。

「う～～ん、全然興味がないと言えば噓になりますけど……」

　奥歯に物が挟まったように言葉を濁にごし、ペットボトルのミネラルウォーターを一口呷あおってから梅花は続けた。

「なんていうか、あたし……。そういう風に、得え体たいの知れない力で人の心を自由にするっていうのはあんまり好きじゃないです」

「……え？」

　絲織にしてみれば梅花の返答は完全に虚きよを突かれたものだった。ごく自然にお呪いに興味を持ち、実行してきた絲織にしてみれば、それが得体の知れない力などと考えた事はなかったのだ。

　一瞬、絲織の面おもてが強こわ張ばるのを見て梅花は失言だったかと戸と惑まどう。

「ご、御免なさい。ちょっと失礼でしたね」

「いいのよ。別に気にしていないから」

　絲織はそう言うが、その口調はどこか堅い。もっとも絲織は梅花に怒りや失望を覚えていたわけではない。

　そうか、得体の知れない力か……。言われてみれば、その通りかもね。

　絲織が失望を覚えたのは、健児に告白できない自分自身だったのだ。

「あなたの言う事ももっともね、玖鈴さん。やっぱり最後は自分で何とかしないと……」

　笑い返す絲織に梅花もほっとして答えた。

「でも全然興味がないわけじゃないですから、良かったら成績が良くなるお呪いとかあったら教えて下さい」

　その言葉に絲織は笑う。

「もう、得体の知れない力で成績を上げるのはいいわけ？」

「ええ、まぁ……」

　良かった。機嫌直してくれたみたいだ。梅花はホッとして笑う。

　その時だ。絲織は妙な感覚に襲おそわれる。まるで何か声にならぬ声が耳元で囁ささやくようだ。風が耳元を吹き抜ける音のようにも聞こえる。しかしその音は不気味な声のように絲織に語りかけてきた。

『宜よろしい。その願い聞き届けた』

　確かにそう聞こえた。絲織は周囲へと視線を巡めぐらせるが、すぐ側にいる梅花も含めて誰もその声を耳にしていないようだ。

　気のせい？　絲織がそう思った時だ。今度は校庭の方から女の子の悲鳴が聞こえてきたのだ。

「[image: ]ゃ～～～～～ッ!!」

　その声にいち早く反応したのは梅花だった。

「愛花!?」

　座っていた椅子から立ち上がりかけた梅花だが、その行動は途中で停まり、梅花の顔から表情が消えた。絲織に冴と優香、そして被服部員たちは校庭が見渡せる窓へ駆け寄り、その異変には気付かなかったが、真実はいち早く梅花の元へ駆け寄る。

「玖鈴さん、大丈夫か？」

　声を掛けても無駄とは分かっている。しかし気が動転した梅花を介かい抱ほうする振りをして真実は自分の携帯電話を取り出した。

「なに、あれ？　野の良ら犬いぬかしら」

　被服室は校舎の三階。校門の所まで校庭全体が見渡せる。その校庭の一角を指さして被服部員の一人が声を上げた。

「犬かなぁ？　犬にしては何か変じゃないの」

「楸ひさぎ先生、校庭で……。玖鈴さん、どうしたんですか？」

　振り返った絲織は、ぼんやりとした無表情のまま、真実にだき抱えられている梅花にようやく気付いた。

「ああ、ちょっとな。事故の後遺症が出たらしい。大したことはないと思うが……。荒城くんに薬を預けたままなんだ。すぐに彼に来て貰おう」

　携帯を手にする真実に絲織は校庭の方へと視線を戻して言った。

「でも荒城くん、野犬に襲われた子を助けに行ってるみたいなんですけど」

「助けに？　一体なにが……。あ、荒城くんか？　玖鈴さんの件なんだが……」

　絲織に答える途中で健児が携帯に出た。だが真実の言葉を遮さえぎり、切せつ迫ぱくした口調で健児は言った。

「いま行きます!!　でもいま愛花ちゃんが妙なものに襲われて……」

「妙なもの？　なんだ、それは。人間か、動物か？」

　パティが健児と一緒にいるから大事には至らないだろうとは思いつつも、真実は携帯電話の向こうにいる健児に聞き返した。

「ええ、なんか犬くらいの変な……。あ、あれ……!?　お坊さん……？」

「……は？　坊主がどうしたって？」

　健児の口から出た思わぬ単語に真実が首を傾かしげた。




「あ、お兄ちゃんだ！　お兄ちゃ～～ん!!」

　校門のすぐ手前。その姿に気付いた愛花が声を上げて空あいている方の手を振った。ちょうど折良く健児たちが、仮設プラネタリウムが設置される食堂を出て、渡り廊下を校舎へ戻っていくところだったのだ。

　駆け出した愛花が白弓より先に校門をくぐった。その時だ。白弓は奇妙な感覚に襲われた。

　なに……？

　思わず足を止め、周囲を見回す。その視線は知らぬ間に学校の裏にある実み山やまへと向けられた。しかし実山には異変は見られない。

　愛花の方へ視線を戻した時だ。学校全体が細い光の糸に包まれたかのように見えた。次の瞬間、その光の糸が宙に舞い上がり、健児の方へ駆け寄っていく愛花の背後で一つに固まり始める。

「愛花ちゃん!?」

　緊張した白弓の声に愛花が振り返る。その目に自分の背後にいる、奇妙な物体が飛び込んできた。

　大きさは中型犬ほど。校庭を素す早ばやく移動してくるさまは、確かに犬かあるいは少し小さなイノシシと見えない事もない。校庭を蹴けり立て砂煙を上げているものの、足音のようなものはまったく耳に入らない。鳴き声、唸うなり声も聞こえない。ただ強風に木この葉はがこすれ合うような、ざわざわという耳みみ障ざわりな音が近づいてくるだけだ。

「愛花ちゃん、逃げて！」

　ただごとじゃない。そう察した白弓は愛花に叫んだ。愛花も身の危険を感じたようだ。慌てて健児の方へと逃げ出す。そんな愛花に声を掛け、反射的に健児が駆け寄っていく。

「愛花ちゃん、こっちへ!!」
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　なにやら今ひとつ気の抜ける悲鳴を上げ、愛花は健児の方へ急ぐが、その後を追いかけてくる奇妙な物体は、すぐ間近まで迫っていた。

　その時だ。白弓の背後から呵か々か大たい笑しようする謎の声が響ひびいた。

「わははははははははは!!」













　白弓の横をさっと三つの人影が駆け抜ける。その人影は瞬く間に奇妙な物体へと接近するや、それをぐるりと取り囲んだ。

　ジャンと言う金属が触れ合う軽快な音と一つの影が薄はく暮ぼに舞った。

「怨おん敵てき退たい散さん!!」

　先程の笑い声と同じ声だ。手にした杖つえのようなものを振り上げ、着地と同時に振り下ろした。再び金属が触れ合う音がしたかと思うと、愛花を追いかけていた奇妙な物体は、まるで煙のように消え失せてしまったのだ。

「えっと……、お坊さん？」

　暮れかけた陽射しの中ですっくと立つその姿に、白弓はあとの言葉を失いそうつぶやくだけだった。




「お坊さん……？」

　呆ぼう然ぜんとしてそうつぶやく健児の横では、パティが制服の下から出しかけていたナイフをしまい直していた。

「そう、お坊さんだ！」

　健児の声が聞こえたのだろうか。奇妙な物体を錫しやく杖じようの一撃で消し去った、あの雲うん水すいがくるりと振り返り、一礼してから言った。

　笠の下から覗く顔からするとまだ若い。健児と同じくらいの年頃だろうか。

「時代はお坊さん！　諸しよ行ぎよう無む常じよう、色しき即そく是ぜ空くうを知り尽くしたお坊さんこそ、現代日本に求められる理想の男子！　このように怨敵退散もお任せあれ！　わははははは!!」

　ぽかんとする健児たちの前で、その雲水は無駄にさわやかに笑った。

「あ～～、さっきのかっこいいお坊さんだ」

　雲水を指さして優香が言った。その優香に冴も肯く。

「そういや、そうだ。ええと何だっけリュウスイだっけ、ウンリュウだっけ？」

「それを言うなら、雲水だろう。雲水。しかし今のは何だったんだ。犬やイノシシにしてはなんか変だったし、新手のＵＭＡユーマか？」

　そんな事を言う粒たま子この白衣の下からは、何か怪しげな機械が覗いていた。どうやら護身用に持ち歩いていた妙な発明品を投入する寸前だったようだ。

　それに気付いたのはパティだけ。威い嚇かくするように自分へ一いち瞥べつをくれるパティに、粒子は意味ありげににやりと笑い返すだけだった。

「お兄ちゃ～～ん!!　恐かったよ、なにあれ？」

　半べそを掻かきながら愛花が健児に抱きついてきた。

「それにしても、なんでお坊さんが……」

　そんな健児の横で浩こう助すけも首を傾げるだけだ。

「この辺にお寺なんてなかったよなぁ」

「雲のごとく水のごとく流れゆくのが雲水。この度は周囲に只ならぬ気け配はいを感じ待機しておったところ、こうなった次第」

　若い雲水はそう言いながら健児たちの方へ歩み寄ってくる。

「おお、失敬。名乗るのを忘れておりましたな。拙せつ僧そう、なにを隠そう……」

　下ろしかけた笠の下から長い髪が見えた。その時だ。突然、一陣の突風が吹き付けて来たのである。

「おっと……」

　笠が飛ばされそうになり、雲水の髪に引っかかる。その髪が妙な具合にずれたように健児には見えた。その途端、雲水の顔が強張る。

「す、すまぬ！　急用を思い出した、挨拶はまた後日……。算さん念ねん、与よ念ねん、行くぞ!!」

「あ、待ってください。弾だん指し殿！」

　慌てて笠を被かぶり直すと、若い雲水は踵きびすを返すや、現れた時と同様、あっという間に校門から駆け出して行ってしまった。

「……なんだ、ありゃあ」

　健児も絶ぜつ句くするしかない。

「荒城くん、今の人たち……」

　雲水たちが駆けていった方へ目をやりながら、白弓が小走りに近づいてくる。

「あぁ、変なお坊さんたちだったな……」

「おい、荒城くん。坊主がどうしたって？　それよりも玖鈴さんが……」

　携帯から聞こえてくる真実の声に、健児は我に返った。

　そうだ、梅花が……！

「御免、ちょっと梅花の様子がおかしいみたいなんだ。先に被服室に戻ってる」

　白弓や愛花にそう言うと、健児は校舎へ入っていった。




「ふう、事なきを得たな」

　髪と笠を直して弾指は胸をなで下ろした。

「まったく、毎度こんな羽目になるのでしたら、我らと同様にすればよろしいではありませんか」

　そういう算念は呆あきれ顔だ。

「言うな、算念。お坊さんにも世せ間けん体ていというものは必要であろう」

「時に弾指殿、先程のあの物ものの怪け。一体なんだったのでしょうか」

「うむ」

　与念の言葉に弾指は首しゆ肯こうしてしばし黙もつ考こうする。三人がいるのは学校の側にある立木の影。今のところ人通りはない。

「それほど邪悪な気配は感じなかったが、何やら怪しげな術法の所しよ行ぎように間違いあるまい。問題はその術法を仕掛けたものと、その目的だな」

　弾指のその言葉に算念と与念は顔を見合わせてから重ねて尋ねた。

「するとキ術じゆつとやらにございますか？」

「いや、私も実際のキ術にはお目に掛かった事がない。しかしキ術は人の心や生命を操る術法と聞く。邪悪な気配はなかったものの、あの物の怪、あの少女を襲おうとしていたようだ。キ術なら直接、危害を加える事はあるまい」

「では何者が……」

　算念の言葉には直接、答えぬまま、弾指は頭を巡らせる。その視線の先には木こ立だちの影から見える実山があった。

「もうしばらく、この学校を見張っていた方が良いかも知れんな」




「落ち着け、梅花。愛花ちゃんは大丈夫だから」

　ちりんとハンドベルを鳴らし、そう命じてから、健児はこんな曖あい昧まいな内容で大丈夫だろうかと気を病やんだ。しかしそれは杞き憂ゆうに過ぎなかったようだ。

「Gern. 落ち着きます」

「落ち着けるのか」

　側にいた真実はさすがに苦笑するしかない。

　仮面のような無表情だった梅花の面に感情が戻る。周囲を見回し、側に健児と真実しかいない事に気付いた梅花は、優雅な動作で梶の葉姫の衣装をつまみ裾すそを持ち上げる。そして何をするのかと怪訝な顔をしている健児の向むこう臑ずねに、見事なまでのローキックをお見舞いした。

「なんでさっさと命令しに来ないのよ!!」

「全然、落ち着いてないな」

　そんな梅花と向こう臑を押さえる健児を見やりながら真実は小首を傾げてみせた。

「落ち着いてます！」

　真実に言い返す梅花に、改めて健児が説明する。

「だからさ、愛花ちゃんの悲鳴は聞いていたんだろう？　なんか妙な動物だか、怪物だかが襲ってきたんだよ」

　真実は被服室の側にある教室に梅花を運び込み、そこに健児を呼んだのだ。絲織や被服部員たちは訝いぶかしんだものの、正体不明の奇妙な物体に襲われた愛花の面倒を見ている。

「怪物？」

　健児の説明に梅花は露ろ骨こつに疑わしげな視線を向ける。

「いやぁ、他に説明しようがないんだよ。犬か小型のイノシシくらいの大きさなんだけど、動物という感じでもなくて。そうだなぁ……、細いロープか糸が絡み合ったような感じで……」

　一生懸命説明しようとする健児だが、なかなかうまく表現できず髪を掻く。

「写メとか撮っていないのか？」

「いや、突然だったんで。俺も冴たちもそこまで気が回らなくて……」

　真実に問われた健児は頭を振って答えた。

「役に立たないわねえ」

　呆れ顔で梅花がそう言う。

「ところで坊主がどうしたとか言っていたな。その坊主が怪物を追い払ったという事か？」

「ええ。なんかいきなり現れて、いきなり去っていきました」

　尋ねた真実の方へ振り返り健児は肯いた。

「怪物をやっつけたのは、俺と同じくらいの歳のお坊さんでした。雲水って言うんですか？　旅のお坊さんの格好をしてました」

「雲水ねえ……」

　おとがいに手を当てて真実は考えた後、自分の頭を指さして健児に尋ねた。

「その坊主、剃てい髪はつはしていたか？　髪は刈っていたんだろう？」

「いえ、その若いお坊さんは丸坊主どころか、結構、髪は長かったはずです。ロン毛というか、ちょっとナルシスト入ってるって言うか」

「ロン毛でナルシストのお坊さんって何の罰ゲームよ」

　その説明に梅花は呆れるものの、事実だから健児としてもいかんともしがたい。

「剃髪してないとなると、違うか。まぁ理事会の連中にも確認しておくとしよう。しかし怪物との関係が分からんな。とにかくしばらくは注意しておこう」

　真実がそう言うのを待っていたかのようだ。教室の戸が開き、愛花が飛び込んでくる。

「お姉ちゃん、大丈夫!?」

　事故の後遺症が出たと説明を受けていた愛花が心配して来たようだ。

「あ～～、平気平気。別に後遺症でもなんでもないから。ちょっと気が動転しただけよ」

　笑い返す梅花に愛花もホッとしたようだ。

「そう、それなら良かった」

「それよりもなんか変な動物に襲われたんだって？　怪け我がとかしなかった？」

「うん、平気だよ。なんか変なお坊さんがやっつけてくれたの。でもなんだったのかな。あれ」

「野良犬か何かにロープが絡まって、外見が大きく見えただけなんじゃないのか？　さもなきゃうり坊ぼうかなにかだろう」

　笑いながらそう言う真実に愛花は首を傾げる。

「そうかなぁ……？」

　しかしそれ以上は詮せん索さくする気もないようだ。梅花の方へ視線を戻すと歓声をあげた。

「それ梶の葉姫の衣装でしょ？　すご～～い、やっぱりよく似合ってるよ。お姉ちゃん!!」

「そう？　アクセサリーはまだなんだけど、これだけでも全然いけるわよねぇ～～♡」

　ノリノリの様子で梅花はくるりと一回転してポーズを取る。

「そうだ、写真頼まれていたんだっけ。向こうの教室、行こう!!」

　愛花は梅花の手を引いて、教室を出て被服室の方へ向かっていった。

　とりあえず大事には至らなかったか。胸をなで下ろして廊下に出た健児だが、被服室の前で粒子とパティが何やらやり合っているところに出くわしてしまった。

「それで、パティちゃんよ。あの妙ちきりんな化け物は一体なんだったんよ？」

「さぁ？　野犬か何かに枯れ草でも絡まっていたんじゃないですか」

　パティはすまし顔でそう答えた。しかし粒子はパティが他に何か隠していると悟ったようだ。

「ふふふふふ、まぁいい。今日はそういう事にしておこう。だが厄やつ介かい事ごとがあったらいつでも声を掛けてくれ。トラブルはインスピレーションを刺激してくれるからな！」

　粒子はそう言うと被服室に入っていってしまった。

「……私、あの人苦手です」

　さしものパティも粒子のノリには閉へい口こうしているようだ。

「まあ、悪い人じゃあないんだけどなぁ」

　そう言いながら健児が被服室の戸を開けた時だ。ちょうど中から出てこようとした絲織とばったり顔を合わせてしまった。

　まだ絲織が怒っていると思っている健児にしてみれば非常に気まずい状態だ。

「あ、あの～～」

　健児が言葉を選んでいるうちに、絲織はサッと視線を逸らせてしまった。

「玖鈴さんの調子が悪いようですから、今日の練習はこの辺までにしておきましょう」

　絲織は健児の顔を見ないようにしてそう言った。

「白弓の方のタイムスケジュールも確定したようなので、玖鈴さんの体調が良ければ明日、そのすりあわせもかねて練習と準備をしたいと思います」

「あ、はい……」

　……なんで、俺にそんな事を言うんだ？　訝りながらも健児は絲織の言葉に肯いた。

「え～～、生徒会長。折角、差し入れが来たんだからお茶してかない～～？」

　被服室の中から浩助が軽い口調でそう言ってきた。

「まだお菓子も飲み物も沢山残ってるわよ～～」

　そう言う冴は机の上に愛花が持ってきた差し入れのホットサンドとコーヒーを広げていた。その向こうではデジカメを手にした愛花が、梶の葉姫姿の梅花を撮影しているところ。見ていた被服部員たちも携帯のカメラを向け始め、ちょっとした撮影会状態だ。

「もう、ここは喫茶店じゃあないんですからね」

「でも絲織さん。せっかく愛花ちゃんが持ってきてくれたんだし、いただいちゃったらどうです？」

　白弓も絲織にそう勧めた。

「まぁまぁ、そう堅い事を言うな。纐纈さん。折角、差し入れをしてくれたんだ。このままというのも勿もつ体たいないだろう」

　後から来た真実が、ポンと絲織の肩を叩きながらそう言った。

「それは、まぁそうですが……」

　今ひとつ煮え切らない様子の絲織は、健児の方へ一瞥をくれる。まだ怒っているのかと健児は身を固くしたが、絲織はくるりと振り返ると言った。

「そうですね。折角、持ってきてくださったんだから、冷めないうちにいただいてしましょう。でもこれは今回だけの特別ですからね」

「わ～～い、それじゃみんなでお茶だね」

「お茶……」

　優香の何気ない言葉に、絲織は再び健児へと視線をやった。しかし健児は絲織のその視線に気付く事はなかった。




「怪物？」

　その日の夜、舞の練習をしている合間に、白弓は夕方学校で起きた出来事を白矢に話した。

「ええ、楸先生は犬かうり坊に枯れ枝やロープが巻き付いて大きく見えたんじゃないかって言ってるんだけど。それでね、突然、現れたお坊さんがそれを追い払ってくれたの」

　その言葉に白矢は表情を強張らせるが、それを白弓に悟られぬよう、カウチにもたれかかった。

「ふ～～ん、変な話だね。そのお坊さんって、尺しやく八はち吹いてる虚こ無む僧そうとか。時代劇に出てくるみたいなそんな感じ？」

　冗談めかした誘いをかけた白矢の思おも惑わくに、白弓はまんまと嗔はまってしまう。

「もう、本当にあったんだからね。白矢ちゃん。助けてくれたお坊さんは、虚無僧じゃなくて、雲水よ。笠かぶって、修行の旅をしているお坊さんの事」

「その人って……」

　言いかけた言葉を白矢は飲み込んだ。自分たちの父と同年代かどうか確認したかったのだが、さすがにそこまで詮索すれば姉もおかしいと思うだろう。しかし白弓は自分からその白矢の疑問に答えてくれた。

「荒城くんが言うには私たちと同じくらいの歳で、それに髪も長かったらしいわよ。確かに変と言えば、変よねえ。皐さつきさんたちは、最初、ＴＶか何かのロケでタレントさんがお坊さんの格好してるだけと思ったらしいけど、それも分かるわね」

「へぇ～～」

　気のない生返事を装いながら、白矢は懸けん命めいに考えを巡らせていた。

　あの時、私に話しかけてきたお坊さんとは違うみたいだ。でも同じ宗派という事は考えられるなぁ。それに問題は姉貴が見たっていう、怪物だけど……。

「う～～ん、全然分っかんないなぁ～～」

　側にあったクッションに顔を埋め、髪を掻きむしりながら白矢はそう嘆なげいた。しかし白弓は妹のその言葉を、舞の練習に対するものだと早合点したようだ。

「駄目よ、白矢ちゃん。もうすぐなんだから、ちゃんと練習しないと」

「はいはい」

　とりあえず向こうにも聞いてみるか。そう考えた白矢はカウチから立ち上がり、舞の練習の続きにかかった。




「ええ、私は遠くから見ていただけだし、何が起きたのかよく分からないわ」

　絲織は携帯電話の向こうにいる相手にそう答えた。

「でもお坊さんが錫杖を突き立てた瞬間、その変な物は消えちゃったから、犬やイノシシというのは考えにくいわねえ。でも周りをお坊さんたちが囲んでいたから、校庭にいた人たちからはよく見えなかったかも知れないわね」

　話の内容とは無関係に、その声はどこか弾はずんでいるようにも聞こえる。電話の相手もそれには気付いたようだ。

「なあ、姉ちゃん。ひょっとして何かいい事あったのか？」

「え……、な、なに言ってるのよ。白矢。別にいつも通りよ」

　絲織は携帯電話の向こうにいる白矢にそう答えた。白矢は舞の練習の後、白弓から聞いた事が気になり、絲織にも電話をかけてきたのだ。

「えっと。ただ、ほら。玖鈴さんの妹さんが差し入れ持ってきてくれたって言ったでしょう？　だからその後、ちょっとお茶会みたいになっちゃって……」

「はいはい、愛いとしの荒城くんとお茶しちゃいましたって事ですか」

　電話の向こうで白矢は呆れているようだ。

「べ、別に二人きりでお茶したわけでもないし、白弓だって一緒にいたし。それくらい高校生になれば普通なのよ。白矢も高校生になれば分かるわよ」

「普通なの？」

「普通です！」

　自分でも不思議に思うくらいむきになって絲織は反論した。

「でも新しいお呪いの効果はあったという事ね。古文書によると、一日ごとに運気を充じゆう嗔てんしていくみたいだから、明日も何かあるかも……」

　思わずそんな事を口走ってしまい、絲織は頰が熱くなるのを感じていた。

「姉ちゃん、新しいお呪い試したんだ」

「うん、ちょっと大がかりなのをね」

　携帯を肩と頰で挟み、白弓にそう答えながら、絲織は器用にノートＰＣのキーボードを叩いていた。携帯の使用が禁止されている事もあり、お堅いイメージがまかり通っている生徒会長としては、絶対学校内では見せられないポーズである。

「どんなの？」

「秘密♡」

　絲織は間かん髪はつを入れずにそう答えた。梅花や愛花、冴たちも一緒だったとはいえ、健児と一緒にささやかなお茶会を楽しめた事で胸がいっぱいだったのだろう。正体不明の怪物や、それが現れる直前に聞こえた謎の声を、自分が仕掛けたお呪いに関連づけるところまで頭は回っていない。

「ふ～～ん、まぁいいや。でもなんか気になるなぁ。何か思い出したら私にも連絡してよ。神社の古文書を調べれば何か分かるかも知れないし。学校いる時でもいいよ、携帯はいつも持ち歩いているから」

「学校は駄目よ、私の学校も白矢の学校も、校内での携帯の使用は禁止されているんでしょ？」

「堅い事言わないの、生徒会長。あ、姉貴が風呂から出てきた。それじゃあね」

　そう言うと白矢の方から通話を切ってしまった。

「……まったく。白弓とは違って生意気なんだから」

　ぶつくさとそんな事を言いながら、絲織は携帯を机の脇に置き、本格的にノートＰＣに向かい直す。液晶画面に表示されているのは、絲織が密ひそかに開設しているサイト。いまはその更新作業中なのだ。

『しーちゃんのおまじないパラダイス♡　ここは私こと「しーちゃん」が運営しているおまじないの専門サイトです。私が調べた色んなおまじないを紹介していきたいとおもいます』

　サイトのトップには顔文字と共に、パステルカラーの丸っこいロゴでそう表示してあった。




「白矢ちゃん。お風呂空いたよ～～」

　パジャマに着替えた白弓が、白矢の部屋のドアを開けてそう言ってきた。

「ん、分かった」

　ぶっきらぼうにそう答える白矢は、あからさまに不機嫌そうだ。

「なによ、どうかしたの白矢ちゃん？」

「なんでもない。携帯でゲームしてたら、つまんないミスしちゃっただけだって」

　心配そうな白弓に白矢は適当にそう答えバスルームに向かった。

　バスルームのドアを閉め、舞の練習用に着ていたジャージを脱ぎ捨てながら白矢はぼやいた。

「まったくみんな恋愛脳なんだから……」
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「結局、昨日のアレ。正体不明って言うけど、今日は出てこないでしょうねえ」

　梅もい花かにそう尋たずねられたところで、健けん児じとしても明確な返答はできない。

「さぁなぁ。何しろ正体不明だから……。まぁ楸ひさぎ先生が、何とかしてくれるんじゃないか」

　愛まな花かが殻から間ま高校の校庭で、奇妙な物体に襲おそわれたその翌朝。健児と梅花はいつも通りに登校中であった。健児が梅花が通学鞄かばんを持っているのもまたいつも通りだ。

「そんないい加減な……。ひょっとして、あんたや超ちよう科か学がく的てき先輩が何かしでかしたんじゃないでしょうね？」

「いや、超科学的先輩はともかく、俺は関係ないよ。まったく」

　そう頭を振ってから健児は続けた。

「でもまぁ、正体不明という事はまた同じ事が起きる可能性もあるからなぁ。愛花ちゃんは今日は来ないんだろう？」

　梅花は健児に肯うなずく。

「うん。今日はお父さんと一緒に買い出しに行く事になってるから。本人もけろっとしてるわよ。本当に犬かイノシシだったと思ってるみたい」

「それならそれでいいんだけどな」

　健児と梅花は表通りを曲がり、殻間高校の校門へ繋つながる小道に入る。

「おっはよ！」

　背後から聞き慣れた声がする。振り返ると同時にその声の主ぬしは梅花の肩をポンと叩いた。

「なによ、朝から冴さえない顔で」

　そう言うのは皐さつき冴さえだ。

「ん～～、ちょっとね。昨日のあれって何だったのかなって」

　梅花の返答に冴も首を傾かしげる。

「そうよねえ。楸先生は犬かイノシシにロープや枯れ草がまとわりついたんじゃないかって言ってたけど、それにしては妙に素す早ばやかったし、あのお坊さんが杖つえを突き立てたら消えちゃったし……。そう言えばあのお坊さん、何だったの？」

「さぁ？」

　健児は肩をすくめてみせる。

「雲のように現れて、水のように消えたな。だから雲うん水すいって言うんじゃないのか？」

「あはははは、またそういううまい事言って誤ご魔ま化かそうとするんだから……。なんか聞いたんじゃないの？　最近、あんたたち私に何か隠してない？」

　最後の言葉を口にする時、冴の表情は少し真剣なものになっていた。そんな冴に健児と梅花は答えに窮きゆうして、互いに顔を見合わせる。

　しかし冴はすぐにそんな二人を笑い飛ばす。

「もう、二人ともそんなマジになっちゃって！　でも困った事があるんなら、私にも相談してよ。ちゃんと茶ちや化かしてあげるから」

「茶化すんかい！」

「だってぇ、普通の女子高生に何ができるって言うのよ」

　そう言って冴は笑った。

「あ、皆さん。おはようございます」

　ちょっと先にいた白さ弓ゆみが冴の笑い声に気付いたようだ。足を止め振り返りそう挨あい拶さつする。

「おはよ～～、今日はみんな早いね」

　後から声を掛けてきたのは優ゆう香かだ。

「別に早くはないわよ。優香が遅いだけじゃないの」

「あれ、そうだっけ」

　そんな事を言いながら梅花たちは校門へと向かう。白弓は健児や梅花が来るのを校門のすぐ前で待っていてくれた。

「お～～い、待てよ。俺の事も待ってくれてもいいだろう!!」

　そう言いながら表通りの方から駆け寄ってくるのは浩こう助すけだ。

「まだ慌てる時間じゃないだろう？　それに浩助を待っていても、別に何の得もないし」

「まったく、リア充じゆうはこれだから」

「別にリア充じゃないって！」

「ほぉ……」

　そう言い返す健児に、浩助はその周囲へと視線を巡めぐらせる。梅花、白弓、そして冴。

「いや、充分にリア充だって」

　げんなりとした顔でそう言うと、浩助はポンと健児の肩を叩いた。

「バカ言ってないで、さっさと教室に行きましょう」

　梅花は校門の方へ向かって行ってしまう。やれやれと後を追う健児に続いて白弓や冴、優香、そして浩助も梅花に続く。

　校門の上には梶かじの葉は姫ひめ祭りを祝う横おう断だん幕まく。梅花がその下をくぐった時だ。健児は異変に気が付いた。

　ふと、梅花が足を止めて周囲を見回す。その顔に不安げな表情が浮かんだと思ったその瞬間だ。

　梅花の面おもてから表情が消える。まずい、命令受付状態だ。

　健児は周りの人間に悟さとられぬよう、ポケットからハンドベルクリンゲルを取り出して梅花の側に駆け寄る。

「どうした梅花？」

　梅花に話しかける振りをして、二人の間でハンドベルを鳴らした。

「Was werde ich machen?」

「どうかしたのか？　何かあるようなら報告しろ」

　声を潜ひそめて健児はそう命じた。

「Gern. 異変を感じたので報告します」

　その返答と共に梅花の顔に表情が戻る。その表情は命令受付状態になる直前の、不安げなものだ。

「なにか、変な感じがしたの」

「変な感じ？」

　問い返す健児に梅花は戸と惑まどいながら周囲を見回しながら答えた。

「うん、なんか悪お寒かんとまでは言わないんだけど。誰かに見つめられてるような……」

「ふぁああ～～、それは何かあるかも知れませんね」

　横から欠伸あくびと共に口を挟んでくる者がいた。

「パティさん？」

　健児と梅花が振り向くと、そこには生あくびを嚙かみ殺したパティ・モーントシュタインの姿があった。

「あ、おはようございます」

　まだ眠そう、と言うよりは半分寝ぼけた顔でパティはそう挨拶する。

「おはよう……、って一体どこにいたんですか？」

「あ、ふぁあい。今日は遅刻しないようにと思って、気合いを入れて来たんですが……」

　そう言いながらパティは校門を入ってすぐの所にあるベンチに視線を向ける。

「校門を通った途端、力尽きてそこで寝てしまいました。そうしていたらお二人の声が聞こえたもので」

「寝てしまいましたって、まだ朝だろうに」

「すいません、時差ボケで……。まぁそれよりも今はモニカ、いえ玖く鈴りんさんの事です」

　寝ぼけ眼まなこなりに真剣な表情になるとパティは言った。

「昨日の件と何か関係あるかも知れませんね。どうやら、玖鈴さんだけではないようですし……」

「え？」

　肩ごしに自分の背後へ視線を送るパティに倣ならって健児も後ろを振り返る。

「なになに、どうしたの？　冴ぽ、蘇す芳おうさん？」

「あ、あの大丈夫？　どうしたんだよ!?」

　ふらついている白弓と冴に、優香と浩助が慌てふためいていた。

「冴、蘇芳さん？」

　健児も慌てて駆け寄る。

「大丈夫、大丈夫。ちょっと立ちくらみしただけだって。私ってほら、勉強家だから。昨日も夜遅くまで勉強していたわけだし」

　冗談めかしてそう答える冴は、徐じよ々じよにいつもの調子に戻っていった。

「私も問題ありません。最近、ちょっと不ふ摂せつ生せいだったかも知れませんね……」

　寒気を堪こらえるように、自分の両肩を抱いていた白弓だが、健児たちを安心させるように微笑ほほえみながらそう答えた。

「玖鈴さん、蘇芳さん、皐さん」

　パティは歩み寄りながら、突然、不快感を訴えた三人の名前を呼び上げ、次に健児へと視線を向ける。

「さて、共通点はなんでしょうね？　荒あら城きくん」

「ええと、一年の女子……。でも優香は何ともなかったし……」

　そんな健児にパティは嘆たん息そくしてつぶやく。

「……あなたも大たい概がい鈍い人ですね」

　何とか平静を取り戻した白弓は、何か思い出したようにハッとした顔をする。

「でも、そういえば……」

「そういえば、なんですか？」

　出し抜けにそう尋ねてくるパティに、白弓は一時当とう惑わくの表情を浮かべたものの、周囲を見回しながら答えた。

「そういえば、昨日の放課後に校門を通った時も、同じような感覚があったんです。今よりも弱い感じだったんですけど……」

「あの……、ええと妙なものが現れる直前？」

「はい」

　健児の言葉に白弓は不安げな顔で肯いた。

「よし、それは好都合だ！　再びあのＵＭＡユーマが現れたら、このアサルトナース粒たま子こちゃんが捕獲してくれよう!!」

　そんな声と共に颯さつ爽そうと現れたのは、言うまでもなく超科学的先輩こと岸きし田だ粒子だ。今日は制服姿ではなく、なぜかナース服姿。しかも小脇には巨大な注射器を抱えている。

「朝っぱらからなんですか、超科学的先輩？」

　呆あきれる健児に粒子は間かん髪はつを入れずに聞き返す。

「見て分からんか？」

「分かりません」

「馬鹿者～～ッ!!　一目でＵＭＡ捕獲装備のナースという事くらい見抜けんか!!」

「見抜けませんよ。っていうか、なんでナース姿なんですか？」

「着たかったからだ」

　平然としてそう答える。

「……さて、何も起こらないようですから、教室に行きましょう。皆さん」

　しばし周囲の様子を窺うかがっていたパティだが、昨日、愛花を襲った奇妙な物体が現れる様子がないと判断、健児たちをそう促うながした。

「これ以上アサルトナースに構いかけていると、授業前の大切な睡眠時間が失われてしまいます」

　大あくびしながらそう言うパティに、巨大注射器を構えた粒子は呆れた顔をしてみせる。

「まったく、朝っぱらから堂々と居眠りとは非常識だな」

「朝っぱらからナースのコスプレよりは常識的だと思います」

　そんな事を言うとパティは、ふらふらと校舎の方へ向かって行ってしまった。

「本当にみんな大丈夫？」

　健児の言葉に白弓と冴は肯く。

「はい、何ともありません」

「平気平気」

「なんなのかしらねえ、本当。あたしや蘇芳さん、冴だけが急に調子悪くなって、優香は何ともないし」

　梅花は首を傾げる。

「まぁ何事もなければ、それに越した事はないか。あの坊さんも現れないし」

　そう言うと浩助も校舎の方へ歩き出した。

「あとで楸先生に相談してみるかな。じゃ、超科学的先輩、ＵＭＡ捕獲頑張ってください」

「こら～～っ！　少しは手伝っていかんか!!」

　ナース姿で巨大注射器を振り回す粒子から逃げるように健児は校舎へと向かった。




「その後、なにもないか？」

　交代で遅めの昼食をすませてきた弾だん指しは、藪やぶに潜んで殻間高校の監視を続けている算さん念ねん、与よ念ねんの所へ戻るとそう尋ねた。

「はい、動きはありませぬ。朝方、現れたあの怪しげな看護師ですが、どうやらあの学校の生徒だったようですな」

「おそらく週末のイベントで仮装でもするのでしょう。その練習かと」

「仮装ではない、コスプレと言え。そんな事ではナウなヤングに笑われてしまうぞ」

　算念、与念をからかっているのか、それとも本気でそう言っているのか。真ま顔がおでそう言う弾指の表情からは本心が読めない。

「しかし、弾指殿。やはり妙な気け配はいは感じますな」

「うむ。徐々に強くなっているようだ。何事も起きなければ良いのだがな……」

　そう言うと弾指は藪の間から上を見上げる。その先には青々とした緑に覆おおわれた実み山やまの姿がある。

「……実山の花嫁か」

　弾指はそうつぶやいた。




「絲し織おりはまだ学校だから、勝手に見ていっていいわよ。鍵かぎだけは、ちゃんと掛けておいてね」

　絲織の母は白さ矢やに向かってそう言って母おも屋やに入っていった。

「はぁ～～い。分かってます」

　白矢は元気よく返事をすると、かび臭い土蔵へと入っていった。

　何か気になるんだよなぁ……。学校が終わると同時に白矢は自宅に鞄を置き、取るものも取りあえず、絲織の家に急いだのである。

　白弓が見たという奇妙な怪物。そして絲織が試した新しいお呪まじない。

　白矢は別にオカルトの類たぐいを信じているわけではないが、蘇芳神社や纐こう纈けつ家に古くから保管されていた古文書を見ていると、確かにこの世の中には、科学や理屈だけでは計りきれない存在があるのも否定できないと思う。

　特に纐纈家の先祖は呪まじないに詳しかったらしく、怨おん霊りようをなだめ、悪あつ鬼きを挫くじき、式しき神がみを召しよう喚かんする呪いに関する古文書も数多くあるのだ。

　もっとも絲織が試しているのは、そんな派手なものではない。他愛のない恋愛成じよう就じゆのお呪いがほとんどだ。

　そう、少なくとも本人はそのつもりのはずだ。

　見上げるばかりの書棚の間にある、埃ほこりの積もった床を、白矢は土蔵の奥へと歩いていく。向かう先は蘇芳神社の古文書が保管されている棚ではない。絲織がよく見ている奥の棚。纐纈家が保管していた、比較的、近世の古文書が保管されている棚だ。

　絲織がよく出入りしているだけあって、その周囲だけは埃が少ない。白矢よりも少し大きめの絲織の靴の跡も残っている。

　この辺かな……。棚にしまってある桐きり箱ばこは埃が少なく最近、動かしたばかりのようだ。置いてある箱へ手を伸ばそうとした白矢はそれに気が付いた。

　箱の間に何枚かの紙が落ちている。上の棚と箱の間という分かりにくい所にあったので、即座には気が付かなかったのだ。入り口から差し込んでくる外の明かりがなければ、手にした懐中電灯だけでは見落としてしまったかもしれない。

　白矢は箱の間から数枚の紙を取り出した。

　漢字にカタカナ交じりの文章。そこには古めかしい絵が添そえられていた。

「これって、まさか……!?」

　雰ふん囲い気きからすると幕末までは遡さかのぼらないものの、明治、大正期に描かれたもののようだ。その絵には、糸か何かが複雑に絡み合い、犬かイノシシに似た形状となったものが、人間を襲う光景が描かれていたのだ。

『註チユウ、糸シ寄キ神ガミハ大変危険故ニ取扱ニハ充分注意イタス事。以下、ソノ留意点ヲ記スモノ也……』

　絵の上にはそう書かれている。

　どうやらその紙は本か他の古文書に挟み込まれていたもののようだ。白矢はもう一度、紙が挟まっていた箱の間を確認した。そこには埃がたまっている。紙そのものはほとんど埃を被かぶっていない事から考えても、つい最近、そこに落ちたのは確かだ。

「まさか、絲織姉ちゃんがやったお呪いって……」

　白矢は土蔵の外へ向かいながらその文章に目を通した。

　曰いわく『糸で囲んだ人数が多いと糸寄神の力はより強くなる』『より強くなると加える危害も甚じん大だいになる』。そして二枚目へ移ると同時に、白矢は土蔵の外へ出た。

　明るい陽射しの下、二枚目の紙には一ひと際きわ目立つ毛筆でこうあった。

『呉クレ々グレモ注意セシ事。コノ呪マジナいハ術者ノ恋敵ニ糸寄神ヲ以モツテ危害ヲ与フルモノ也。濫ラン用ヨウヲ固ク禁ズルモノ也』

「まさか、絲織姉ちゃん。これ試したんじゃないだろうな」

　この紙が添えられていた、他の紙束なり古文書なりがあるはずだ。状況から察さつすると、この紙の存在を知らずに、絲織がそれを持ち出した可能性は高い。

　白矢は携帯を取り出し絲織へ連絡する。数回呼び出し音が鳴ったものの、すぐに局側のアナウンスが流れた。

「おかけになった電話は、現在、電源が入っていないか、電波の届かない場所に……」

　今度は姉である白弓の番号へ。しかし結果は同じ。

「ええい、これだから優等生は！　携帯持ってて電源入れてないんじゃ意味ないじゃん!!」

　時刻からするとすでに授業は終わっているはず。白弓は今日も梶の葉姫祭りの練習をすると言っていた。絲織も一緒にいるはずだ。

　とにかく姉たちの学校へ行ってみよう。白矢は土蔵の鍵を掛けると、絲織の母への挨拶もそこそこに、家の外に置いている自転車へ向かった。




　ふわりと風に舞い、一枚の真っ白な紙片が宙を漂ってきた。藪に隠れていた算念、与念は一いち瞥べつをくれただけだったが、弾指は目にもとまらぬ早はや業わざで、その紙片へ手を伸ばし、指の間で挟み取っていた。

「……ほぅ、これはこれは。なかなか愉快な術だ。これがキ術じゆつと申すものか？」

「ははは、さすがは髪かみ長なが宗しゆう。ただの坊主ではないな。出てきたらどうだ。悪いようにはしない」

　若い女性の声だ。算念と与念が顔を見合わせる間に、弾指は自みずから隠れていた藪を出た。

「弾指殿、今のは一体!?」

　弾指に従いながら算念は怪け訝げんな顔で尋ねた。

「分からぬのか。あの紙片に何かの術が施ほどこされ、近くにいる人間、生き物の方へ漂っていくようになっているのだ。おそらくは、話に聞いたキ術というものに相違あるまい」

　藪を出た弾指たちの前に立つのは、不敵な笑顔をした妙みよう齢れいの女性。

「殻間高校の養よう護ご教諭をしている楸真ま実さねだ」

　そう自己紹介する真実に、弾指は一礼すると答えた。

「拙せつ僧そう、髪長宗僧。髪長弾指と申すもの。以後、お見知りおきを。こちら、算念、与念と申します」

「髪長宗？」

　そう名乗った事よりも、真実は笠の下から見える弾指の長い髪に首を傾げた。

「確か髪長宗は剃てい髪はつが……」

　絲織がそう言うと、突然、弾指はしどろもどろになってまくし立てる。

「い、いや。それはまぁ、時代の流れというか、今時のナウなヤングにも、仏ぶつ門もんに興味を持って貰もらうにはと、色々と案じた結果で……」

　そんな弾指を見てくすくす笑う声がする。

「見て見て、昨日のお坊さんだ」

「駅前でも見たわよ」

「そう言えばこの前、秋あき葉ばにフィギュア買いに行った時にも坊さんがいたなあ」

　弾指たちが隠れていた藪は、殻間高校の校門へ通じる道のすぐ脇。そして時刻はすでに放課後になっていた。帰宅する生徒たちは、真実と相対する雲水たちに好奇の視線を送っていた。

「髪の毛の事は、まぁ、いい。それで、一体なにをやっていたんだ？　名前からして現管かん長ちようの髪長刹せつ那なと関係ありそうだな？」

「刹那は我が父にございます」

　生徒たちの視線にも構わず、弾指は落ち着き払った態度でそう答えた。

「拙せつ僧ぞうはある仕事で、この地に赴おもむいたところ、この学校の周囲に良からぬ気配を感じたので念の為、監視していただけの事」

「じゃあ、昨日のあれはなんだ？」

　それだけで話は通る。真実が言っているのは、昨日、愛花を襲った正体不明の怪物の事だ。

「こちらこそ聞きたい話でございますな。こちらも今話した以上の事は……」

　そこまで言った時、笠の下の弾指の顔が険けわしくなる。真実もそれには気付いた。邪じや気きとまではいかないが、確かに良からぬ気配としか言いようのない感覚。

「またか？」

「やはり気が付きましたか？　どうやら昨日よりは強力に……」

　弾指は錫しやく杖じようを構えてそう言った。その時だ。校門の方から声が聞こえた。

「あ、あのお坊さんじゃん」

「楸先生もいるよ」

　冴と優香だ。また買い出しに行くのか、手ぶらである。その時だ。真実はそれに気付いた。

「皐さん、友とも利りさん！　逃げろ!!」

　真実がそう叫んでも冴と優香は突然の事にきょとんとするばかり。それを見て真実は言い直した。

「いいからこっちへ来い！　すぐにだ!!」

　ただならぬ真実の雰囲気に押されるように、言われるまま冴と優香は駆け出してきた。その二人の背後。校門の真下に何かぼんやりとした影が揺らめき、そして犬ほどの大きさになると、冴目がけて襲いかかってきたのだ。

「え、なになに？」

　周囲の生徒が声を上げた為、ようやく冴は異変に気付いた。

「拙僧にお任せあれ!!」

　弾指は錫杖を振り上げ、その奇妙な物体へ駆け出した。狙っているのは優香ではなく、冴のようだ。犬ともイノシシともつかぬその影は冴の方へ一直線に迫っていく。

「はっ！」

　冴の横を駆け抜けた弾指が気合い一いつ閃せん、錫杖を振り下ろす。錫杖の直撃を受けたその物体は一瞬にして消え去ってしまった。

「なんですか、先生！　あれは……!?」

　駆け寄った冴はそのまま真実に抱きつきながら尋ねた。

「さぁなぁ、犬かうり坊だろう」

　真実はそううそぶく。

「あんな犬なんていませんよぉ！」

　さすがの冴も少し泣きが入っている。

「糸寄神です」

　そんな二人の背後から声がした。

「蘇芳さん？」

　振り返った真実は汗だくで自転車から降りてきた少女を見て、思わずそう言ってしまったが、白弓はまだ校舎にいるはず。それにその少女は直なお備び中学の制服を着ているのだ。

「白矢ちゃん!?」

　冴がそう叫ぶのを聞いて真実は思い出した。蘇芳白弓には一つ年下の妹がいたはずだ。

「シキガミ？　陰おん陽みよう師じが使し役えきするあの、式神か？」

「いえ、そのちょっと違うみたいなんですけど……」

　やにわに真実からそう話し掛けられ白矢は当惑の色を隠せない。雲水たちの姿にも戸惑っているようだが、それ以上に何か言いにくそうな雰囲気がある。それを察した真実は冴を優香に預け、戻ってきた弾指と共に白矢の方へ向き直る。

「私は殻間高校の養護教諭の楸真実という者だ。詳しい話をしている時間はないが、私は呪じゆ術じゆつや陰陽術には通じてるつもりだ。君のお姉さんもよく知ってるしな。それにこの雲水たちも、協力してくれるはずだ。……だろう？」

「無論！」

　弾指にはうさんくさげな視線を向けた白矢だが、真実の名前は白弓から聞いている。一つ肯いてから口を開いた。

「お呪いなんです。そのお呪いで糸寄神……、ええと陰陽師が使う式神とは違う字を書くんですけど。その糸寄神が現れて……、これを見た方が早いと思います」

　そう言うと白矢は手にしたファイルケースから古めかしい紙片を何枚か差し出した。それを一読するや真実は顔を強こわ張ばらせる。

「これは纐纈家にあったものか？」

「え、ええ」

　肯く白矢に真実は学校の方へと頭を巡らせた。

「まさか……、他にも糸寄神が」

「剣けん呑のんな事になったようだな。では拙僧が助けに参ろう」

　やはり横からその文書を覗のぞき込んでいた弾指がそう言った。

「すまない、キ術は物理的な攻撃力はないんでな。頼んだぞ」

「任せられい！　算念、与念は念の為、ここに残れ。私一人で充分だ！」

　弾指は二人の答えを待たず、殻間高校の方へ駆け出して行ってしまった。それを見送りながら、真実は携帯を取り出し、健児へと連絡する。

「荒城くん、緊急事態だ。実は……」

「こっちも緊急事態です！」

　携帯から健児の緊迫した声が響ひびいた。

「昨日の、あの化け物が校舎の中まで入ってきました。梅花と蘇芳さんを追いかけてるみたいです!!」

「やっぱりそうか。いま昨日の雲水が助けに……」

　言いかけて真実はその事に気が付いた。

「……しまった、どこに誰を助けに行くのか教えてなかったぞ」




「えっと……、なんで私まで着替えなきゃいけなんでしょう」

　そんな事を言いながらも白弓は笑顔だ。

「いいの、いいの。今年の梶の葉姫祭りは、殻間高校のアイドル二人が話題を独占なんだから。去年の分も盛り上がらないと。あ、玖鈴さん。蘇芳さんと一緒にお願いね」

「もう、刈かり安やすさん。昨日の今日でまたなの？」

　カメラを構える新聞部部長刈安茜あかねに、絲織は呆れた顔でそう言った。

「昨日、また今度って言ったじゃないですか。生徒会長。去年の梶の葉姫祭りは散々な事になっちゃったから、町の人たちも今年は期待しているんですよ。はぁい、行きますよ～～」

　梅花と白弓は茜が向けるカメラに向かってぎこちなくポーズを取ってみせる。梅花の衣装は昨日も着たもの。一方、白弓の着ている巫み女こ装しよう束ぞくは実は新聞部が用意したものだ。どこから手に入れたのかは分からないが、どことなく安っぽい印象がある。

　刈安茜は巫女装束持参で白弓の写真を撮らせて欲しいと、昨日に続いて打ち合わせ中の被服室に押しかけたのである。

「そろそろ撮影は終えてください。練習の時間がなくなります」

「はい、じゃあ。最後に玖鈴さんと蘇芳さんのアップ、一枚ずつで終わりにします～～。まず玖鈴さんからね」

　茜はカメラを構え直してそう言った。

「刈安部長、俺にも一枚ずつプリントしてくださいよ」

　なぜか一緒に被服室に顔を出している浩助が茜にそう頼み込んでいる。

「実費＋作業料＋撮影費ってところかしらね。まぁ一枚千五百円かしら」

「ちょ、どういう計算ですか。それ！」

「まったく仕方ない人ね」

　茜と浩助の会話に呆れながらも絲織は壁際に立つ健児の方へ数歩、歩み寄っていた。それだけで他に何をするというわけでもない。健児の側にいられる事がうれしいのだ。

「はい、じゃあ次は蘇芳さん」

　その時だ。被服室の空あいている椅い子すでうたた寝していたパティがぴくんと顔を上げ周囲を見回す。

　寝ぼけているのかな？　そう思った健児の耳に、生徒たちが騒ぐ声が飛び込んできた。

　廊下の方だ。それに単に騒いでいるという雰囲気でもない。女子生徒の悲鳴も混じっている。

「様子が変だ！」

　健児は被服室の前にある戸の方へと歩み寄ろうとした。しかしその直前、何かが戸を突き破り被服室へ飛び込んできたのだ。

「なんだ、これ!?」

　昨日、校庭で愛花を襲った謎の物体。それが二体、被服室に飛び込んできたのだ。

「逃げなさい！」

　一瞬、健児はその鋭い声が誰のものか分からなかった。真剣なパティの声を聞いたのは、考えてみれば梅花が魄はく型がたになった直後に実山で襲われた時以来だ。

「荒城くん!!」

「一体これは……!?」

「逃げるんだ、みんな!!　浩助、梅花や蘇芳さんを頼む」

「おう、任せておけ！　おいしいところ攫さらっていってやるぜ！」

　なんだかよく分からないうちに、浩助は反射的にそう安やす請うけ合いしていた。

　健児は手近の椅子を手に取って身構える。そうしている間にもあの奇妙な物体、糸寄神は机の間を駆け回りながら梅花と白弓の方へ向かっていくではないか。

「荒城健児、ここは私に任まかせてください」

　制服の下から硬質ガラスでできたナイフを取り出しながらパティはそう言う。

「女の子に任せて男が逃げるわけにはいかないって！」

　そう言いながら椅子を振り上げようとする健児にパティは続ける。

「ブシドーも結構ですが、今はモニカをお願いします。彼女は一人では逃げられません」

　パティにそう指摘されて初めて健児はその事に気が付いた。

　そうか、この緊急事態では梅花は自分の意思では行動できないんだ！

「玖鈴さん、どうしたの玖鈴さん!!」

「早く逃げないと危ないわよ、玖鈴さん！」

　健児が振り返ると白弓と絲織が、無表情のまま立ちつくしている梅花の手を取り、何とか逃がそうとしているところだった。

「蘇芳さんも生徒会長も早く逃げて！　梅花は俺が……」

　健児は手近の机に飛び乗ると、それを踏み台にして梅花の方へジャンプしながら言った。

「でも……」

　白弓は逡しゆん巡じゆんする。どうやら茜や他の被服部員たちはすでに逃げ出したようだ。

「早く逃げるんだ、蘇芳さん！」

「大丈夫だ。纐纈さん、浩助。蘇芳さんをお願いします」

　目の前に飛び降りてきた健児にそう言われて絲織は胸が高鳴るのを覚えていた。しかし今は心ときめかせている場合ではない。

「分かったわ、玖鈴さんとパティさんをお願いね。荒城くん！　行きましょう、蘇芳さん。先生を呼んでこないと……」

「は、はい。荒城くん、危ない事はしないで……」

　後ろ髪を引かれる思いで白弓と絲織は被服室から逃げ出す。それと同時に健児は制服のポケットからハンドベルクリンゲルを取り出した。

「Was werde ich machen?」

　今の状況ではもどかしく感じるほどゆっくりと梅花は言った。

「逃げろ、梅花。逃げるんだ！」

「Gern. 逃げます」

　そして次の瞬間、梅花の顔に表情が戻る。

「どうしよう、健児。あたし、逃げなきゃ……！」

「うん、そうだ。逃げるんだ。梅花！」

「分かった、すぐに逃げるわ」

　梅花は梶の葉姫の衣装を引きずるようにして被服室を出ていった。

「お、見つけたぞ、ＵＭＡユーマ！　大人しくお縄につけ～～!!」

　逃げ出す梅花と入れ替わりに被服室に飛び込んできたのは超科学的先輩こと岸田粒子であった。それも朝と同じ巨大注射器を小脇に抱えたナース服姿である。

「またあなたですか！」

　糸寄神にナイフを投げつけたパティは振り返りそう言った。

「素人しろうとは下がりなさい」

「なにを言う！　私は素人ではなく科学と技術の使し徒とだ！」

　そんな粒子を無視してパティは新たなナイフを構え直す。ナイフは確かに糸寄神を貫いたのだが、まったくダメージにはなっていないようだ。

　昨日の仏教僧が倒せたのは、繊維状のボディに一気にダメージを与えたからか？　するとナイフでは不利。ならば……！

　次にパティが制服の下から取り出したのは半透明の細い鞭むち。しかし机と椅子の間を逃げ回る糸寄神を捉とらえるのは難しい。

「アサルトナースに任せろ～～！　行くぞ、鳥もち注射!!」

　粒子がそう叫ぶや、小脇に抱えた巨大注射器から何やら怪しげな液体が逬ほとばしる。その液体は粒子の言葉通り高い粘性を持っているようで、床に広がるとその上に来た糸寄神を足止めする。

　その糸寄神へ向けてパティは鞭を振るった。鞭は糸寄神に絡み付き、パティが少し力を入れて引っ張ると、まるで風船がしぼむようにあっけなく消滅した。後に残ったのは、粒子が放った粘着性の液体だけだ。

「ああ、折角捕獲したＵＭＡが……！　どうして消えたんだ？　一種の群体か、はたまた高度な擬ぎ態たいか？」

「世の中にはあなたの知らない事がまだあるんですよ……」

　そう言う途中でパティは気が付いた。

　あの化け物は二体いたはず。もう一体はどこへ行った？

「やったのか？」

　健児がそんな事を言いながら二人の所へやってくる。

「荒城健児、何をしているんですか！　モニカと一緒にいなさい。今の化け物、もう一体いたはずです！」

「まさかもう廊下に……」

　健児が被服室の戸へ向かうのと同時だった。廊下から再び女子生徒の叫び声が上がる。

　健児が被服室から飛び出すと、廊下の少し先で人ひと垣がきができているところだった。人垣に加わっている生徒の何人かは手に手にモップやほうき、金属バットを持ち臨戦態勢だ。その中には浩助の姿もあった。

「健児、大丈夫か？」

　駆け寄りそう言う浩助に健児は尋ねた。

「今しがた、何か出てこなかったか？」

「荒城くん！」

　絲織が人垣の向こうから駆け寄ってくる。すぐ側には茜や被服部員たちもいた。しかし梅花と白弓の姿がない。

「あの化け物、玖鈴さんと白弓を追いかけて行ったわ。私はここで転んでしまったんだけど、化け物は玖鈴さんと白弓しか目に入ってないみたいで……」

「それで二人はどっちに？」

「階段を下りていったから、多分、校庭だと思うんだけど……」

「分かった、すぐに追いかける。生徒会長も無理しないで」

　絲織にそう声を掛けると健児は二人を追って階段を下りていった。その途中、真実から携帯に連絡があったのである。

「……荒城くん」

　携帯を耳に当てる健児には、絲織のそのつぶやきは届かなかった。




「ああ、そうだ。糸寄神という。糸に寄る神だ。詳しい話は後でするが、君に好感を持っている人が狙われるらしい。それと纐纈さんはいるか？　……そうか、分かった」

　真実が携帯を切ろうとした時だ。算念、与念が持つ錫杖がじゃらんと音を立てる。

「先生。また出ましたぞ」

　算念の言う通りだ。再び校門の方から一体の糸寄神が接近してくる。

「補足だ、荒城くん。今回のは昨日と違って一度、倒しただけでは駄目なようだ。こちらで抜本的な対策は立てる。君の方は玖鈴さんと蘇芳さんをフォローしてくれ」

「行くぞ、与念！」

「おう、算念！」

　二人の雲水は糸寄神に向かって飛び掛かった。

「白矢さん。纐纈さんは学校の二階にいる。あの辺りだ」

　そう言うと真実は校舎を指さす。

「お坊さん、二人を頼んでいいかな」

「お任せあれ！」

　二人がかりで糸寄神を倒した算念と与念は声を揃そろえて答える。

「よし、行くぞ。白矢さん。皐さんと友利さんは動くな。お坊さんが守ってくれる」

　少し離れた木こ立だちの前に立つ二人に振り返り真実は声を掛ける。何が起きてるのか分からぬまま、冴と優香は肯いた。

「う、うん」

「よし、じゃあ行くぞ。白矢さん。私たちには糸寄神は近寄らないはずだ。君の方から纐纈さんに説明してくれ。その方が早いだろう」

　冴と優香には聞こえぬよう、少し声を潜めて真実はそう言った。

「分かった……」

　白矢も緊張気味に答えた。




「玖鈴さん、玖鈴さん！　こんなに遠くまで逃げる事はないんじゃないですか!?　校舎にいた方が安全だと思います!!」

　衣装の袖を引っ張りながら白弓が何度も繰り返す。

「だって逃げなきゃ、逃げなきゃ……」

　それでも梅花はどこへ逃げているつもりなのか、先程から校庭の隅の方、隅の方へ向かっているのだ。校舎裏に来てようやく白弓は梅花に追いついたのである。

「もう安全です」

　白弓がそう言ってようやく梅花は我に返ったようだ。

「逃げおおせたの？　あたし」

「……よく分かりませんけど、多分」

　足を止め、周囲を見回しても糸寄神の姿は見えない。ふうとため息をついてから、改めて白弓の方へ向き直る。

「ごめんなさい、あたし、なんか気が動転していたみたいで……」

「仕方ないですよ。あんな事が起きたんですもの。私も何がどうなっているのか……」

　そう言う白弓から顔を逸そらせて梅花はぼやく。

「まったく……！　健児ももうちょっと分かりやすく命令してくれればいいのに」

「……命令ってどういう事ですか？」

「いえ、何でも……」

　梅花がそう取とり繕つくろった時、健児の声が聞こえてきた。

「大丈夫か、梅花！　蘇芳さん!!」

「荒城くん！」

「何してるのよ、さっさと助けに来なさいよ！」

　一時はホッとした二人だが、健児の方へ視線を巡らせると同時に、再び顔を強張らせた。

「健児、後ろ！」

「荒城くん、危ない！」

　健児のすぐ後ろから糸寄神が現れたのだ。梅花も白弓も、糸寄神が自分たち以外、眼中にはないと知らない。健児の身を心配した。

「俺は大丈夫だ、こいつが狙っているのは二人の方だ!!」

　後を一瞥すると健児は叫んだ。

「私たち……？」

　その時だ。白弓は梅花の様子がおかしい事に気付いた。

「逃げなきゃ……、あたし、逃げないと……」

　そうつぶやくと梅花は再び逃げ出す。しかし校舎の方ではなく、また校庭の隅へと向かっていく。

「玖鈴さん！」

「蘇芳さん、逃げろ！　校舎に入るんだ。その方が安全だ。梅花は俺が……」

「でも……」

　白弓が逡巡している間に、糸寄神は健児を追い越して間近に迫っていた。

「蘇芳さん！」

　その時だ。健児のすぐ横を駆け抜ける影があった。昨日のあの雲水だ。

「わははは、ようやく見つけたぞ。糸寄神!!　怨おん敵てき退たい散さん！　はっ!!」

　振りかざした錫杖を糸寄神へと打ち下ろす。糸寄神は昨日、愛花を襲ったものと同様、雲うん散さんしてしまった。

　健児がホッとしたのも束の間、再びどこからか糸寄神が現れる。

「これで一安心とはいかぬようだな」

　弾指は笠を上げ不敵に笑いながらそうつぶやく。

「お坊さん、彼女を頼んでいいかな？　俺は梅花を、今逃げていった女の子を捜さないと」

「うむ、心得た。安全な所へ避難させたら、拙僧も助けに向かう」

「荒城くん、気をつけて」

　白弓は健児を気遣いながらも、弾指に促され校舎の方へ向かっていった。

「逃げろという命令はまだ有効だったのか……。一体、どこへ行ったんだ。梅花は……」

　単に逃げろとしか命令していない事も心配だが、あの動きにくい梶の葉姫の衣装では、どこまで逃げ切れるかも分からない。

　健児は徐々に焦り始めていた。




「……そんな!?」

　白矢から文書を渡され、真実から事情を聞いた絲織は絶句した。

「知らなかったのも無理はない。あまり誇れるものでもないからな。纐纈一族は呪殺を得意とした呪術師だったんだ。その呪いの多くは、対象を不幸にするものだ。恋愛成就でも家内安全でも、結果的に誰かを不幸にする事でしか、目的を達成できない」

「そうなんだよ。姉ちゃんは知らなかったんだろうけど、あのお呪いは、姉ちゃんの恋敵を襲う糸寄神を発生させるんだ。それも呪いの糸で囲んだ結界の中にいる人間が多い程、強力になるらしいんだ。絲織姉ちゃん、一体どこに糸を張ったの？」

　そう言われた絲織は力が抜けたように椅子に座り込む。真実が絲織と白矢を空いている教室に連れ込んだため周囲には誰もいない。

「私は、ただ単なる恋愛成就のお呪いだとばかり思って……。だから、別に玖鈴さんや白弓に……。え、白弓？　ひょっとして白弓も……」

「えっと……、まぁ。うん、そういう事みたい……」

　バツの悪い顔で視線を逸らせながら白矢はそう言った。

「……そうなんだ」

　得え体たいの知れない力で人の心を自由にするのは好きじゃない。

　梅花のあの言葉が絲織の胸を打つ。

　そうだ、これは罰なんだ。絲織はそう考えていた。得体の知れない力で人の心を自由にしようとした罰が当たったんだ……。

「モテモテだな、荒城くんは」

　そう前置きしてから真実は絲織に向き直る。

「悪気があってやったわけではないのは分かる。しかしその呪いの結けつ界かいを解除しないと、他の女の子がどうなるか私にも分からん。結界はどこに仕掛けたんだ？」

「学校の周囲の飾り付けです。梶の葉姫祭りの飾り付けに紛まぎれ込ませてしまったんです」

「分かった、じゃあすぐに……」

　教室から出ていこうとする白矢を絲織が止めた。

「私が行くわ。自分でやった事だし、施せ術じゆつ者しや以外が手を出すとどんな事になるか」

「よし、では私も同行しよう。いずれにせよ施術者本人が解除するに越した事はないだろう」

　真実の言葉に絲織も首しゆ肯こうした。




　ハッとして我に返ると、梅花の目の前には緩ゆるい坂があった。学校の裏、実山の麓ふもとだ。辺りにはまったく人影がない。あの化け物の姿もなかった。

　あたしどうして……。そうか、健児からあの化け物から逃げろと命令されて……。

　逃げおおせたかと思ったものの、再び現れたあの化け物に、中断されていた命令が再び実行されたようだ。

　でもこれ逃げられたのかしら。梅花は周囲を慎重に見回す。その途中で梶の葉姫の衣装が、所々傷いたんでいる事に気付いた。

「まったくもう……！　健児も、もうちょっと気の利きいた命令をしてくれれば良かったのに。具体的にどこに逃げろとか、隠れていろとか……！」

　少し落ち着いた梅花はそうぼやく。

　でもこれからどうしよう。この衣装に着替えた時、携帯は制服と一緒に更衣室に置いてきてしまった。校舎の方へ戻って、あの化け物が現れたら、また逃げ回る羽目になる。

「健児ったら、何してるのよ！　早く命令に来なさいよ。いつまで私を待たせるつもりなのよ!!」

　心細さを押し隠して梅花はそうつぶやいた。そんな梅花のつぶやきを聞きつけたかのように、健児の声が近づいてきた。

「梅花！　お～～い、梅花!!　どこだ!!」

「健児……！」

　思わず歓喜の声をあげてしまった事に気付いた梅花は、自分自身への戸惑いと苛いら立だちを健児にぶつけてしまった。

「なにやってるのよ！　遅いわよ!!　大体、中途半端な命令をする健児も悪いんだからね!!」

「御ご免めん御免」

　梅花の無事な姿にホッとしたのか、健児は頰ほおをほころばせながら歩み寄ってきた。

「まさかまだ逃げろという命令が有効だったとは思わなかったよ。命令の持続条件はもうちょっときちんと確認しておかないといけないな」

　この状態でもそんな事を言う健児に、梅花はほとほと呆れ果てたような顔をする。

「まったく……、他にあたしへ掛ける言葉はないの？」

「え……、他になにかあったっけ？」

「知らない！」

　ぷいと横を向くと梅花は校舎の方へ向かって歩き出す。

「それであれは何なのよ。楸先生から連絡あったみたいだけど？」

「ああ、なんでも式神の一種らしいんだ。発音は同じ『シキガミ』だけど、糸に寄る神で糸寄神って書くらしい」

「式神～～？　式神ってあの陰陽師とかが使う、あれの事？」

　梅花は露ろ骨こつにうさんくさそうな顔をする。

「いきなりそんな事、言われても信じられるわけないでしょ!?」

　現在、自分が置かれている状況を思いっきり棚に上げてそう言う梅花である。

「まあちょっと前までなら、俺もそう思っていたかも知れないけどなぁ……」

　さすがの健児も嘆息するしかない。

「もう、どうなっちゃってるのよ。あたしの高校生活！」

　憤ふん然ぜんとしながら梅花が校舎の方へ戻ろうとした時だ。その異変に気付いた健児は梅花に駆け寄りその肩を後から抱いた。

「ええ!?　ちょ、ちょっと一体……？」

「また出た！　糸寄神だ!!」

　慌てる梅花の肩を抱いたまま健児は校舎へと急ぐ。梅花が健児の肩ごしに後ろへ目をやると、確かに学校の裏手の方から糸寄神が見る間に接近してくるところだった。

「早く校舎に……！」

　もうすぐ校舎だ。しかしその手前で健児は足を止めた。もう一体の糸寄神が校舎の反対側から回り込んできたのだ。

　完全に挟み撃ちだ。前後の糸寄神はそろそろ飛び掛かれる距離にまで接近してきている。

「……あたし、逃げなきゃ」

　まだ命令は有効のようだ。梅花は健児の手を払うようにしてふらふらと歩き出す。しかし糸寄神は、前後から梅花を追い詰めていく。

　逃げろと言いかけた健児は、その言葉を飲み込む。すでに梅花には逃げろと命じてあるのだ。それにこの状況で迂う闊かつな命令を出せばどうなるか分からない。

　ええい、どうするんだ。荒城健児！

「くそ！」

　とにかく原因は糸寄神だ。そいつを退治すればいい。

　健児は周囲を見回すが武器になりそうなものはなにもない。手近にあった空っぽの植木鉢を手に取り放り投げてみるが糸寄神はするりと避よけてしまう。

　少し遠回りさせたものの、糸寄神はそのまま梅花の方へ向かって行ってしまう。逃げようとする梅花の方を振り返る健児の視界に、三体目の糸寄神が飛び込んできた。

「梅花から離れろ！」

　糸寄神に駆け寄った健児は、勢いを付けてロープが絡まったようなその身体をキックしようとした。しかし健児の足が当たる瞬間、その糸のような身体がばらけて空振りしてしまう。

　そして健児の足あし蹴げりを避けた糸寄神は、またもや一体となり梅花を追い詰めていくのだ。

　駄目だ。あの雲水のような早業や、超科学的先輩のような怪しげな装置でもない限り対抗できない。

　このままでは梅花が……。

　いや、待てよ。楸先生が言っていたな。糸寄神が狙うのは……。

　そうか、そうなら！

　健児は梅花を追い詰める糸寄神に体当たりするようにして追いすがる。糸寄神は対象以外を攻撃する意思はないようだ。健児の突進を避ける為、梅花から少し距離を置く。

　その隙すきに健児は逃げまどう梅花に駆け寄り校舎の壁に押しつける。そして自分の身体を糸寄神への盾にしてポケットからハンドベルクリンゲルを取り出した。

　それを梅花の耳元で鳴らす。

「Was werde ich machen?」

　命令受付状態になった梅花に健児は言った。

「俺の事を嫌いになれ！」

　そうだ。俺に好感を持っているのなら、それがなくなれば糸寄神から襲われずに済むはずだ。健児はそう考えたのだ。

　今はこうするしかない。糸寄神は一向に消える気配はないし、梶の葉姫の衣装で梅花がいつまでも逃げ回るのも無理だ。

「俺の事を嫌いになればいいんだ！　梅花。それで糸寄神から逃げられる!!」

　しかし梅花は無表情に健児を見返すだけ。背後から迫る三体の糸寄神は、健児の隙を突いて梅花を襲えるポジションを狙っているようだ。飢えた狼のように右に左に動きながら、様子を窺っている。

　まだ命令を受諾する様子はない。健児はもどかしげにもう一度、ハンドベルを鳴らして繰り返した。

「Was werde ich machen?」

「俺の事を嫌いになれ、梅花！　荒城健児を嫌いになるんだ!!」

　健児はさらに繰り返した。Gernという命令受諾の合図はない。そればかりか梅花の唇からこぼれ出た言葉は、健児にとってはまったく予想外のものだった。

「Ablehnung. Was werde ich machen?」

　ドイツ語らしき聞き慣れぬ言葉を返された。ニュアンスから察してどうやら健児の命令は拒絶されたらしい。それは何とか理解できる。不可能な命令をした場合、一定時間経過の後、梅花は普通の状態に戻る。だが明確に拒絶されたのは初めてだ。

「だから俺の事を嫌いになるんだ。今だけでいい!!」

　しかし答えは同じ。

「Ablehnung. Was werde ich machen?」

「だから……」

　その時だ。糸寄神の一体が、健児の横をすり抜けるようにして梅花へと突進してくる。健児は慌てて梅花の肩を抱いてその場を逃げ出す。そして少し距離を取ったところで、ハンドベルを鳴らして命じた。

「逃げろと言うさっきの命令はキャンセルだ。しばらく俺から離れるな！」

　俺を嫌いになれと言う俺の命令が効かなかったという事は、もしかしたら……。

「Gern. 離れません」

　今度の命令はちゃんと受諾されたようだ。

　間違いない。魄型の命令は行動を操れても、その感情までは操れない。

　少なくともその時の健児はそう解かい釈しやくしていた。

「健児、一体……」

　我に返った梅花はそう尋ねながらも健児にすがりつく。

「さっきのお坊さんが蘇芳さんを安全な所へ送り届けたら助けに来てくれるはずだ。楸先生やパティもいる。いまは逃げよう。俺から離れるな！」

「う、うん」

　健児の真剣な眼まな差ざしに梅花は押し切られるように肯いた。

　しかし梶の葉姫の衣装を着た梅花と共に逃げるのには限界がある。それに糸寄神は三体だ。あっという間に二人は壁際に追い詰められた。

「梅花、俺の後ろに隠れろ！」

　健児はそう言うと梅花を校舎の壁際に寄せ、自分は両手を大きく広げて糸寄神に立ち向かう。













「待ってよ、健児！　あたしは魄型になってるから、ちょっとやそっとの怪け我がじゃ何ともないの！　だから健児が先に逃げて、誰か呼んでくればいいんじゃないの!?」

「駄目だ！」

「なんでよ！　健児にもしもの事があったら、あたしまで……」

「それは分かる、分かるけど……」

　梅花の方へ振り返る健児に少し隙ができたようだ。糸寄神が二体、梅花の方へ飛び掛かろうとする。健児は反射的に手を出し、二体の糸寄神を振り払おうとする。

　無関係の人間は襲わない事になっているようで、二体の糸寄神は健児の手にぶつかると、そのまま飛とび退のいた。だが健児の方もただでは済まなかった。制服の袖口が破れ、少し血が滲にじんでいる。

「健児！」

　悲鳴のように梅花は叫ぶ。

「あたしは放っておいていいから!!」

「大丈夫だ、これくらい!!　俺から離れるなと命じたはずだろう！　死ななくても梅花だって怪我はする。そんな、血まみれになった梅花なんて見たくないんだ!!」

「そんなの関係ない!!」

　梅花はそう言うと健児を押しのけようとする。その時、チャンスを糸寄神は逃さなかった。三体が一斉に梅花へと襲いかかってきた。

「いやぁ～～ッ!!」

　梅花が叫んだ。健児は梅花をだき抱え、糸寄神に背を向けた。そして糸寄神が健児と梅花にあと間近に迫った時だ。

　その姿は湯気か何かのようにふっと消えてしまったのである。

「え？」

　梅花の表情に気付いて健児も振り返る。糸寄神は三体とも噓のように消えてしまっている。その時、健児の携帯が鳴った。手に取り液晶画面を見ると発信人は真実だ。

「荒城くん、大丈夫か？」

　繋がるなり真実は言った。

「いま呪いの結界を解除した。糸寄神は消えたはずだ。怪我はないか？」

「ええ、まぁ。かすり傷程度です……」

　ホッとしてそう答えた健児はようやく今の自分たちの体勢に気付いた。

　梅花を校舎の壁に押しつけ、そのままだき抱えているのだ。

「あ、あ、あ、あああの健児……」

　頰を真っ赤に染めた梅花も、今の自分たちの格好にどう言っていいのか分からないようだ。

　これはやばい。健児は考える。

　何がやばいって、この状態では……。

　その瞬間、二人の身体に電撃のような衝撃が走り、健児と梅花は慌ててお互いから飛び退いた。

　魄型の梅花を動かしているのは魄はく力りきという力。それは生命電流とも言われ、今の梅花には健児の方から供給されている。その二人が密着して、興奮状態になると、言わば魄力がショートした状態になるのだ。それは真実からも教えられていた。

「おい、どうした？　荒城くん。玖鈴さんは大丈夫か」

　健児が取り落とした携帯電話は転がる梅花の目の前に落ちた。梅花は健児の携帯に向かって情けない声で言った。

「大丈夫だけど、大丈夫じゃありません～～」

「そうか、それは良かった……」

　何となく事情は察しているのか、真実は笑いを嚙かみ殺しているようであった。




「本当に申し訳ありません」

　絲織は深々と頭を下げた。

「ちょっとした好奇心だったんです。いま楸先生から聞くまで、うちのご先祖様が有能な呪術師だったとは知りませんでした」

　学校の裏庭、超科学部が占領している旧校舎の側に健児たちを集めた真実から、おおよその説明があり、最後に絲織の方から謝あやまりたいと申し入れがあったのだ。

　もっとも真実はすべて説明したわけではない。絲織が家の土蔵からお呪いの古文書を持ち出し、学校の周囲にその結界を張り巡らせてしまった。そこまでだ。

　なぜ絲織がそんなお呪いを施したのか。そこまでは言っていない。

「だから皆さんに危害を加えようとするつもりはなかったんです。こんな事になるなら最初から……」

　そんな絲織に健児は頭を掻かきながら言った。

「いいんですよ、纐纈さん。それに、俺。纐纈さんに嫌われてないと分かったんで安心してますから」

「……はい？」

　健児の言葉の意味が分からず絲織はきょとんとした顔をする。

「お呪いを施した纐纈さんも襲われたんですから、一緒です」

　被服室に糸寄神が飛び込んできた時、そこには梅花と白弓、そして絲織がいた。どうやら健児は、糸寄神は絲織も狙ってきたと思い込んでいるようなのである。

「ち、違います。私は……」

「そうそう、お互い様だよねえ。絲織姉ちゃん」

　チャンスだ。そう見て取った白矢がさりげなくフォローを入れる。

「絲織姉ちゃん、この前、荒城さんと何かあったんでしょ？　それで仲直りしたいからお呪い仕掛けたら、結果的に逆効果で荒城さんと仲のいい人が襲われたんだもん。でも二、三人しか狙われてないって、荒城さんって案外嫌われているんじゃないの」

　白矢は冗談めかしながらもそう取り繕う。

「そうかなあ、梅花に蘇芳さん。纐纈さんに冴。一応、四人いるけどなぁ」

「ちょっと、私も入るの？」

　首を傾げて名前を挙げる健児に冴が不服そうに口を挟む。

「え～～、そうでしょ。だって私も一緒に襲われたもん」

　横から優香がくちばしを入れてくる。どうやら冴と一緒に自分も襲われたと思い込んでいる様子だ。それを聞いていた粒子が調子に乗って首を突っ込んだ。

「ううむ、しかしこの私を襲わないとは、その糸寄神もなっていないな。私ほど健ちゃんを可か愛わいがってる人間はいないというのにな！」

「超科学的先輩の可愛がるっていうのは、体育会系の可愛がるじゃないんですか？」

　梅花が呆れ半分で笑いながらそう言った。

「そういえば俺もあの時、被服室にいたからな。一応、襲われた口に入るんじゃないか」

　浩助も思い出したようにそう言い出す。

「なんだ、結構いるじゃん」

　そう言って白矢は笑う。

「そうよ、白矢ちゃん。荒城くんは人気あるんだから」

　白弓も少し冗談めかしてそう言った。

　あぁなるほど。真実は白矢の意図を察した。どうやら白矢は絲織が健児の事を好きだという話は伏せておきたいようだ。

「じゃあ結局、みんな被害者って事で。別に生徒会長だけが気にする必要はないでしょ」

「そうね。なんだか分からないお呪いでも、面白そうだったらあたしも試しちゃうかも。まさか誰もこんな事になるなんて思わないもの」

　冴の言葉に梅花も笑った。

「まぁ、そういう事だ」

　話の成り行きに戸惑っている絲織の肩をポンと叩いて真実は言った。

「言いたい事があるんなら、今度はちゃんと自分の口から言うんだな」

「……はい」

　絲織は笑顔の健児をまぶしそうに見つめながら肯いた。

「さて、まぁそれはいいとして……。で、結局、あんたたちは何しに来たんだ？」

　真実がそう言う相手は、いつの間にか殻間高校関係者に混じっている三人の雲水だ。

「おお、これはすっかり自己紹介が遅れてしまったようであるな」

　そう言いながら笠を下ろす弾指に、白矢は厳しい視線を向けた。

「拙僧、髪長弾指と申す者。そしてこちらが算念、与念。見ての通り坊主でございます」

「坊主じゃないじゃん」

　笠の下から出てきたロン毛を見て浩助がまぜかえす。

「ははは、やはり坊主も時代に即していきませんと。今さら修行中の僧侶であろうと、坊主頭はありますまい……」

　その時だ。何の因果か偶然か。再び一陣の風が舞った。これまでの大立ち回りで、それはずれかけていたのかも知れない。

　実山から吹き下ろす風に飛ばされ、それは宙へと飛ばされてしまったのである。

　最初にそれを指摘したのは優香だった。

「あ～～、お坊さんだ」

「今さら何をおっしゃいますか。私は……」

　言いかけた弾指の背中を算念が突く。

「あの～～、弾指殿。飛ばされてしまいましたよ、カツラ……」

「……なにぃ!?」

　弾指が頭に手をやるとそこには髪の毛の感触はない。つるりとした肌触りは坊主頭独特のものだ。

「しまった！　拙僧、急用ができました！　挨拶はいずれまた。では御免！　行くぞ、算念、与念!!」

　言うなり弾指は踵きびすを返して、飛ばされたカツラを探しに行ってしまった。

「待ってください、弾指殿！　カツラが飛ばされたのはそちらではありません！」

「こちらです弾指殿！　反対側の道路の方です、道路の方！」

　二人の雲水も弾指を追いかけて姿を消す。後には呆あつ気けにとられる健児たちが残された。

「なんだったんだ、あれ……」

　健児もそうぼやくのが精一杯である。

「とりあえず、気を取り直して練習は明日からやり直しだな。衣装も直さなければならないし」

「そうですね。あちこち傷んじゃったみたいですから」

　真実の言葉に梅花はくるりと回って梶の葉姫の衣装を確認する。大きな破れはないが、ところどころ裂けていたり、汚れていたりする。

「でも式神って本当にあるのねえ～～」

「マンガだけじゃなかったんだねえ。ちょっとびっくり」

　冴と優香はそんな事を言いながら校舎の方へ向かう。

「で、健ちゃんに楸先生」

　健児と真実の所へ、にやにやと笑みを浮かべた粒子がやってくる。

「あんたたち何か隠してるだろ？　駄目だなぁ。この科学と技術の使徒、超科学的先輩こと岸田粒子をのけ者にするなんて。良かったら、相談に乗るよ♡」

　そんな粒子を見てパティはげんなりとしたように言う。

「私、この人、苦手です」

「まぁまぁ、堅い事言わないの。パティちゃん」

「健児、やっぱり超科学的先輩には、あたしの事も含めて話しておいた方がいいかも。一応、ほら。科学的な事には詳しいはずだし」

　梅花は粒子に協力を仰あおぐ事には前向きなようだ。

「ええと、どうしましょうか。楸先生」

「ふむ……」

　健児も教えたものかどうか迷っているようだ。真実は慎重に周囲へ目をやる。冴と優香。白弓、白矢姉妹。そして絲織や浩助たちは、帰り支じ度たくのため、校舎へ戻ろうとしている。こちらには注意を払っていないようだ。だからこそ粒子も敢あえてこの件で話し掛けてきたのだろう。

「まぁいいだろう。彼女は何かと戦力になってくれそうだ」

「お、戦力か！　いいねえ、目的はなんだ。世界征服か!?」

「そんなんじゃありませんってば！　ええと、それじゃあとで実山の方へ来てください。実は地下に実験施設があって……」

「なに！　科学者の夢、秘密の地下実験室か!?　健ちゃん、いつの間にそんなものを……！」

　粒子の声に驚いて白弓、白矢。それに冴や絲織たちが振り返る。

「いや、だから！　……その辺は秘密ですから。あまり大声は出さないでください……」

「そうか、秘密なら仕方ないな！」

　ううむ、超科学的先輩に協力して貰うのはやっぱり止めるべきかも知れない。たたでさえややこしい人なんだ。これ以上、状況がややこしくなったらどうなるか分からないぞ……。

　健児は早くもそう考え始めていた。
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　そして週末。梶かじの葉は姫ひめ祭りの当日となった。

　すでに関東地方の梅つ雨ゆ入り宣言は出されているが、幸運にもその日は一日晴れの予報。朝から空は晴れ上がり、初夏を実感させる陽気となっていた。




　健けん児じは朝から駅前近くにある神社を訪れていた。この神社は明治後期に造られたもので、今はなき蘇す芳おう神社と比べると歴史ははるかに浅い。蘇芳神社はその前に廃止され、今ではどこにあったのかも定かではない為、巫み女こ舞まいは駅前のこの神社で行われる事になっているのだ。

　健児の向かう先は、巫女舞の舞台側に設しつらえられた控え室。巫女舞が行われる時間は、梶の葉姫のパレードと完全に被かぶっているので、その前に白さ弓ゆみ、白さ矢や姉妹に挨あい拶さつしておこうと思っていたのだ。

　控え室の側にいた町内会の人に、すでに二人は着替え終わっていると聞いた健児は、声を掛けながら戸を開けた。

「蘇芳さん、いる？　一応、挨拶だけしておこうと思って……」

「あ……」

　清せい楚そな巫女装しよう束ぞくに身を包んだ少女が背を向けていた。少女は健児に気付いたようで、ちらりと視線を送る。

　白と朱あかのシンプルな配色に黒い髪が見事に映えている。まさに絵に描いたような大和やまと撫子なでしこだ。

「凄すごいや、よく似合ってるね。巫女さんはやっぱり黒髪だなぁ」

　健児の言葉に少女は頰ほおを赤らめてうつむいてしまう。

「ところで白矢ちゃんは？　一緒に舞を奉ほう納のうするんでしょ」

　そのひと言を健児が口にしたその瞬間だ。少女の頰は恥じらいとは違う色で赤く染まる。そして振り向きざま、巫女装束のまま健児に蹴けりを入れたのである。

「私が白矢だーッ!!」

「い、い、言われてみれば……」

　確かに白矢は白弓より少し背が低い。目つきも鋭い感じだ。そして何よりも全体的に小振り。特に……。

「確かに小さい……」

「どこを見てる!!」

　再び白矢の蹴りが健児に飛んだ。

「大体、あんたがはっきりしないからいけないんだ！　そんなだから絲織姉ちゃんや姉貴が……!!」

　蹴りを入れられた太ももを押さえる健児だが、白矢が何を言っているのかいまいちピンと来ない。

「ええと、俺が一体……」

「だから……！」

「白矢ちゃん、どうしたの？　誰かいらしたの」

　そう言いながら控え室の奥から出てきたのは白弓である。

「荒あら城きくん!?」

　健児の姿に白弓の頰にパッと朱しゆが散った。













「えっと、御ご免めん。舞を見ている時間がないんで、ちょっと挨拶だけして行こうかと思ったんだけど、間が悪かったみたいで……」

「ううん、大丈夫。そんなに時間ないけど、麦茶でも飲んでいく？　白矢ちゃんもどう？」

　白矢はしばしの間、健児と姉を交互に見ていたが、やがて深々とため息をつくと言った。

「はいはい」

　そして二人には聞かれぬよう、小声で付け加える。

「……まったく、なんだってこんなのが」




「うんうん、いいよ。梅もい花か、可か愛わいい可愛い」

　さっきから盛さかんに褒ほめちぎりながら、デジカメ一眼レフのシャッターを切っているのは、梅花の父、春はる人んどだ。

「もう、お父さん。いい加減にしてよね！　時間もないし、恥ずかしいんだから!!」

「恥ずかしがる事はないじゃないか～～。こんなに可愛いんだし」

「……まったくもう！」

　頰を膨ふくらませる梅花の後ろには、すでにパレードに使う山だ車しが用意してある。そろそろ梶の葉姫祭りが始まる時間だ。すでに周囲にはかなりの見物客が集まり始めていた。

　梶の葉姫の衣装も、殻から間ま高校被服部が突とつ貫かん作業で補修。元通りどころか、明らかに前よりも見事な仕上がりになっていた。

「伯お父じさん、そろそろ止めないと迷惑だよ」

　愛まな花かは今しがた撮影した梅花の写真を、どこかへメールしながらそう言った。

「うん、じゃあそうだな。あと一枚だけ。ほら、梅花。笑って笑って」

「本当にこれで終わりだからね」

　嘆たん息そくしてそう言うと梅花は山車の前で微笑ほほえんでみせた。

「いいねえ、この写真は梅花が嫁に行く時、パネルにして持たせてやるからな。いやまぁ、当分は嫁には行かせないけど」

「お父さん！　大声でそんな恥ずかしい事、言わないでよ!!　本当にもう……！」

　春人の親バカっぷりに梅花は赤面するばかりだ。

「はい、それじゃ梶の葉姫。こちらへ～～！」

　町内会の実行委員が梅花にそう声を掛けてきた。

「はい、いま行きます。それじゃ、お父さん、愛花。また後でね。ええと、それから……」

「うん、大丈夫。お兄ちゃんはちゃんと連れてくるから。それじゃ頑張ってね！」

「だからそういうわけじゃ……。もういいわ。じゃあとはお願いね」

　山車に乗りパレードに向かう前に、駅前広場で簡単な挨拶がある。色々と邪魔が入ったが、その挨拶もきちんと練習してきた。

　梅花は係の人に促うながされて広場近くに設置されたテントへ向かう。そこには一人の少女が待っていた。

　制服ではなかったのですぐには気が付かなかった。私服だと随ずい分ぶんと大人びて見える。一時、梅花もそれが纐こう纈けつ絲し織おりとは分からなかったほどだ。

「あ、纐纈さん。おはようございます」

　ぺこりと頭を下げて梅花はテントに入っていった。

「おはよう、どう大丈夫？　緊張してない？」

　絲織のその言葉に梅花は笑い返す。

「ええと緊張してないと言えば噓になりますけど、緊張するなって健児に命令して貰もらいましたから」

「命令？」

　怪け訝げんな顔の絲織に慌てて梅花は言い直す。

「いえ、健児からも緊張するなって言われたんです。あははは、なんか逆に緊張しちゃってますね」

　そう誤ご魔ま化かす。

「まぁそれはそうよね。私も始まる前はがちがちだったもの。それでお呪まじないを……。あ、ごめんなさい。この前、お呪いで迷惑かけちゃったのに」

「いえ、いいんですよ。また何か面白いお呪いあったら教えてください」

　そう言う梅花を絲織は不思議そうに見つめる。

「やっぱりそういうのって何か神秘的じゃないですか。この前はうまく行かなかったけど、今度、大がかりなお呪いやる時は誘ってください。あたしもお手伝いしますから」

　そして梅花は付け加える。

「確かに人の心を得体の知れない力で操あやつるのは良くないと思いますけど、この世界には人間の力だけじゃどうにもならない事もあるかも知れませんから……。そういう時には、ちょっとだけならいいかなって」

　そう言うと梅花は梅雨の晴れ間の青空を見上げた。

「そうね。うん、そうかもね。それじゃ何かまた面白いお呪いがあったら、教えてあげるわ。恋愛成じよう就じゆとかじゃなくて、成績向上、家内安全。そうそう、最近はダイエットのお呪いもあるんだから」

「うわぁ、それはいいですね。是非お願いします」

　盛り上がる二人に係の人が声を掛けた。

「はい、それじゃそろそろ始まります。梶の葉姫、どうぞ」

「じゃあ行ってきます、先々代！」

　絲織にちょこんと頭を下げて梅花は言って。

「うん、現役の梶の葉姫として今日一日頑張ってね」

　そう言って絲織は梅花を送り出した。




　パレードが始まるのと同時に、神社の境けい内だいで蘇芳姉妹の巫女舞が始まる。

　最近は殻間市の観光課も梶の葉姫祭りに力を入れてきており、観光客もかなり集まるようになってきた。巫女舞が行われている神社の境内も観光客でごった返している。

　雅みやびやかな楽曲が流れる中、白弓、白矢姉妹が舞を始めると、観光客の間からどよめきが起こり、盛んにカメラのフラッシュが焚たかれた。

　そんな中、神社の境内にいるにはあまり相応ふさわしくない見物客がいた。

　三人の雲うん水すいである。言うまでもなく、その三人は弾だん指しと算さん念ねん、与よ念ねん。神社に仏教僧というのは不似合いだが、そこは世界でも特異な宗教風土を持つ日本。他の観光客はさして気にしてはいないようだ。

「あれが、実み山やまの花嫁となる蘇芳神社の長女。蘇芳白弓か……」

　笠の下から白弓へと視線を送りながら弾指はその名をつぶやいた。




　梅花の挨拶は滞りなく済み、続いて山車に乗ってのパレードが始まる。パレードは途中、小休止を挟みながら午後には目的地の殻間高校前に到着する予定だ。

　観光客は主に駅前広場に集中している。殻間市の観光課がインターネットを使って海外にも広報している為だろう。海外からの観光客も少なからずいるらしい。様々な色の髪や肌、聞き慣れない言語の会話も飛び交っていた。

「お～～、来た来た。うはぁ、見違えるなぁ」

　健児や冴さえ、優ゆう香か、愛花たちと見物していた浩こう助すけが、山車の上から手を振る梅花を見上げて歓声をあげた。

「素材がいいからねえ」

　冴も感心したようだ。

　確かになあ……。健児もそう思う。山車の上できらびやかな衣装を身に纏まとい手を振る梅花はどこか遠くに行ってしまったようだ。

　いや、もしかしたら……。健児は考える。

　梅花はそう遠くない将来、自分の側から離れていってしまうのかも知れない。いつからだろうか、それは分からない。しかし健児は妙な確信を持ってそう信じ込んでいた。

　しかし今、健児と梅花は魄はく型がた、魄はく力りきという、それこそ得え体たいの知れない力で結びついている。

　でももしもそれが切れたら……。

　その時こそ、梅花は……。

　そんな健児の思いをまるで見通しているかのようだった。山車の上にいる梅花は健児へと目を止めると笑顔を浮かべて手を振ってきた。













　周囲の観光客からざわめきが漏もれる。健児は気が付かなかったが、梅花の微笑みは、今しがたまでのぎこちないものとは、どこか違って見えたのだ。

「ほら、手を振り返してやりなさいよ」

　冴が横から健児を肘ひじで突く。健児は冴に言われるまま、山車の上の梅花へ向かって手を振り返した。

　まあいいか……。健児はそう考える。

　今はまだこんな関係でも……。

　そう考えた健児は気を取り直して周囲を見回す。その視線は妙な人影で停まった。

　金髪の少女。それだけならば珍しいとはいうものの、妙だとまでは思わない。ここ数年は欧米からの観光客も珍しくなくなってきたからだ。

　妙だと思ったのはその出で立ち。金髪であるにも拘かかわらず着物姿なのである。外国人観光客が、日本に来て買った土産物の着物を着ているという雰ふん囲い気きでもない。遠目にも着付けがこなれているのが分かるのだ。それに顔立ちも日本人に近い。

　年の頃は愛花と同じか、一つ二つ下だろうか。そんな年齢にしては周囲に親や家族らしい姿が見えないのも不思議だ。

　その少女の横顔に健児は、何か見覚えがあるような気がした。直接、面めん識しきがあるという感じではない。どこかで写真でも見たのだろうか。かなり整った顔立ちの、美少女と言っても過言のない面おも立だちだから、モデルかタレントなのかも知れない。それならば着物姿というのも分からないでもない。

　そう考えた健児は山車の上の梅花へと視線を戻す。手を振りながら周囲へ視線を送っていた梅花は、ある一点で目を留め、そして少し首を傾かしげた。その方向はあの金髪の少女がいた方向。梅花もまた何か引っ掛かるものを感じたのかも知れない。

　健児は梅花の視線を追ってまた少女の方へ頭を向ける。しかしそこにはあの金髪の少女の姿はもうなかった。

　他の所に行ったのかな？　首を傾げたものの、健児はすぐにその少女の事は忘れてしまった。

「先に学校に行ってようぜ、健児。お前はプラネタリウムの手伝いもあるんだろう」

　山車が目の前を通り過ぎると、浩助がそう健児に声を掛けた。

「そうだな。その前に、昼飯食って行こうか」

「駅前は混んでるから、学校の近くにする？　クリンゲルは……。小お父じさん、梅花に付きっきりだから今日は駄目か」

　そんな事を言い合いながら、健児は浩助や冴、優香たちと共に学校の方へ向かって行った。




「ふぅ、疲れた～～」

　風呂から上がるなり、梅花はパジャマ姿で自分のベッドに倒れこんだ。

「ご苦労さまでした、梶の葉姫さま」

　梅花のノートＰＣを借りている愛花は机に向かったままでそう言った。

　梶の葉姫祭りは滞りなく無事に終了。梅花も夕方には梶の葉姫の衣装から解放された。

「見てる方はいいけど、あの衣装はやっぱり大変よぉ。来年は愛花の番なんだから、今から覚悟しておきなさいよ」

「はい？」

　きょとんとした顔で愛花はベッドの梅花に振り返る。

「なんで来年が私の番なの？」

「だって梶の葉姫は殻間高校の一年から選ばれるのよ。来年は愛花の番に決まってるでしょ」

「あのさ、お姉ちゃん」

　愛花は困ったような笑みを浮かべて言った。

「別に私が選ばれると決まったわけじゃないし、それにそもそも殻間高校受けるかどうかも決めてないんだけど」

「どうせそうなる運命よぉ～～。実行委員会の人も、来年は愛花ちゃんだねって噂うわさしてるし、お父さんもすっかりその気だし」

　そんな事を言いながら梅花はベッドの上でごろんとひっくり返る。

「まったくもう……。蘇芳さんの妹さんがやればいいんじゃないの？」

　そんな事を言いながらノートＰＣに向き直る愛花だが、梅花はベッドから降りるとその後ろに歩み寄る。

「白矢ちゃんは駄目よ。今年と同じで巫女舞の奉納があるんだから。それよりさっきからなにやってるの。インターネット？」

「うん、友達から面白いサイトがあるって教えて貰ったの。ほら、お呪いのサイト」

「お呪いって……」

　梅花は苦笑する。あの糸し寄き神がみの真相は愛花には話していないから、お呪いのサイトが友達との話題になったのは単なる偶然だろう。

「この前まで、恋愛成就のお呪いが沢山載っていたらしいんだけど、ついこの前削除されちゃったんだって。……あれ、ちょっとだけだけど載ってるなぁ。間違いだったのかな？」

　首を傾げる愛花の肩ごしに梅花はノートＰＣの液晶画面を覗のぞき込む。そこにはやたらファンシーなデザインで目が痛くなりそうなほど色鮮やかなウェッブサイトが表示されていた。

「やっぱりお呪いで人の心を自由にするのは良くないですよね。でも世の中には人間の力だけじゃどうにもならない事もあるんだなと思って、恋愛成就のお呪いも一部復活しました……。だって」

　愛花はウェッブサイトのトップページに掲載されていた文を読み上げた。どこかで聞いた事があるような文句だな。そう思う梅花だが、自分が今日の午前中、絲織に対して同じような事を言っていたところまでは頭が回らなかったのである。

　しかしウェッブサイトのタイトルは気になったようだ。

「しーちゃんのおまじないパラダイス？」

　しーちゃん？　まさかねぇ……。

「疲れたので今日はさっさと寝ます～～」

　首を傾げたものの、それ以上は深く考えることなく、梅花は自分のベッドへ戻って行ってしまった。




「まぁこれで当面の危機は回避か……」

　健児は地下実験施設で魄はく力りき車しやを片付けながらそうつぶやく。

　もっとも根本的な解決はできていない。むしろ状況はいっそうややこしくなっているような気がする。

　真ま実さねの話によると、あの三人の雲水は、どうやらかつて実山を守っていた仏教の宗派に属するらしい。明治期の廃はい仏ぶつ毀き釈しやく運動で殻間を追われたものの、ここ最近、真実の本家、京都の四し方ほう家けに接触を図はかってきているようなのだ。

　さらに言うならば超ちよう科か学がく的てき先輩。真実の薦すすめもあり、粒たま子こにも現在の梅花が陥おちいっている状態を教えてしまった。さすがの粒子も最初は少なからず驚いたようだが、そこは科学と技術の使し徒と。現実に存在しているのならば、それは認めるべきであると納得。梅花が元通りになれるよう協力を約束してくれたのだが、健児にしてみればさらに状況をややこしくする一因となったとしか思えないのだ。

　そして梅花が魄型となる切っ掛けとなったあの事故。あの事故が本当に人じん為い的なものならば、それを仕込んだ存在がいるはずなのだ。

　今のところパティを送り込んだ『教きよう団だん』や雲水たちが属する髪かみ長なが宗しゆうは無関係。今のところその手て懸がかりすらない。

「とにかく梅花を元に戻せば、すべては解決するんだ」

　健児は声に出してそう言い聞かせる。魄力車で魄力の充じゆう嗔てんも引き続き行っている。今の梅花は健児から魄力の供給を受けなければ、人間として活動する事ができない。

　仮に魄力が足りなくなったらどうなるか。残された資料を分析しない事には、それに関しても詳しい事は分からないのだ。

　それにしても蒸し暑くなったな……。

　健児はそう思う。地下実験施設は一年を通して室温はほぼ一定。それでも外気の湿度や温度がまったく影響しないわけでもない。

　今までよりもここにいる時間も長くなるだろうし、夏になったら扇風機や冷房も準備しないと……。

　そう考えを巡めぐらせた健児はある事に気付いた。

「そうか、夏休みか……！」

　そう、あと一ヶ月もしないうちに夏休みなのである。一ヶ月半の夏休みの間、ずっと殻間市内にいるわけにもいかないだろう。海や山、その他の行こう楽らく地ちへ行くという計画も持ち上がるはずだ。学校行事の移動教室も予定されているのである。

　断り続けるのもおかしい。しかし梅花が参加すれば、その度に色々と対応を考えなければならない。

　考えただけでうんざりしそうだ。健児は思わず一人ぼやいた。

「今年の夏は大変になりそうだなぁ……」





命じて！服従フロイライン２〈完〉













超ちよう科か学がく的てき先輩の万能無敵素敵研究室








超科学的先輩「そんなわけで万能で無敵で素敵な研究室であるこのコーナーも早くも二回目だ！　マンネリ風味がほどよく熟成されて、いまや伝統芸能の領域に達したような気がしないでもないが、どうかな諸君!!」

健けん児じ　　　　「いや、別に……」

超科学的先輩「まったくのりが悪い奴だな！　さて今回は早くも新キャラ投入という事で、まずはニューフェイスの紹介から行くぞ！」

パティ　　　「新キャラを投入して話を展開というのはあまり良い傾向とはいえませんね」

超科学的先輩「それは作者の技量のせいだな。私の責任ではないぞ」

梅もい花か　　　　「フォローする気はまったくないのね」

絲し織おり　　　　「えっと、それでこちらは何をする所なんでしょう？」

白さ弓ゆみ　　　　「そんなに緊張する事はないんですよ。絲織さん。単なる楽屋落ちのページなんですから」

超科学的先輩「……おりょ？　蘇す芳おうちゃんは考えてみれば、こちらのコーナーでは初めてだったかな？」

白弓　　　　「え？　そんなはずは……。（一巻を読み返している）ああっ、本当。私、一巻のこのコーナーに出ていません!!」

白矢さや　　　　「姉貴、影が薄いからなぁ」

白弓　　　　「べ、別に影薄いわけじゃないもん！　私はほら真ま面じ目めなキャラクターだし、あんまりこういうおちゃらけたコーナーとか似合わないから……」

超科学的先輩「おお、その取とり澄すました態度！　この手のコーナーには、本編よりも黒化するキャラが必ずいるものだが、今回の黒化担当は蘇芳ちゃんになりそうだな!!」

白弓　　　　「ええ～～っ!?」

絲織　　　　「あの、私なんの用もないのなら帰りたいんだけど。サイトの更新もしなきゃならないし」

白弓　　　　「もうちょっと付き合ってくださいよ。絲織さん。そうじゃないと、ますます私が黒いという事になっちゃいます」

絲織　　　　「それじゃ私の方が白弓より黒いって事になっちゃうじゃないの」

超科学的先輩「つうか、しおりんはヤンデレ入ってるだろ」

絲織　　　　「入ってません！」

梅花　　　　「新キャラの一人は纐こう纈けつさんとして、もう一人は当然……」

弾指　　　　「わははははは、呼ばれて飛び出て色しき即そく是ぜ空くう！　イケメンの雲うん水すいこと、髪かみ長なが弾だん指し推すい参さん!!」

健児　　　　「また無駄に濃いキャラが……」

弾指　　　　「何を言う。これもまた御み仏ほとけの導きだ。ありがたく思え！」

超科学的先輩「イラストを担当してくださってるひなたもも先生も、新キャラ二人と聞いて当然、美少女二人と思ったそうだが、しおりんはともかく、もう一人がこれだからな」

パティ　　　「これですからねえ」

梅花　　　　「でも弾指って名前を聞くと、昔アニメ雑誌の「アニ●ック」のＫ編集長が、『Ｚガ●ダム』の制作発表記者会見の時、冨とみ●総監督が主人公は「カミー●・ビダン」と言ったのを「神かみ指ゆび弾だん」と聞き間違えて『神の指で弾はずむとはなかなか意味深なネーミングだと勘違いした』とコメントしたのを思い出すわねえ……」

健児　　　　「……梅花。ちょっと待て……」

冴さえ　　　　　「梅花、あんた時々このコーナーで、常人の理解を超えた発言をするわね。いやまぁまだ二回目なんだけどさ」

梅花　　　　「ええ!?　なにか変!?」

冴　　　　　「ちょ～～変！」

梅花　　　　「そんなに変かしら……。ああ!?　あたしの発言に『ハヤテ●ごとく！』アニメ第一期並に修正が入ってる!?」

愛まな花か　　　　「あのね、お姉ちゃんには実は『隠れアニメオタク』という設定があるんだよ！　ベッドの下にアニメ雑誌が隠してるのも、私知ってるんだから」

梅花　　　　「ちょっと、愛花！　いつ見つけたのよ!!」

パティ　　　「モニカの隠された性癖を見てしまいましたね」

弾指　　　　「うむ、拙せつ僧そうの父上とは話が合いそうだな。しかし弾指と聞いて意味深と考えるのも無理はない。弾指とはもともときわめて短い時間を意味する言葉。そして不ふ浄じようを払う為に指を弾くという意味もある」

超科学的先輩「今さらなんだが、あんたも人の話を聞いてないな」

パティ　　　「まぁこのメンバーで素直に人の話を聞く人がいるとも思えませんが」

白弓　　　　「ええ？　私もですか？」

白矢　　　　「さりげに私を除外するなよ、姉貴!!」

超科学的先輩「それではニュースフェイスの二人も紹介したところで次回予告だ！」

絲織　　　　「……え、紹介したんですか？」

健児　　　　「このコーナーで超科学的先輩に何を言っても無駄ですよ。まぁ本編でも限りなく無駄ですけど」

超科学的先輩「はははは、ようやく私が理解できてきたようだな。健ちゃん！　さて先の話を考えてないこの作品だが、今回が梅雨の時期が舞台という事で容易に次回が想像できるだろう！」

パティ　　　「すると、まさか……」

超科学的先輩「そう、そのまさかだ！」

パティ　　　「金きん●の蚊か取とりせんこうですね！」

超科学的先輩「違う！　あんたはボケ化担当なのか!?」

パティ　　　「すいません時差ボケで」

超科学的先輩「そんなわけで次回は夏！　海だ、プールだ!!　水着だ～～ッ！　刮かつ目もくして期待せよ、男性諸君!!」

白弓　　　　「どうしよう、白矢ちゃん。次は水着回だって。私、去年買った水着もう合わないかも。特に胸とかきつくなっちゃってるはずだし」

白矢　　　　「特に胸とかって……、姉貴、やっぱり黒いよ」

白弓　　　　「ええ!?」

超科学的先輩「そんなわけで次の巻で……」

弾指　　　　「それでは最後に拙せつ僧そうがお坊さんらしく、ありがたい言葉を送って進ぜよう！　風呂入ったか！　歯磨みがいたか！　宿題やれよ！」

超科学的先輩「私の締めの台詞せりふを取るな！　っていうか、それってドリフだろう!!」

健児　　　　「ああ、ますますカオスな状況に……」




梅花　　　　「（まさか、あれは愛花には見つかってないわよね）……あの、愛花。ベッドの下以外は……」

愛花　　　　「うん、他には何も隠してないよね。お姉ちゃん。ＣＤラックに入ってるＣＤケースの中身がアニメのＤＶＤになってる事までは知らないから大丈夫だよ♡」

梅花　　　　「知ってるじゃないの！」










　あとがき




　そんなわけで二巻です。一巻の評判も上々という事で、早くも二巻という事に相あい成なりました。これもイラストを担当してくださっているひなたももさん、担当さんを初めとする編集部の皆さま。そしてなんと言っても読者の皆さまのご支援、ご声援あっての事と感謝いたします。




　というわけで……。

「神かみ指ゆび弾だん」の話は実話です（ぉ）。まぁさすがに私がその場にはいたわけではありませんでしたが、当時の「アニメック」に載ってましたからねえ。

　それにしても無駄にかっこいいぞ「神指弾」。どこかで使えないもんですかねえ。まぁ実際に使われたわけではないですから、勝手に使ってしまっても問題はないんでしょうが。「アニメック」も休刊してすでに久しいですし、名前を知ってる人も少ないでしょうね。私の物書きとしての第一歩が「アニメック」の『プラレス３四郎』特集だったりするので、個人的には色々と感慨深いものがあるのですが。




　それはさておき本編のお話。執筆の際ちょっと調べてみたのですが、いわゆる織おり姫ひめには、梶かじの葉は姫ひめを初めとして色々と異い名みようがあるようですね。何でも七月七日に合わせて七つ姫＝七人の姫というのもあるそうで。

　……しかし七人もいればバトロワ展開とかできるよな（そっちかい）。

　牽けん牛ぎゆうと逢い引きするために戦う七人の姫！　戦わなければ天の川を渡れない!!

　ううむ、これはネタになりそうだ。むしろなんで誰も書かなかったのか不思議なくらいだ（笑）。

　ちなみに梶の葉姫とは昔は七たな夕ばたの時、梶の葉に願いを書いたところから来たようですね。

　今回、梶の葉姫にしたのは、辞書を捲めくっていて語感が気に入ったという事だけで、あまり深い意味はありません。

　七つ姫の中には糸いと織おり姫ひめという名称もあるのですが、絲し織おりの名前はそれとは別に考えていたので、一致してしまったのは実は偶然だったりします。

　そんなわけでこれからさらに五人のヒロインが出てきて、牽牛＝健けん児じを巡ってバトロワ展開になったりはしませんので、その点はご安心下さい（笑）。……いや、ネタに詰まったら、それもありだな（ぉ）。




　さて、一巻の後書きでちょっと書き損そこねた事などを……。

　楸ひさぎ真ま実さね先生が「京きよう都と四し方ほう家け」「楸一族」と名乗っておりますが、特にこの辺の設定が拙せつ著ちよ『トゥインクル☆スターシップ』と絡んでくるという事はありません。

　まぁちょっとした読者サービスという感じですね。本作品『命めいじて！服ふく従じゆうフロイライン』と『トゥインクル☆スターシップ』が同一時間軸上にあるとか、同じ世界とかいう事はありませんので、その点はご留意いただければと思います。

　太古から色んな謎を守り続けてきた一族という事で、『トゥインクル☆スターシップ』の柊ひいらぎ一門が思い浮かび、それじゃあ木編に秋で楸でいいじゃないかとそうなった次第です。もっとも柊、楸、榎えのき、椿つばきというネタはどこかでやりたいと思っていたのですが。

　次は榎家の番になりますが、それはまた別の作品という事で。




　最後に三巻ですが現在鋭意進行中です。次回は水着回という事もあり、夏真っ盛りといかないまでも残暑が残る季節には出したいと思っております。温暖化により東京でも一〇月くらいまでは暑かったりしますが（笑）、その前にはお届けしたいと思います。





庄しよう司じ　卓たかし
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